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計
量
と
歴
史
記
述

）

一　
（

一

は
じ
め
に

　

エ
ア
フ
ル
ト
大
学
ゴ
ー
タ
研
究
図
書
館
は
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ゴ
ー

タ
＝
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
の
居
城
で
あ
っ
た
巨
大
な
バ
ロ
ッ
ク
建

築
の
フ
リ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
の
一
角
に
位
置
す
る
。
同
図
書

館
所
蔵
の
二
つ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
稿
本
、『
諸
時
代
の
事
件
に
つ
い

て
の
同
胞
た
ち
の
喜
悦
と
友
人
た
ち
の
平
路M

abāhij al

一ikhw
ān w

a m
anāhij al

一khillān fī ḥaw
ādith al

一duhūr w
a 

al

一azm
ān

』（
（
（

（
以
下
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
略
記
）
と
『
オ
ス
マ

ン
家
の
歴
史T
aʼrīkh Ā

l ̒U
thm

ān

』
と
い
う
書
名
を
付
さ
れ

て
い
る
そ
の
続（
篇

）
2

（
以
下
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
と
略
記
）

は
、
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
の
一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初

頭
に
至
る
動
乱
転
換
期
に
関
す
る
未
活
用
の
重
要
史
料
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
同
公
国
の
啓
蒙
君
主
エ
ミ
ー
ル
・
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ア

ウ
グ
ス
ト
（
在
位
一
八
〇
四
―
一
八
二
二
）
の
支
援
を
得
た
、
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
科
学
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ヤ
ス
パ
ー
・
ゼ
ー
ツ

ェ
ン
（
一
七
六
七
―
一
八
一
一
）
が
九
年
に
及
ぶ
中
東
旅
行
で
蒐

集
し
た
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
群
に
属
し
、
彼
が
一
八
〇
七
年
か
ら

一
八
〇
九
年
に
か
け
て
の
カ
イ
ロ
滞
在
で
入
手
し
た
史
書
で
あ（
る

）
3

。

　

本
論
文
は
、
こ
の
正
続
二
篇
の
史
書
の
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
期
（
一
五
一
七
―
一
七
九

八
）
カ
イ
ロ
の
市
井
人
で
あ
っ
た
こ
の
歴
史
家
に
関
す
る
情
報
は
、

管
見
の
限
り
同
時
代
の
名
士
伝
記
集
な
ど
の
叙
述
史
料
に
見
出
せ

ず
、
ま
た
先
行
研
究
も
ブ
ロ
ッ
ケ
ル
マ
ン
と
ゼ
ツ
ギ
ン
に
よ
る
ご

く
簡
単
な
書
誌
学
的
言
及
の
み
で
あ（
る

）
4

。
こ
う
し
た
な
か
現
時
点

に
お
い
て
は
、
掛
け
替
え
の
な
い
情
報
源
で
あ
る
両
史
料
に
内
包

さ
れ
た
、
著
者
自
身
に
関
す
る
記
事
の
内
容
分
析
・
検
討
こ
そ
が

計
量
と
歴
史
記
述

─
─
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
（
一
）─
─

長
谷
部
　
史
　
彦



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

二　
（

二

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
い
え
よ
う
。

　

著
者
は
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
を
擱
筆
す
る
に
当
た
り
、
自
ら
を

「
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
で
参
詣
者
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
し
て
知

ら
れ
る
シ
ハ
ー
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
ア
フ
マ

ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ンShihāb al

一D
īn A

ḥ m
ad 

ibn A
ḥ m

ad ibn ̒
A

bd al

一Raḥ m
ān al

一shahīr bi-Ibn al

一

ʻ
A

-
jam

ī al

一zāʼir al

一A
ḥ m

adī
」
と
記
し
て
い（
る

）
5

。「
ア
フ
マ
デ

ィ
ー
」
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
系
の
ス
ー
フ
ィ
ー
、
つ
ま
り
エ
ジ
プ

ト
の
代
表
的
な
ム
ス
リ
ム
聖
者
の
ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
（
一

二
七
六
歿
）
を
始
祖
と
す
る
柔
構
造
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
、
ア
フ

マ
デ
ィ
ー
ヤ
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
、
そ
し
て
、「
参
詣
者
」
は
、

カ
イ
ロ
の
南
・
東
縁
部
に
広
が
る
カ
ラ
ー
フ
ァ
墓
地
の
参
詣
励
行

者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い（
る

）
6

。
こ
う
し
た
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
と
い
う
人
物
の
宗
教
的
な
側
面
に
つ
い
て
も
両
史
料
は
多
量

の
情
報
を
供
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
両
史
料
の
概
要
を
ま
と
め
、

そ
の
史
料
的
な
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
う
え
で
、（
1
）
家
族
、

（
２
）
居
住
・
勤
務
地
と
し
て
の
河
港
ブ
ー
ラ
ー
ク
、（
３
）
生
業

と
し
て
の
計
量
活
動
の
三
点
に
照
準
を
定
め
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る

歴
史
記
述
者
の
人
物
像
の
解
明
に
努
め
た
い
。

１
．『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
概
要
と
史
料
的
性
格

　

オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
に
関
し
て
は
、

「
イ
ブ
ン
・
イ
ヤ
ー
ス
（
一
五
二
四
頃
歿
）
を
最
後
に
途
絶
え
た

中
世
の
豊
か
な
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
の
伝
統
を
、
ジ
ャ
バ
ル
テ

ィ
ー
（
一
八
二
五
歿
）
が
復
活
さ
せ
た
」
と
い
っ
た
言
説
が
嘗
て

は
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
当
該

期
の
州
都
カ
イ
ロ
で
書
か
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
史
料
の
校

訂
・
出
版
・
研
究
が
徐
々
に
進
み
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
修
正
を

余
儀
な
く
さ（
れ

）
7

、
特
に
一
八
世
紀
を
中
心
に
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
研
究
が
段
々
に
深
め
ら
れ
て
き（
た

）
8

。

　

そ
し
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
が

書
か
れ
た
一
七
世
紀
前
半
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
史
書

の
書
き
手
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
が
、
マ
ル
イ
ー
・
ブ

ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
カ
ル
ミ
ー
（
一
六
二
四
頃
歿
）、
ブ
ル
ッ
ル
ス

ィ
ー
、
ガ
ム
リ
ー
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
、
年
代
記
作
者
の
イ
ス

ハ
ー
キ
ー
（
一
六
五
〇
頃
歿
）
と
バ
ク
リ
ー
（
一
六
六
七
歿
）
を

「
当
該
期
の
二
人
の
注
目
す
べ
き
歴
史
家
」
と
評
し
、
な
か
で
も

バ
ク
リ
ー
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い（
る

）
9

。

　

三
〇
八
葉
か
ら
成
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
は
、
①
写
字
生
に
関

す
る
記
載
が
無
い
こ
と
、
②
本
文
の
筆
跡
と
注
を
付
し
て
の
欄
外



計
量
と
歴
史
記
述

）

三　
（

三

追
記
の
筆
跡
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
③
日
付
や
価
格
な
ど
の
情
報

を
後
で
書
き
入
れ
よ
う
と
し
て
空
欄
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
箇
所

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、「
私
は
こ

の
年
（
一
〇
一
三
年
／
一
六
〇
四
―
一
六
〇
五
年
）
の
穀
物
や
商

品
な
ど
の
価
格
を
記
録
し
た
の
だ
が
、
そ
の
草
稿
（m

usaw
-

w
ada

）
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ（
た

）
10

。」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
手
控

え
の
「
草
稿
」
の
存
在
が
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
。
当
該
稿
本
は

そ
う
し
た
覚
え
書
き
の
「
草
稿
」
を
基
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た

「
清
書
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
未
整
理
と
い
う
印

象
を
読
み
手
に
抱
か
せ
る
仕
上
が
り
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。　

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
章
立
て
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
見

出
し
や
記
述
内
容
を
考
慮
し
て
こ
こ
で
そ
の
仮
設
を
試
み
れ
ば
、

（
一
）（
序

）
11

、（
二
）
ス
ル
タ
ン
・
セ
リ
ム
一
世
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
と

エ
ジ
プ
ト
州
総
督
た
ち
の
治（
績

）
12

、（
三
）
ナ
イ
ル
川
の
増
水
情
報

な（
ど

）
13

、（
四
）
カ
イ
ロ
の
著
名
な
聖
者
た
ち
（aw

liyāʼ

）
の
死
亡

記（
事

）
14

、（
五
）
著
者
が
知
己
を
得
た
偉
大
な
シ
ャ
イ
フ
た
ち

（m
ashāyikh

）
の
伝（
記

）
15

、（
六
）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
六
年
第
七

月
一
二
日
／
一
五
九
八
年
二
月
一
八
日
か
ら
一
〇
一
六
年
第
一
二

月
二
九
日
／
一
六
〇
八
年
四
月
一
五
日
に
至
る
カ
イ
ロ
の
諸
事
件

（ḥ aw
ādith bi-al

一Q

（
（1
（

āhira

）、（
七
）（
跋

）
17

と
い
う
構
成
に
な
る
。
こ

の
う
ち
（
六
）
の
分
量
が
全
体
の
約
八
二
％
を
占
め
て
い
る
の
で
、

本
史
料
の
基
本
的
性
格
は
「
カ
イ
ロ
の
都
市
年
代
記
」
と
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
年
代
記
以
外
の
諸
部
分
に
も
他
の
史
料
か

ら
は
得
ら
れ
な
い
重
要
情
報
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
摘

記
し
て
若
干
の
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
本
史
書
の
全
体
を
俯
瞰
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
一
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
現
存
稿
本
の
第
一
葉
冒
頭
の
文
章

は
中
途
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
最
初
の
一
葉
が
欠
落
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
序
の
残
存
部
分
に
は
、『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
執
筆
に
当
た
っ
て
著
者
の
基
本
姿
勢
を
示
し
た
、

以
下
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

私
は
そ
こ
に
お
い
て
、
美
点
（m

aḥ āsin

）
と
過
誤

（ʻuyūb

）
を
記
す
こ
と
を
自
ら
に
課
し
た
。
私
の
後
で
そ
れ

に
つ
い
て
考
え
た
人
が
読
み
、
過
誤
の
持
主
た
ち
の
行
為
を

察
し
た
際
に
は
、
彼
（
読
者
）
が
彼
ら
（
過
誤
の
持
主
た

ち
）
に
対
す
る
ア
ッ
ラ
ー
の
御
宥
恕
を
求
め
ま
す
よ
う
に
。

そ
し
て
、
も
し
彼
ら
に
過
誤
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が

ア
ッ
ラ
ー
へ
と
帰
還
し
、
悔
悟
し
ま
す
よ
う
に
。
ハ
ー
フ
ィ

ズ
の
イ
マ
ー
ム
で
あ
る
ス
ユ
ー
テ
ィ
ーal

一Jalāl al

一Suyūṭ ī 
は
―
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
が
彼
を
嘉
し
ま
す
よ
う
に
―
嘗
て

ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
シ
ャ
イ
フ
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ーA

bū al



史
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一
・
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）

四　
（

四

一Ḥ asan ʻA
lī al

一Sakhāw
ī 

が
ま
と
め
上
げ
、『
輝
く
光
』
と

名
付
け
た
史
書
に
記
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
に
反
論
し
た
。

と
い
う
の
も
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
が
そ
こ
に
お
い
て
人
々
の
美

点
（m

aḥ āsin

）
と
欠
点
（m

asāw
iʼ

）
を
記
述
し
た
か
ら

で
あ
る
。
私
は
そ
れ
を
読
ん
で
い
な
い
が
、
彼
（
ス
ユ
ー
テ

ィ
ー
）
が
著
し
、al

一K
āw

ī ʻalā al

一Sakhāw
ī

と
名
付
け
た

マ
カ
ー
マ
（m

aqām
a

、
技
巧
的
押
印
散
文
）
が
私
に
そ
う

し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
彼

（
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
）
は
、
私
が
言
及
を
避
け
る
よ
う
な
酷
く

不
快
な
言
葉
を
数
多
く
述
べ
、
さ
ら
に
、
そ
の
史
書
を
読
む

こ
と
を
法
的
に
認
め
な
い
と
ま
で
記
し
た
が
、
私
は
彼
の
主

張
に
同
意
し
な
い
。
そ
し
て
、
偉
大
な
る
学
者
た
ち
や
カ
ー

デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
た
ち
な
ど
が
こ
の
史
書
（『
輝
く
光
』）

の
記
録
に
注
意
を
払
い
、
複
数
の
写
本
が
ル
ー
ム
地
域
に
達

し
た
の
で
あ
る
。
私
、
彼
ら
二
人
（
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
と
サ

ハ
ー
ウ
ィ
ー
）、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
に
対
し
て
、

ア
ッ
ラ
ー
が
失
敗
や
過
誤
を
全
て
御
宥
恕
下
さ
い
ま
す
よ

う（
に

）
18

。

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
世
紀
の
名
士
た
ち
に
関
す
る
浩
瀚
な
伝
記
集
で
あ

る
『
輝
く
光
』
の
中
で
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
（
一
四
九
七
歿
）
は
、

彼
が
取
り
上
げ
た
人
物
た
ち
、
と
り
わ
け
学
者
た
ち
に
対
し
て
時

に
遠
慮
な
く
批
判
的
に
記
述
し（
た

）
19

。
他
方
、
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
（
一

五
〇
五
歿
）
に
よ
る
こ
の
論
駁
の
書
は
、
Ｅ
・
Ｍ
・
サ
ー
ト
ゥ
ン

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
学
問
、
他
者
へ
の
攻
撃
性
、
ム
ジ
ュ

タ
ヒ
ド
の
自
任
、
作
品
の
剽
窃
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
、
サ
ハ
ー

ウ
ィ
ー
に
『
輝
く
光
』
で
事
細
か
に
批
判
さ
れ
た
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー

が
反
駁
を
試
み
た
小
著
で
あ（
る

）
20

。
同
書
に
お
い
て
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー

は
、
剽
窃
疑
惑
に
具
体
的
に
反
論
し
、
む
し
ろ
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
こ

そ
が
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
関
連
の
著
作
の
多
く
で
そ
の
師
イ
ブ
ン
・
ハ

ジ
ャ
ル
の
遺
稿
に
頼
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
は
、
広
く
流

布
し
て
い
る
自
ら
の
作
品
群
と
異
な
り
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
著
作
は

そ
の
自
宅
す
ら
出
て
い
な
い
と
揶
揄
す
る
な
ど
、
激
し
く
応
戦
し

て
い（
る

）
21

。

　

興
味
深
い
こ
と
に
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
自
ら
繙
く
こ
と

の
無
か
っ
た
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
当
該
伝
記
集
の
記
述
内
容
に
関
す

る
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
の
論
駁
書
を
読
み
、
そ
こ
で
論
難
さ
れ
て
い
る

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
で
は
な
く
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
の
方
に
違
和
感
を
も
ち
、

こ
れ
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
い
う

史
書
の
著
述
方
針
に
つ
い
て
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
と
同
様
に
、
記
述

対
象
の
人
々
の
美
点
だ
け
で
な
く
過
誤
に
つ
い
て
も
記
す
と
宣
言

し
て
い
る
。
実
際
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
は
、
人

物
や
出
来
事
に
関
す
る
忌
憚
の
な
い
論
評
、
政
治
・
軍
事
・
社
会



計
量
と
歴
史
記
述

）

五　
（

五

経
済
の
実
状
に
関
す
る
批
判
的
視
点
か
ら
の
記
事
が
各
所
に
織
り

込
ま
れ
て
い
る
。
臆
せ
ず
過
誤
を
剔
抉
す
る
こ
う
し
た
著
者
の
筆

致
が
、
対
象
時
期
の
多
様
な
諸
問
題
を
焙
り
出
し
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
右
の
引
用
文
の
後
尾
で
は
、
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
の
過

誤
を
指
摘
し
た
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
も
、
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
過
誤
を
指

摘
し
た
ス
ユ
ー
テ
ィ
ー
も
、
そ
し
て
著
者
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

も
、
人
は
誰
も
何
ら
か
の
過
ち
を
犯
す
の
で
あ
り
、
無
謬
の
存
在

は
唯
一
神
の
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
の
巻
首
に
お
い
て
自
ら
の
見
解
の
相
対
化
を
図
り
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
展
開
す
る
記
述
に
も
錯
誤
が
有
り
得
る
と
い
う
謙
虚
な
構

え
を
示
し
て
い
る
。
或
い
は
、
自
由
に
意
見
を
表
明
す
る
た
め
に

予
防
線
を
張
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
こ

の
序
に
お
い
て
も
う
一
つ
注
視
す
べ
き
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い

る
本
史
書
の
題
名
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
同
胞
た
ち
の
喜
悦
」
の

み
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
部
分
は
欄
外
に
追
記
さ
れ
て
い（
る

）
22

。

稿
本
執
筆
の
開
始
時
点
に
お
い
て
は
、
題
名
が
未
確
定
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
二
）
で
は
、
歴
代
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
治
績
の
記
事
に
先
立

ち
、
オ
ス
マ
ン
朝
ス
ル
タ
ン
の
セ
リ
ム
一
世Salīm

 ibn ‌̒U
thm

ān

（
在
位
一
五
一
二
―
一
五
二
〇
）
と
ス
レ
イ
マ
ン
一
世Sulay-

m
ān ibn Salīm

 Shāh

（
在
位
一
五
二
〇
―
一
五
六
六
）
に
つ
い

て
の
短
い
記
述
が
あ（
る

）
23

。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
セ
リ
ム
一

世
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
に
関
し
て
、

我
ら
の
主
人
、
最
も
偉
大
な
る
ス
ル
タ
ン
、
最
も
高
貴
な
る

ハ
ー
カ
ー
ン
の
セ
リ
ムSalīm

 ibn ʻU
thm

ān 

―
ア
ッ
ラ
ー

が
彼
を
嘉
し
ま
す
よ
う
に
― 

の
エ
ジ
プ
ト
へ
の
、
そ
し
て

ロ
ー
ダ
島
と
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
（m

iqyās

）
へ
の
入
場
に

関
す
る
記
述
。
そ
し
て
そ
れ
は
、［
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
］
九
二
二

年
の
神
聖
な
る
ア
ッ
ラ
ー
の
月
で
あ
る
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
の
一

日
、
木
曜
日
の
こ
と
で
あ
っ（
た

）
24

。

と
記
し
て
い
る
。
フ
ス
タ
ー
ト
近
く
の
中
洲
ロ
ー
ダ
島
の
南
端
に

位
置
す
る
、
ナ
イ
ル
水
位
計
測
施
設
に
特
別
な
関
心
を
抱
い
て
い

た
著
者
な
ら
で
は
の
書
き
方
で
あ
り
注
目
に
値
す
る
が
、
ナ
イ
ロ

メ
ー
タ
ー
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ま
と
め
て

論
じ
る
こ
と
に
し
た（
い

）
25

。

　

続
い
て
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
か
ら
オ
ス
マ
ン
朝
へ
の
支
配
王
朝
の

移
行
に
関
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
か
ら
の
興
味
深
い

伝
聞
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ガ
ウ
リ
ー
（
在
位
一
五

〇
一
―
一
五
一
六
）
の
政
権
の
消
滅
が
、
こ
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス

ル
タ
ン
の
聖
者
（ʻārif bi-A

llāh

）
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ーA

bū al

一Suʻūd 
al

一Jāriḥ ī
に
対
す
る
非
難
の
態
度
に
起
因
し
、
他
方
、
セ
リ
ム
一
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No. 在任者名 在任期間（ヒジュラ暦 / 西暦） 建造物（maʼāthir） 典拠：Mabāhij al-ikhwān, 

1 チェルケス・ハユル・ベイ　Khāyirbak Malik al-Umarā’ 923 年第 11 月 15 日～928 年第 11 月 27 日/
1517 年 11 月 29 日～1522 年 10 月 18 日 学院・墓廟・貯水槽（タッバーナ地区） fol. 2

2 チョバン・ムスタファ・パシャ　Muṣṭafā Bāshā 928 年第 12 月 26 日～929 年第 10 月 17 日/
1522 年 11 月 16 日～1523 年 8 月 29 日 fol. 2v

3 ハーイン・アフメト・パシャ　Aḥmad Bāshā al-Maqtūl 929 年第 10 月 18 日～930 年第 4 月 27 日/
1523 年 8 月 30 日～1524 年 3 月 4 日 fol. 2v

4 ギュゼルジェ・カスゥム・パシャ　Qāsim Bāshā ？～932 年/ fol. 2v

5 サドラザム・イブラヒム・パシャ　Ibrāhīm Bāshā 932 年第 6 月 7 日～第 8 月 22 日/
1526 年 3 月 21 日～6 月 3 日 fols. 2v-3r

6 ハドゥム・スレイマン・パシャ　Sulaymān Bāshā　① 932 年第 8 月 28 日～941 年第 8 月 17 日/
1526 年 6 月 9 日～1535 年 2 月 21 日

ブーラークのモスク・亜麻商館など 4 つの商館・初等学校、3 つの給水所、カウスー
ン・モスク街区の修道場など fol. 3r

7 ヒュスレヴ・パシャ　Khusraf Bāshā 941 年第 8 月 21 日～943 年第 6 月 26 日/
1535 年 2 月 25 日～1536 年 12 月 10 日 バイナルカスラインの初等学校・貯水槽、シャーフィイー廟への道路の壁 fol. 3

8 ハドゥム・スレイマン・パシャ　Sulaymān Bāshā　② 943 年第 7 月 21 日～945 年第 1 月 11 日/
1537 年 1 月 3 日～1538 年 6 月 9 日 fols. 3v-4r

9 ダヴト・パシャ Dāwūd Bāshā 945 年第 1 月 27 日～956 年第 3 月 13 日/
1538 年 6 月 25 日～1549 年 4 月 11 日 モカッタム山のモスク fols. 3v-4v

10 セミン・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā 956 年第 8 月 10 日～961 年第 1 月 30 日/
1549 年 9 月 3 日～1554 年 1 月 5 日 fols. 4v-5r.

11 ドゥカギンザーデ・メフメト・パシャ Muḥammad Bāshā 961 年第 2 月 1 日～963 年第 4 月 20 日/
1554 年 1 月 6 日～1556 年 3 月 3 日 fol. 5

12 イスケンデル・パシャ　Iskandar Bāshā 963 年第 4 月 21 日～966 年第 7 月 30 日/
1556 年 3 月 4 日～1559 年 5 月 8 日

サアーダ門街区のモスク・修道場、ナッハースィーン市場の初等学校・貯水槽、ブー
ラークの商館・2 つのラブウ fols. 5v-6v

13 ハドゥム・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā 966 年第 8 月 1 日～967 年第第 12 月 23 日/
1559 年 5 月 9 日～1560 年 9 月 14 日

ルーク地区のモスク、ハンマーム小市場街区の小麦市場の学院、マクスの孤児の初等
学校 fols. 6v-7r

14 マフムト・パシャ　Maḥmūd Bāshā 973 年第 10 月 1 日～975 年第 5 月 24 日/
1566 年 4 月 21 日～1567 年 11 月 26 日

ルマイラの自らの墓廟、ブーラークの製糖所、カナーティル・ムナッジャーの館・庭
園 fol. 7

15 コジャ・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā　① 975 年第 8 月 24 日～976 年第 6 月 13 日/
1568 年 2 月 24 日～12 月 3 日 カイロやその他の複数のモスク・学院・修道場・商館など fols. 7v-10v

16 チェルケス・イスケンデル・パシャ　Iskandar Bāshā Jarkas 976 年第 6 月 21 日～979 年第 1 月 30 日/
1568 年 12 月 11 日～1571 年 6 月 24 日 fol. 11r

17 コジャ・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā　② 979 年第 2 月 1 日～980 年第 12 月 29 日/
1571 年 6 月 25 日～1573 年 5 月 2 日 fol. 11r

18 ボドゥル・ヒュセイン・パシャ Ḥusayn Bāshā 981 年第 1 月 1 日～982 年第 9 月 30 日/
1573 年 5 月 3 日～1575 年 1 月 13 日 fol. 11r

19 メスィフ・スレイマン・パシャ　Masīḥ Bāshā 982 年第 10 月 1 日～？/1575 年 1 月 14 日～？ カラーファの自らの墓廟・孤児の初等学校・貯水槽・修道場のミナレット fol. 11

20 ハドゥム・ハサン・パシャ　Ḥasan Bāshā al-Ṭawāshī 988 年第 5 月 16 日～991 年第 4 月 13 日/
1580 年 6 月 29 日～1583 年 5 月 6 日 ブーラークの初等学校・給水所・米商館・店舗・ラブウ・公衆浴場 fols. 11v-13v

21 ダマド・イブラヒム・パシャ Ibrāhīm Bāshā al-Wazīr 991 年第 4 月 24 日～992 年第 10 月 12 日/
1583 年 5 月 17 日～1584 年 10 月 17 日 fol. 13v

22 デフテルダール・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā Daftardār 992 年第 10 月 13 日～994 年第 4 月 27 日/
1584 年 10 月 18 日～1586 年 4 月 17 日 アズハル地区の学院・孤児の初等学校 fols. 13v-14r

23 ユヴェイス・パシャ Uways Bāshā 994 年第 6 月 28 日～999 年第 7 月 18 日/
1586 年 6 月 16 日～1591 年 5 月 12 日 　 fols. 14r-15v

初頭のエジプト州総督
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No. 在任者名 在任期間（ヒジュラ暦 / 西暦） 建造物（maʼāthir） 典拠：Mabāhij al-ikhwān, 

1 チェルケス・ハユル・ベイ　Khāyirbak Malik al-Umarā’ 923 年第 11 月 15 日～928 年第 11 月 27 日/
1517 年 11 月 29 日～1522 年 10 月 18 日 学院・墓廟・貯水槽（タッバーナ地区） fol. 2

2 チョバン・ムスタファ・パシャ　Muṣṭafā Bāshā 928 年第 12 月 26 日～929 年第 10 月 17 日/
1522 年 11 月 16 日～1523 年 8 月 29 日 fol. 2v

3 ハーイン・アフメト・パシャ　Aḥmad Bāshā al-Maqtūl 929 年第 10 月 18 日～930 年第 4 月 27 日/
1523 年 8 月 30 日～1524 年 3 月 4 日 fol. 2v

4 ギュゼルジェ・カスゥム・パシャ　Qāsim Bāshā ？～932 年/ fol. 2v

5 サドラザム・イブラヒム・パシャ　Ibrāhīm Bāshā 932 年第 6 月 7 日～第 8 月 22 日/
1526 年 3 月 21 日～6 月 3 日 fols. 2v-3r

6 ハドゥム・スレイマン・パシャ　Sulaymān Bāshā　① 932 年第 8 月 28 日～941 年第 8 月 17 日/
1526 年 6 月 9 日～1535 年 2 月 21 日

ブーラークのモスク・亜麻商館など 4 つの商館・初等学校、3 つの給水所、カウスー
ン・モスク街区の修道場など fol. 3r

7 ヒュスレヴ・パシャ　Khusraf Bāshā 941 年第 8 月 21 日～943 年第 6 月 26 日/
1535 年 2 月 25 日～1536 年 12 月 10 日 バイナルカスラインの初等学校・貯水槽、シャーフィイー廟への道路の壁 fol. 3

8 ハドゥム・スレイマン・パシャ　Sulaymān Bāshā　② 943 年第 7 月 21 日～945 年第 1 月 11 日/
1537 年 1 月 3 日～1538 年 6 月 9 日 fols. 3v-4r

9 ダヴト・パシャ Dāwūd Bāshā 945 年第 1 月 27 日～956 年第 3 月 13 日/
1538 年 6 月 25 日～1549 年 4 月 11 日 モカッタム山のモスク fols. 3v-4v

10 セミン・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā 956 年第 8 月 10 日～961 年第 1 月 30 日/
1549 年 9 月 3 日～1554 年 1 月 5 日 fols. 4v-5r.

11 ドゥカギンザーデ・メフメト・パシャ Muḥammad Bāshā 961 年第 2 月 1 日～963 年第 4 月 20 日/
1554 年 1 月 6 日～1556 年 3 月 3 日 fol. 5

12 イスケンデル・パシャ　Iskandar Bāshā 963 年第 4 月 21 日～966 年第 7 月 30 日/
1556 年 3 月 4 日～1559 年 5 月 8 日

サアーダ門街区のモスク・修道場、ナッハースィーン市場の初等学校・貯水槽、ブー
ラークの商館・2 つのラブウ fols. 5v-6v

13 ハドゥム・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā 966 年第 8 月 1 日～967 年第第 12 月 23 日/
1559 年 5 月 9 日～1560 年 9 月 14 日

ルーク地区のモスク、ハンマーム小市場街区の小麦市場の学院、マクスの孤児の初等
学校 fols. 6v-7r

14 マフムト・パシャ　Maḥmūd Bāshā 973 年第 10 月 1 日～975 年第 5 月 24 日/
1566 年 4 月 21 日～1567 年 11 月 26 日

ルマイラの自らの墓廟、ブーラークの製糖所、カナーティル・ムナッジャーの館・庭
園 fol. 7

15 コジャ・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā　① 975 年第 8 月 24 日～976 年第 6 月 13 日/
1568 年 2 月 24 日～12 月 3 日 カイロやその他の複数のモスク・学院・修道場・商館など fols. 7v-10v

16 チェルケス・イスケンデル・パシャ　Iskandar Bāshā Jarkas 976 年第 6 月 21 日～979 年第 1 月 30 日/
1568 年 12 月 11 日～1571 年 6 月 24 日 fol. 11r

17 コジャ・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā　② 979 年第 2 月 1 日～980 年第 12 月 29 日/
1571 年 6 月 25 日～1573 年 5 月 2 日 fol. 11r

18 ボドゥル・ヒュセイン・パシャ Ḥusayn Bāshā 981 年第 1 月 1 日～982 年第 9 月 30 日/
1573 年 5 月 3 日～1575 年 1 月 13 日 fol. 11r

19 メスィフ・スレイマン・パシャ　Masīḥ Bāshā 982 年第 10 月 1 日～？/1575 年 1 月 14 日～？ カラーファの自らの墓廟・孤児の初等学校・貯水槽・修道場のミナレット fol. 11

20 ハドゥム・ハサン・パシャ　Ḥasan Bāshā al-Ṭawāshī 988 年第 5 月 16 日～991 年第 4 月 13 日/
1580 年 6 月 29 日～1583 年 5 月 6 日 ブーラークの初等学校・給水所・米商館・店舗・ラブウ・公衆浴場 fols. 11v-13v

21 ダマド・イブラヒム・パシャ Ibrāhīm Bāshā al-Wazīr 991 年第 4 月 24 日～992 年第 10 月 12 日/
1583 年 5 月 17 日～1584 年 10 月 17 日 fol. 13v

22 デフテルダール・スィナン・パシャ　Sinān Bāshā Daftardār 992 年第 10 月 13 日～994 年第 4 月 27 日/
1584 年 10 月 18 日～1586 年 4 月 17 日 アズハル地区の学院・孤児の初等学校 fols. 13v-14r

23 ユヴェイス・パシャ Uways Bāshā 994 年第 6 月 28 日～999 年第 7 月 18 日/
1586 年 6 月 16 日～1591 年 5 月 12 日 　 fols. 14r-15v

表１　（6 世紀 -（7 世紀
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世
は
エ
ジ
プ
ト
征
服
直
後
に
こ
の
聖
者
を
容
認

す
る
姿
勢
を
示
し
た
、
と
い
う
指
摘
で
あ（
る

）
26

。

支
配
王
朝
の
交
代
に
関
す
る
エ
ジ
プ
ト
社
会
の

得
心
の
仕
方
を
窺
わ
せ
る
記
事
と
い
え
よ
う
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
列
記
し
た
歴
代
の

エ
ジ
プ
ト
州
総
督
と
そ
の
任
期
及
び
建
造
物
は
、

表
１
の
と
お
り
で
あ（
る

）
27

。
本
表
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
各
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
記
事
に
つ
い
て

は
分
量
の
多
寡
が
顕
著
で
あ
る
。
特
に
記
述
が

長
く
数
葉
に
亘
っ
て
い
る
の
は
、
コ
ジ
ャ
・
ス

ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
六
八
、
一
五
七

一
―
一
五
七
三
、
№
15
、
17
）、
ハ
ド
ゥ
ム
・

ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
八
〇
―
一
五
八

三
、
№
20
）、
ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
パ

シ
ャ
（
在
任
一
五
九
一
―
一
五
九
五
、
№
24
）、

エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五

九
六
―
一
五
九
八
、
№
26
）、
ヤ
ヴ
ズ
・
ア

リ
ー
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
六
〇
一
―
一
六
〇
三
、

№
28
）、
オ
キ
ュ
ズ
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ

（
ク
ル
ク
ラ
ン
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
、
在
任

一
六
〇
七
―
一
六
一
一
、
№
32
）
で
あ
り
、
そ

24 ハドゥム・ハーフィズ・パシャ　Ḥāfiẓ Aḥmad Bāshā 999 年第 9 月 18 日～1003 年第 9 月 25 日/
1591 年 7 月 10 日～1595 年 6 月 3 日 ズワイラ門外の商館・店舗、ブーラークの 2 つの商館と諸店舗 fols. 15v-17r

25 クルト・メフメト・パシャ　Qurṭ Bāshā 1003 年第 9 月 18 日～1004 年第 9 月 21 日/
1595 年 5 月 27 日～1596 年 5 月 19 日 fol. 17

26 エミール・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā al-Sharīf 　 1004 年第 10 月 3 日～1006 年第 12 月 23 日/
1596 年 5 月 31 日～1598 年 7 月 27 日

カラーファなどの シャリーフたちや聖者たちの墓廟、イブン・トゥールーン・モス
クの修復 fols. 17v-21v

27 フズル・パシャ　Khaḍir Bāshā 1006 年第 12 月 27 日～1010 年第第 1 月 11 日/
1598 年 7 月 31 日～1601 年 7 月 12 日 fos. 21v-22r

28 ヤヴズ・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā al-Silaḥdār 1010 年第 2 月 19 日～1012 年第 4 月 6 日/
1601 年 8 月 19 日～1603 年 9 月 13 日 小カラーファの礼拝所と貯水槽 fols. 22r-24v

a ピーリー・ベイ　Bīrī Bīk 1012 年第 4 月 15 日～第 8 月 25 日/
1603 年 9 月 22 日～1604 年 1 月 28 日 fols. 24v-25v

29 ハジ・イブラヒム・パシャ 1012 年第 12 月 26 日～1013 年第 4 月 29 日/
1604 年 5 月 23 日～9 月 24 日 fols. 134r, 145 

ｂ ムスタファ・エフェンディ Muṣṭafā Afandī Qāḍī Askar 1013 年第 5 月 1 日～第 7 月 17 日/
1604 年 9 月 25 日～12 月 9 日 fol. 25v

30 ハドゥム・メフメト・パシャ Muḥammad Bāshā al-Ṭawāshī 1013 年第 7 月 28 日～1014 年第 3 月 1 日/
1604 年 12 月 20 日～1605 年 7 月 17 日 fol. 25v

31 イェメンリ・ハサン・パシャ　Ḥasan Bāshā　 1014 年第 3 月 1 日～1016 年第 1 月 25 日/
1605 年 7 月 17 日～1607 年 5 月 22 日 fol. 26r

32 オキュズ・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā Sāliḥdār　 1016 年第 2 月 7 日～1020 年第 6 月 19 日/
1607 年 6 月 3 日～1611 年 8 月 29 日 ハッジ巡礼の貧者たちの天幕（saḥāba）、ロゼッタ港の商館、ラブウと諸店舗 fols. 26r-28r

ｃ ハーッジー・ベイ　Ḥājjī Bīk Daftardār　 1020 年第 7 月 4 日～第 8 月 9 日/
1611 年 9 月 12 日～10 月 17 日 アフリカハネガヤ・タロイモ市場の商館・ラブウ・諸店舗 fols. 28r-29r

33 ソフ・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā Sāliḥdār al-Thānī　1020 年第 7 月 20 日～？/1611 年 9 月 28 日～？ fol. 29r

＊ 在任者名の日本語表記に当たっては Mehmed Süreyya, Sicill-i Osmanî, vol. 6, Istanbul, 1996, p. 1812 を参照した。
＊ セミン・アリー・パシャの任期は 959 年第 8 月 10 日からとあるが、イブン・アジャミーが記す在任期間との整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合性を考慮して修正した。
＊ ハドゥム・ハーフィズ・パシャの任期終了とクルト・メフメト・パシャの任期開始には不整合がみられる。
＊ a、b、c は州総督臨時代理。



計
量
と
歴
史
記
述

）

九　
（

九

れ
は
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
こ
れ
ら
の
州
総

督
と
そ
の
時
代
を
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
以
下
、
網
羅
的
な

検
討
は
差
し
控
え
、
特
に
注
目
さ
れ
る
記
事
の

内
容
を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

　

イ
ス
ケ
ン
デ
ル
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
五
六

―
一
五
五
九
、
№
12
）
に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・

ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
自
ら
が
得
た
情
報
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

彼
ら
（
イ
ス
ケ
ン
デ
ル
・
パ
シ
ャ
が
建
て

た
ワ
ク
フ
対
象
施
設
の
役
職
者
た
ち
）
の

中
の
あ
る
人
が
こ
の
イ
ス
ケ
ン
デ
ル
・
パ

シ
ャ
の
行
状
に
つ
い
て
私
に
伝
え
た
と
こ

ろ
で
は
、
彼
は
、
地
方
監
察
官
た
ち

（kushshāf

）、
徴
税
官
た
ち
（ʻum

m
āl

）、

カ
イ
ロ
や
そ
の
他
の
徴
税
請
負
人
た
ち
か

ら
賄
賂
（rashw

a

）
を
得
る
こ
と
に
自

ら
の
手
を
広
げ
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
。

彼
が
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
の
方
へ
と
向
か

い
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
以
来
、
当
時
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
こ
と
は
エ

24 ハドゥム・ハーフィズ・パシャ　Ḥāfiẓ Aḥmad Bāshā 999 年第 9 月 18 日～1003 年第 9 月 25 日/
1591 年 7 月 10 日～1595 年 6 月 3 日 ズワイラ門外の商館・店舗、ブーラークの 2 つの商館と諸店舗 fols. 15v-17r

25 クルト・メフメト・パシャ　Qurṭ Bāshā 1003 年第 9 月 18 日～1004 年第 9 月 21 日/
1595 年 5 月 27 日～1596 年 5 月 19 日 fol. 17

26 エミール・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā al-Sharīf 　 1004 年第 10 月 3 日～1006 年第 12 月 23 日/
1596 年 5 月 31 日～1598 年 7 月 27 日

カラーファなどの シャリーフたちや聖者たちの墓廟、イブン・トゥールーン・モス
クの修復 fols. 17v-21v

27 フズル・パシャ　Khaḍir Bāshā 1006 年第 12 月 27 日～1010 年第第 1 月 11 日/
1598 年 7 月 31 日～1601 年 7 月 12 日 fos. 21v-22r

28 ヤヴズ・アリー・パシャ　‘Alī Bāshā al-Silaḥdār 1010 年第 2 月 19 日～1012 年第 4 月 6 日/
1601 年 8 月 19 日～1603 年 9 月 13 日 小カラーファの礼拝所と貯水槽 fols. 22r-24v

a ピーリー・ベイ　Bīrī Bīk 1012 年第 4 月 15 日～第 8 月 25 日/
1603 年 9 月 22 日～1604 年 1 月 28 日 fols. 24v-25v

29 ハジ・イブラヒム・パシャ 1012 年第 12 月 26 日～1013 年第 4 月 29 日/
1604 年 5 月 23 日～9 月 24 日 fols. 134r, 145 

ｂ ムスタファ・エフェンディ Muṣṭafā Afandī Qāḍī Askar 1013 年第 5 月 1 日～第 7 月 17 日/
1604 年 9 月 25 日～12 月 9 日 fol. 25v

30 ハドゥム・メフメト・パシャ Muḥammad Bāshā al-Ṭawāshī 1013 年第 7 月 28 日～1014 年第 3 月 1 日/
1604 年 12 月 20 日～1605 年 7 月 17 日 fol. 25v

31 イェメンリ・ハサン・パシャ　Ḥasan Bāshā　 1014 年第 3 月 1 日～1016 年第 1 月 25 日/
1605 年 7 月 17 日～1607 年 5 月 22 日 fol. 26r

32 オキュズ・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā Sāliḥdār　 1016 年第 2 月 7 日～1020 年第 6 月 19 日/
1607 年 6 月 3 日～1611 年 8 月 29 日 ハッジ巡礼の貧者たちの天幕（saḥāba）、ロゼッタ港の商館、ラブウと諸店舗 fols. 26r-28r

ｃ ハーッジー・ベイ　Ḥājjī Bīk Daftardār　 1020 年第 7 月 4 日～第 8 月 9 日/
1611 年 9 月 12 日～10 月 17 日 アフリカハネガヤ・タロイモ市場の商館・ラブウ・諸店舗 fols. 28r-29r

33 ソフ・メフメト・パシャ　Muḥammad Bāshā Sāliḥdār al-Thānī　1020 年第 7 月 20 日～？/1611 年 9 月 28 日～？ fol. 29r

＊ 在任者名の日本語表記に当たっては Mehmed Süreyya, Sicill-i Osmanî, vol. 6, Istanbul, 1996, p. 1812 を参照した。
＊ セミン・アリー・パシャの任期は 959 年第 8 月 10 日からとあるが、イブン・アジャミーが記す在任期間との整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合性を考慮して修正した。
＊ ハドゥム・ハーフィズ・パシャの任期終了とクルト・メフメト・パシャの任期開始には不整合がみられる。
＊ a、b、c は州総督臨時代理。



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
〇　
（
一
〇

ジ
プ
ト
の
パ
シ
ャ
た
ち
の
特
徴
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
彼
ら
の
用
語
で
受
任
奉
仕
料
（m

aʻlūm
 khidm

at al

一taw
liya

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ（
た

）
28

。

つ
ま
り
、
任
命
権
者
の
立
場
を
悪
用
し
た
収
賄
に
初
め
て
手
を
染

め
た
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
が
こ
の
パ
シ
ャ
で
あ
り
、
以
後
こ
う
し
た

在
り
方
が
慣
例
化
し
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
一
六

世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
至
る
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
州
総
督

の
汚
職
傾
向
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
、
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
六
六
―
一
五
六
七
、

№
14
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任
期
中
の
九
七
五
年
第
五
月
二
四

日
／
一
五
六
七
年
一
一
月
二
六
日
に
発
生
し
た
暗
殺
事
件
に
関
す

る
説
明
が
注
目
さ
れ（
る

）
29

。
殺
害
理
由
に
関
し
て
は
「
軍
の
有
力
者

た
ち
（akābir al

一ʻaskar

）
の
一
部
に
よ
る
画
策
」
と
い
う
具
体

性
に
欠
け
る
表
現
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
殺
害
場
所
に
つ
い
て
は

「
ク
ル
ク
マ
ー
スQ

ulqm
ās

と
サ
ッ
ル
ー
ジ
ーal

一Sarrūjī
と
し

て
知
ら
れ
る
農
地
に
面
し
た
ダ
ウ
ラ
ト
・
バ
ー
イ
・
カ
ル
ム
ー
ト

D
aw

lat Bāy Q
arm

ūṭ

と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ド
ラ
サ
の
近
く
」

と
特
定
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
父
か
ら
得
た
情

報
と
し
て
、
こ
の
農
地
の
景
観
や
産
物
に
関
す
る
注
記
も
欄
外
に

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
襲
撃
さ
れ
た
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
は
木

製
の
台
車
で
カ
イ
ロ
城
へ
と
運
ば
れ
た
が
、
到
着
後
間
も
な
く
死

亡
し
、
そ
の
日
は
半
日
間
カ
イ
ロ
の
諸
市
場
が
閉
ま
り
、
安
全
保

障
の
布
告
の
後
に
再
開
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
遺
骸

は
、
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
が
ル
マ
イ
ラ
広
場
の
カ
ー
ニ
ー
・
ベ
ク

学
院M

adrasat Q
ānī Bīk

の
隣
に
予
め
用
意
し
て
い
た
「
墓

（m
adfana

）」
に
埋
葬
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
マ

フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
に
附
設
さ
れ
た
墓
廟
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ル
マ
イ
ラ
広
場
（
現
サ

ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
広
場
）
に
現
存
す
る
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
様
式

を
色
濃
く
示
す
こ
の
モ
ス
ク
に
は
言
及
し
て
い
な（
い

）
30

。

　

ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
八
〇
―
一
五
八
三
、

№
20
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
州
総
督
が
ブ
ー
ラ
ー
ク
に
残
し
た

建
造
物
に
関
す
る
詳
述
が
み
ら
れ
る（
が

）
31

、
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

彼
（
ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
）
は
恰
幅
が
良
く
、
長

身
の
優
美
な
容
姿
で
、
顔
が
美
し
く
、
畏
怖
の
念
を
抱
か
せ

る
が
、
彼
を
目
に
す
る
人
が
宦
官
と
は
気
付
か
な
い
よ
う
な

外
見
を
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
宦
官
た
ち
は
顔
に
皺
が

寄
っ
て
い
た
が
、
彼
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
全
く
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ナ
イ
ル
川
の
計
測
を
任
せ
ら
れ

た
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
＝
ラ
ッ
ダ
ー
ド
の
子
孫

（aw
lād ibn A

bī al

一Raddād

）
の
あ
る
人
物
が
私
に
伝
え



計
量
と
歴
史
記
述

）

一
一　
（
一
一

た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
を
統
治
し
た
パ
シ
ャ
た
ち
の
中
で
彼

よ
り
卓
越
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
（
イ
ブ
ン
・
ア

ブ
ー
・
ア
ッ
＝
ラ
ッ
ダ
ー
ド
の
子
孫
）
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
委

ね
ら
れ
て
統
治
し
た
全
て
の
パ
シ
ャ
た
ち
に
つ
い
て
熟
知
し

て
い
た
。
そ
れ
は
、
増
水
期
に
州
総
督
府
へ
と
毎
日
登
城
し

て
パ
シ
ャ
た
ち
に
増
水
に
つ
い
て
報
告
し
、
満
水
の
日
に

［
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
］
香
り
付
け
を
行
な
う
際
に
慈
善
の

施
し
を
受
け
る
の
が
、
彼
ら
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
＝
ラ

ッ
ダ
ー
ド
の
子
孫
の
慣
行
だ
っ
た
か
ら
で
あ（
る

）
32

。

九
世
紀
中
葉
以
来
、
王
朝
の
交
代
に
関
わ
り
な
く
ナ
イ
ル
水
位
計

測
官
の
重
職
を
専
有
し
続
け
て
き
た
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
＝
ラ
ッ
ダ
ー

ド
家
は
、
歴
代
州
総
督
と
面
会
の
機
会
を
も
つ
特
別
な
立
場
に
あ

る
カ
イ
ロ
の
名
家
で
あ
っ（
た

）
33

。
右
の
記
述
は
、
こ
う
し
た
筋
か
ら

の
信
頼
度
の
高
い
情
報
と
し
て
、
こ
の
州
総
督
の
容
貌
や
人
物
評

価
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

と
こ
の
特
殊
名
家
の
成
員
が
知
己
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
意

を
留
め
て
お
き
た
い
。

　

ユ
ヴ
ェ
イ
ス
・
パ
シ
ャ
（
任
期
一
五
八
六
―
一
五
九
一
、

№
23
）
に
関
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、「
彼
の
任
期
に

は
エ
ジ
プ
ト
で
軍
隊
（ʻaskar

）
の
起
こ
し
た
最
大
の
内
乱
（al

一fitna al

一ʻu ẓm
ā

）
が
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
彼
ら
が
起
こ

し
た
最
初
の
内
乱
で
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
軍

隊
」
の
内
実
を
詳
ら
か
に
は
し
て
い
な
い
が
、
内
乱
の
背
景
や
展

開
に
つ
い
て
か
な
り
細
か
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、「
軍
隊
」
は
「
ア
ラ
ブ
の
子
た
ち
（aw

lād al

一ʻA
rab

）」、
つ

ま
り
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
中
の
有
力
者
た
ち
（akābir

）
に
羨
望

の
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
村
々
の
徴
税
を
請
け

負
っ
て
耕
作
者
た
ち
か
ら
富
を
獲
得
し
、
マ
ム
ル
ー
ク
た
ち
を
保

有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い（
う

）
34

。
こ
う
し
た
有
力
者
と
し
て

当
時
著
名
だ
っ
た
の
が
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
リ
ー
・
ミ
ス
ィ
ー
リ
ー

N
ūr al

一D
īn A

bū al

一Ḥ asan ʻA
lī al

一K
haṭ īb al

一M
isīrī

で
あ
り
、

彼
は
イ
ブ
ン
・
カ
ー
クIbn al

一Q
āq

と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
て

い
た
。
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ク
が
カ
イ
ロ
で
有
名
に
な
り
、
そ
の
財
産

と
マ
ム
ル
ー
ク
た
ち
や
従
者
た
ち
（atbāʻ

）
が
増
加
す
る
と
、

「
ル
ー
ム
人
た
ち
（A

rw
ām

）」
す
な
わ
ち
「
軍
隊
」
は
彼
を
羨

む
よ
う
に
な
り
、
結
集
し
、
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ク
が
ア
ミ
ー
ル
の
ス

ラ
イ
マ
ー
ンSulaym

ān

（
通
称Ibn Subḥ a

）
の
遺
産
か
ら
購

入
し
て
得
た
エ
ズ
ベ
キ
ー
ヤ
街
区K

huṭṭ  al

一A
zbakiyya al

一A
tābakiyya

の
居
宅
を
襲
い
、
略
奪
を
働
き
、
女
た
ち
に
罵
詈

雑
言
を
浴
び
せ
た
。
そ
し
て
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ク
を
殺
害
し
て
首
を

刎
ね
る
と
、
こ
れ
を
ル
マ
イ
ラ
広
場
ま
で
運
び
、
ハ
サ
ン
学
院
の

下
に
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
イ
チ
ジ
ク
（jum

m
ayz

）
の
木
に
吊
る



史
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一
二　
（
一
二

し（
た

）
35

。
ま
た
、
同
様
の
襲
撃
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
や
は
り

カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド

Sham
s al

一D
īn A

bū ʻA
bd A

llāh M
uḥ am

m
ad

、
通
称
イ
ブ

ン
・
ザ
フ
ラ
クIbn Zaḥ laq

で
あ
り
、
彼
の
首
級
も
イ
ブ
ン
・

カ
ー
ク
の
隣
に
吊
る
さ
れ
た
。
イ
ブ
ン
・
ザ
フ
ラ
ク
は
、
両
聖
地

ワ
ク
フ
（aw

qāf al

一Ḥ aram
ayn al

一sharīfayn

）
の
現
場
管
理

人
（m

ubāshir

）
を
務
め
た
エ
ジ
プ
ト
の
名
士
（aʻyān

）
の
一

人
で
あ
っ（
た

）
36

。
こ
の
騒
乱
は
エ
ジ
プ
ト
の
地
方
へ
も
拡
大
し
、
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
の
ス
ル
タ
ン
・
ム
ラ
ト
三
世
に
も
そ
の
報
が
届
い
た
。

「
軍
隊
」
は
さ
ら
に
ユ
ヴ
ェ
イ
ス
・
パ
シ
ャ
の
息
子
の
殺
害
も
企

図
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ（
た

）
37

。

　

以
上
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
正
規
軍
の
一
部
に
よ
る
最
初
の
大
規
模

反
乱
に
つ
い
て
伝
え
た
重
要
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
攻
撃
の
矛

先
は
州
総
督
で
は
な
く
、
財
力
の
あ
る
二
人
の
カ
ー
デ
ィ
ー
へ
と

向
け
ら
れ
、
州
総
督
の
息
子
も
一
時
危
険
に
晒
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
が
カ
イ
ロ
の
何
れ
の
イ
ス

ラ
ー
ム
法
廷
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
六
世

紀
末
に
財
を
蓄
え
た
カ
イ
ロ
の
ウ
ラ
マ
ー
名
士
が
マ
ム
ル
ー
ク
を

多
数
保
有
す
る
に
至
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
刮
目
に
値
し
よ（
う

）
38

。

　

次
の
ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
九
一
―

一
五
九
五
、
№
24
）
に
つ
い
て
は
、
カ
イ
ロ
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ

（
公
益
市
場
監
督
官
、m

uḥ tasib al

一Q
āhira

）
及
び
エ
ジ
プ
ト
の

徴
税
諸
項
目
の
徴
税
請
負
人
（m

ultazim
 bi-jihāt m

in al

一m
uqāṭ aʻāt al

一M
iṣ riyya

）
で
あ
っ
た
ム
ラ
ー
ドM

urād

、
通

称
イ
ブ
ン
・
ス
ッ
カ
リ
ーIbn al

一Sukkarī

に
対
す
る
寵
遇
、
そ

し
て
両
者
の
親
密
な
関
係
を
中
心
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ

シ
ャ
に
「
我
が
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
イ
ブ
ン
・
ス
ッ
カ
リ
ー
は
、

自
宅
で
作
っ
た
菓
子
を
毎
日
こ
の
州
総
督
に
献
上
し
、
イ
ブ
ン
・

ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
得
た
情
報
で
は
、
そ
の
一
回
分
が
一
〇
〇
〇
ニ
ス

フ
に
相
当
し
た
。
こ
れ
が
ア
ミ
ー
ル
た
ち
（um

arāʼ

）
や
有
力

者
た
ち
（akābir

）
の
嫉
妬
を
買
い
、
殺
害
を
懼
れ
た
イ
ブ
ン
・

ス
ッ
カ
リ
ー
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
逃
れ
、
長
ら
く
留
ま
っ
た
が
、

そ
こ
で
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
職
就
任
を
め
ぐ
っ
て
嘆
願
（shi-

kāya

）
が
な
さ
れ
た
た
め
、
エ
ジ
プ
ト
へ
と
帰
還
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
間
も
な
く
再
び
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
行
き
、
そ
こ

で
死
去
し
た
と
い（
う

）
39

。
後
述
の
と
お
り
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』

で
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
州
総
督
と
公
益
市
場
監
督
官

の
癒
着
の
弊
害
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
特
段
に
問
題
視
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
こ
の
記
事
を
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
九
六
―
一
五
九

八
、
№
26
）
に
つ
い
て
は
、「
我
ら
が
主
人
、
サ
イ
イ
ド
、
シ
ャ



計
量
と
歴
史
記
述

）

一
三　
（
一
三

リ
ー
フ
、
高
貴
な
生
ま
れ
の
人
（ḥ asīb

）、
高
貴
な
血
筋
の
人

（nasīb

）、
純
粋
な
木
の
分
枝
（farʻ al

一shajara al

一zakiyya

）、

ハ
ー
シ
ム
家
の
帯
の
刺
繍
飾
り
（ṭ irāz al

一iṣ āba al

一H
āshim

iy-
ya

）」
と
い
っ
た
、
他
の
州
総
督
た
ち
に
つ
い
て
は
み
ら
れ
な
い

充
実
し
た
尊
称
が
記
さ
れ
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
血
統
保
持
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い（
る

）
40

。
ま
た
、「
彼
は
そ
の
任
期

に
エ
ジ
プ
ト
に
卓
越
し
た
善
行
（khayrāt ḥ isān

）
の
効
果
を

及
ぼ
し
、
貧
者
た
ち
や
困
窮
者
た
ち
に
サ
ダ
カ
（
任
意
の
喜
捨
）

を
行
な
っ
た
」
と
記
し
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
な
宗
教
施
設
に
関

わ
る
事
業
が
列
挙
さ
れ
て
い（
る

）
41

。
そ
し
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

は
、
こ
の
パ
シ
ャ
が
ブ
ー
ラ
ー
ク
を
訪
れ
た
際
に
「
金
言

（ḥ ikam

）
と
礼
儀
作
法
（ādāb

）」
を
内
容
と
す
る
自
著
を
献
呈

し
、
銀
貨
四
〇
ニ
ス
フ
相
当
を
「
小
型
銀
貨
（fiḍḍ at al

一qurūsh 
al

一ṣ ighār

）」
で
下
賜
さ
れ
た
が
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
人
々
は
こ
れ

を
二
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
誤
解
し
て
噂
し
た
と
し
て
い（
る

）
42

。
シ
ャ

リ
ー
フ
と
し
て
の
崇
敬
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
個
人
的
接
触
を
体

験
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
州
総
督
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任
期

中
に
起
き
た
大
乱
（fitna ʻaẓ īm

a

）
の
情
報
も
含
め
た
長
い
記

事
を
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ（
る

）
43

。

　

そ
し
て
、
任
期
中
に
殺
害
さ
れ
た
ハ
ジ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ

ャ
（
在
任
一
六
〇
四
、
№
29
）
に
関
す
る
記
事
は
こ
の
部
分
に
見

当
た
ら
ず
、（
六
）
の
年
代
記
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
他
方
、

州
総
督
の
臨
時
代
理
職
（niyāba

）
を
担
っ
た
官
人
た
ち
に
つ
い

て
も
彩
り
豊
か
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
エ
ジ
プ
ト
の

ベ
イ
の
名
士
た
ち
（aʻyān ṣ anājiq M

iṣ r

）」
の
一
人
、
ピ
ー

リ
ー
・
ベ
イBīrī Bīk

（
在
任
一
六
〇
三
―
一
六
〇
四
、
ａ
）
は

色
白
の
肥
満
体
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ッ
ジ
巡
礼
の
マ
フ
ミ
ル
長
官

（am
īr ʻalā al

一m
aḥ m

il al

一sharīf

）
を
複
数
年
に
亘
っ
て
務
め
、

当
時
は
ま
だ
法
学
論
争
の
的
と
さ
れ
て
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
一
切
口

に
せ
ず
、
カ
イ
ロ
南
縁
の
預
言
者
聖
遺
物
廟al

一Ā
thār 

al

一N
abaw

iyya

へ
の
参
詣
を
繰
り
返
し
実
践
す
る
な
ど
、
篤
信

の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い（
う

）
44

。
ま
た
、
財
務
長
官
で
あ

っ
た
ハ
ー
ッ
ジ
ー
・
ベ
イḤ ājjī Bīk

（
在
任
一
六
一
一
、
ｃ
）
は
、

サ
リ
ー
バal

一Ṣ alība al

一Ṭ ūlūniyya

近
く
の
ダ
ル
ブ
・
ア
ル
＝

バ
ー
バ
ー
街
区K

huṭṭ  D
arb al

一Bābā

の
自
宅
か
ら
登
城
し
て

職
務
に
当
た
っ
た
が
、
頑
固
な
圧
政
者
で
あ
っ
た
た
め
に
エ
ジ
プ

ト
の
人
々
に
嫌
わ
れ
、
そ
の
通
貨
政
策
は
損
害
を
齎
し
た
と
記
さ

れ
て
い（
る

）
45

。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
歴
代
の
州
総
督
及
び
州
総
督
臨
時

代
理
に
関
す
る
一
連
の
記
述
の
後
尾
に
、
小
括
と
し
て
以
下
の
諸

点
を
指
摘
し
て
い（
る

）
46

。
す
な
わ
ち
、「
現
在
」
ま
で
の
州
総
督
の

総
数
は
「
三
七
名
」
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
同
職
を
二
期
務
め
た
の



史
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一
四　
（
一
四

は
ハ
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
6
、
8
）
と
コ
ジ

ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
15
、
17
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
州

総
督
の
臨
時
代
理
職
（niyāba

）
を
担
っ
た
の
は
デ
フ
テ
ル
ダ
ー

ル
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
22
）（

（4
（

、
ピ
ー
リ
ー
・
ベ
イ
（
ａ
）、

ア
ミ
ー
ル
・
ア
ッ
＝
リ
ワ
ーA

m
īr al

一Liw
āʼ

の
オ
ス
マ
ン
・
ベ

イʻU
thm

ān B
（
（4
（īk

、
そ
し
て
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
の
ム
ス
タ

フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（
ｂ
）
の
計
四
名
で
あ
っ（
た

）
49

。
他
方
、
宦

官
の
州
総
督
は
、
ハ
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
6
、

8
）、
メ
ス
ィ
フ
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
19
）、
ハ
ド
ゥ

ム
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
（
№
20
）、
ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・

パ
シ
ャ
（
№
24
）、
ハ
ド
ゥ
ム
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
（
№
30
）

の
計
五
名
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
在
任
中
に
エ
ジ
プ
ト
で
死
去
し

た
州
総
督
と
し
て
、「
カ
ス
ム
・
パ
シ
ャ
の
後
に
任
じ
ら
れ
た
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
」、
ダ
ヴ
ト
・
パ
シ
ャ
（
№
9
）、
ハ
ド
ゥ

ム
・
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
（
№
13
）、
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
（
№
14
）、

ユ
ヴ
ェ
イ
ス
・
パ
シ
ャ
（
№
23
）、
ハ
ジ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ

ャ
（
№
29
）
に
ウ
ス
マ
ー
ン
・
ベ
イ
を
加
え
、
計
七
名
で
あ
っ（
た

）
50

。

な
お
、
ハ
ド
ゥ
ム
・
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
（
№
13
）
の
任
期
と
マ
フ

ム
ト
・
パ
シ
ャ
（
№
14
）
の
任
期
に
は
五
年
半
ほ
ど
の
隔
た
り
が

み
ら
れ
、
バ
ク
リ
ー
の
年
代
記
に
は
、
両
者
の
間
に
シ
ャ
ヒ
ン
・

パ
シ
ャM

uṣṭ afā Bāshā Shāhīn

（
在
任
九
六
七
年
第
一
二
月

七
日
／
一
五
六
〇
年
八
月
二
九
日
―
九
七
一
年
第
六
月
一
一
日
／

一
五
六
四
年
一
月
二
六
日
）
と
ソ
フ
・
ア
リ
ー
・
パ
シ
ャʻA

lī 
Bāshā al

一Ṣ ūfī

（
在
任
九
七
一
年
第
七
月
一
日
／
一
五
六
四
年
二

月
一
四
日
―
九
七
三
年
第
九
月
三
〇
日
／
一
五
六
六
年
四
月
二
〇

日
）
と
い
う
二
人
の
州
総
督
の
存
在
が
確
認
さ
れ（
る

）
51

。

　

著
者
に
よ
る
以
上
の
小
括
に
お
け
る
「
現
在
」
は
、
ソ
フ
・
メ

フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
（
№
33
）
の
任
期
の
あ
る
時
点
を
指
す
よ
う
に

み
え
る
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
歴
代
州
総
督
の
部
分
で
確
認
さ

れ
る
最
後
の
日
付
は
、
新
任
の
こ
の
パ
シ
ャ
が
州
総
督
府
に
初
め

て
登
城
し
た
一
〇
二
〇
年
第
七
月
二
二
日
／
一
六
一
一
年
九
月
三

〇
日
で
あ（
る

）
52

。
こ
の
州
総
督
の
任
期
は
、
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
に
よ
れ

ば
一
〇
二
〇
年
第
八
月
二
二
日
／
一
六
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日
か

ら
一
〇
二
四
年
第
三
月
一
〇
日
／
一
六
一
五
年
四
月
九
日
ま
で
で

あ
っ（
た

）
53

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
（
二
）
の
部
分
は
『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
執
筆
完
了
の
約
一
六
年
前
に
書
か
れ
た
こ
と
に

な
り
、
本
史
書
が
擱
筆
に
至
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
を
要
し
た
と

推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、「
エ
ジ
プ
ト
を
統
治
し
た

州
総
督
た
ち
に
つ
い
て
は
充
分
に
述
べ
た
の
で
、
一
年
一
年
の
ナ

イ
ル
の
増
水
に
つ
い
て
述
べ
始
め
る
」
と
記
し
、（
三
）
の
ナ
イ

ル
川
の
増
水
情
報
を
簡
潔
か
つ
羅
列
的
に
提
示
し
て
い（
る

）
54

。
そ
こ



計
量
と
歴
史
記
述

）

一
五　
（
一
五

に
み
ら
れ
る
九
八
八
年
／
一
五
八
〇
年

か
ら
一
〇
〇
七
年
／
一
五
九
八
年
に
至

る
増
水
情
報
を
ま
と
め
た
の
が
表
２
で

あ
る
。（
三
）
の
中
心
的
な
部
分
の
三

〇
葉
目
の
裏
、
及
び
三
一
葉
目
の
表
の

欄
外
は
、
左
回
り
に
配
置
さ
れ
た
著
者

自
身
の
手
に
な
る
追
記
に
よ
っ
て
隙
間

な
く
埋
め
尽
く
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
本
文
中
に
明
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
著
者
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

九
九
二
年
か
ら
一
〇
〇
五
年
に
関
す
る

草
稿
（m

usaw
w

ada

）
を
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す（
る

）
55

。
つ
ま
り
、

こ
の
欄
外
追
記
は
、
欠
落
し
た
増
水
情

報
を
後
に
何
ら
か
の
方
法
で
著
者
が
入

手
し
、
書
き
足
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

本
文
及
び
欄
外
の
増
水
情
報
は
、
①

ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
水
位
が
一
六
ズ
ィ

ラ
ー
ウ
の
満
水
に
達
し
て
カ
イ
ロ
の
ミ

ス
ル
運
河
が
開
か
れ
た
日
の
ヒ
ジ
ュ
ラ

表 2　ナイル川の増水情報

ヒジュラ暦 満水到達日（ヒジュラ暦 / 西暦 / コプト暦） 最高水位
  988 年 記述なし 22dh 8iṣ
  989 年 第 7 月 24 日/1581 年 8 月 24 日/1297 年ミスラー月 21 日 19dh 10iṣ
  990 年 第 7 月 26 日/1582 年 8 月 16 日/1298 年ミスラー月 24 日 19dh 22iṣ
  991 年 第 7 月 30 日/1583 年 8 月 19 日/1299 年ミスラー月 16 日 21dh 20iṣ
  992 年 第 8 月 12 日/1584 年 8 月 19 日/1300 年ミスラー月 16 日 22dh 15iṣ
  993 年 第 9 月 4 日/1585 年 8 月 30 日/1301 年ミスラー月 27 日 18dh 19iṣ
  994 年 第 9 月 5 日/1586 年 8 月 20 日/1302 年ミスラー月 17 日 20dh 20iṣ
  995 年 第 9 月 16 日/1587 年 8 月 20 日/1303 年ミスラー月 18 日 記述なし
  996 年 第 10 月 1 日/1588 年 8 月 24 日/1304 年ミスラー月 21 日 21dh 2iṣ
  997 年 記述なし 22dh 10iṣ
  998 年 第 10 月 16 日/1590 年 8 月 18 日/1306 年ミスラー月 14 日 19dh 1iṣ
  999 年 第 11 月 3 日/1591 年 8 月 23 日/1307 年ミスラー月 20 日 20dh 1iṣ
1000 年 第 11 月 11 日/1592 年 8 月 19 日/1308 年ミスラー月 16 日 21dh 12iṣ
1001 年 第 11 月 25 日/1593 年 8 月 23 日/1309 年ミスラー月 19 日 記述なし
1002 年 第 11 月 30 日/1594 年 8 月 17 日/1310 年ミスラー月 14 日 21dh 3iṣ
1003 年 第 12 月 19 日/1595 年 8 月 25 日/1311 年ミスラー月 22 日 19dh 20iṣ
1004 年 第 12 月 9 日/1596 年 8 月 4 日/1312 年アビーブ月 30 日 22dh 10iṣ
1006 年 第 1 月 1 日/1597 年 8 月 14 日/1313 年ミスラー月 11 日 21dh 3iṣ
1007 年 記述なし/1598 年 8 月 23 日/1314 年ミスラー月 20 日 20dh 14iṣ

＊西暦は筆者が追記し、1582 年 10 月まではユリウス暦、それ以後はグレゴリウス暦で表示した。
＊ dh はズィラーウ、iṣ はイスバウを表す。



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
六　
（
一
六

暦
な
ら
び
に
コ
プ
ト
暦
に
よ
る
表
示
、
そ
れ
に
②
最
高
水
位
の
値

か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
高
水
位
の
値
が
二
二
ズ
ィ
ラ
ー

ウ
八
イ
ス
バ
ウ
に
達
し
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
八
八
年
、
二
二
ズ
ィ

ラ
ー
ウ
一
五
イ
ス
バ
ウ
の
九
九
二
年
、
二
二
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
一
〇
イ

ス
バ
ウ
の
九
九
七
年
に
つ
い
て
は
「
偉
大
な
ナ
イ
ル
（N

īl 
ʻaẓ īm

）」、
一
八
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
一
九
イ
ス
バ
ウ
に
終
わ
っ
た
九
九

三
年
に
つ
い
て
は
「
低
劣
な
ナ
イ
ル
（N

īl khasīs

）」
と
い
う
表

現
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
二
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
一
〇
イ
ス
バ
ウ
に

達
し
た
一
〇
〇
四
年
に
つ
い
て
は
、「
偉
大
な
ナ
イ
ル
」
と
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
七
年
の
ナ
イ
ル
情

報
の
提
示
に
続
い
て
、「
私
は
一
〇
〇
八
年
の
増
水
の
草
稿
（m

u-
saw

w
ada

）
を
紛
失
し
た
」
と
の
記
述
も
あ（
る

）
56

。
先
の
（
二
）

の
執
筆
年
代
の
推
定
か
ら
す
れ
ば
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
二
〇
年
の

夏
季
ま
で
の
増
水
情
報
が
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
の
で
あ

る
が
、
そ
う
で
な
い
の
は
こ
の
草
稿
紛
失
が
一
因
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
、
著
者
は
年
代
記
部
分
で
言
及
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、（
三
）
に
は
ナ
イ

ル
情
報
以
外
に
、
後
述
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
そ
の
家
族

に
関
す
る
重
要
記（
事

）
57

、
一
〇
〇
七
年
か
ら
一
〇
〇
九
年
に
至
る
時

期
を
対
象
と
し
た
名
士
た
ち
（aʻyān

）
の
死
亡
記
事
、
カ
イ
ロ

の
皮
鞣
工
房
（m

adābigh

）
に
関
す
る
記
事
な
ど
の
重
要
情
報

も
盛
り
込
ま
れ
て
お（
り

）
58

、
総
じ
て
混
然
と
し
た
印
象
を
与
え
る
部

分
と
い
え
る
。

　
（
四
）
は
黒
字
の
大
書
を
も
っ
て
始
ま
り
、「
こ
の
年
以
前
の
、

カ
ー
ヒ
ラ
で
著
名
な
一
群
の
聖
者
た
ち
（aw

liyāʼ

）
の
死
亡
記

事
」
と
い
う
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
部
分

か
ら
す
れ
ば
、「
こ
の
年
」
と
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
九
年
を
指

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
マ

ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
リ
ー
ム ʻA

bd al

一K
arīm

 
al

一M
ajdhūb

（
一
五
九
〇
歿（

（5
（

）、
②
マ
ー
リ
ク
学
派
の
学
者
ビ

ヌ
ー
フ
ァ
リ
ーM

uḥ am
m

ad al

一Binūfarī

（
一
五
九
〇
歿（

（6
（

）、
③

ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
法
学
者
ナ
フ
リ
ー
リ
ー
（
一
五
九
〇
歿

（
（6
（

）、

④
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
法
学
者
ス
ン
バ
ー
テ
ィ
ーA

ḥ m
ad 

al

一Sunbāṭ ī

（
一
五
八
九
歿

（
（6
（

）、
⑤
初
代
正
統
カ
リ
フ
の
ア
ブ
ー
・

バ
ク
ル
の
血
統
保
持
者
で
あ
り
、「
物
語
師
の
息
子Ibn al

一Q
aṣ

一‌

‌ṣ āṣ

」
と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ク
リ
ー

Sham
s al

一D
īn M

uḥ am
m

ad ibn M
uḥ am

m
ad al

一Bakrī

（
一

五
八
六
歿

（
（6
（

）、
⑥
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
ス
マ
イ
ニ
ーA

bū Bakr 
al

一Sum
aynī

（
一
五
九
一
歿

（
（6
（

）、
⑦
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ーA

bū al

一Faḍ l 
al

一K
halw

atī

（
一
五
九
一
歿（

（6
（

）
と
い
う
、
計
七
名
の
「
生
け
る

聖
者
」
で
あ
る
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
著
者
と
の
個
人
的
交
流
の

情
報
を
含
む
な
ど
細
部
に
及
び
、
近
世
ム
ス
リ
ム
聖
者
研
究
の
史



計
量
と
歴
史
記
述

）

一
七　
（
一
七

料
と
し
て
有
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
（
五
）
の
記

述
内
容
と
併
せ
て
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
五
）
は
「
偉
大
で
有
力
な
卓
越
し
た
サ
イ
イ
ド
の
シ
ャ
イ
フ

た
ち
の
中
で
私
が
知
己
を
得
た
人
」、
著
者
の
言
い
換
え
に
従
え

ば
、「
私
の
シ
ャ
イ
フ
」
た
ち
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
彼
ら
を

列
挙
す
れ
ば
、
ⓐ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
・
ク
ル
ア
ー
ン
解
釈

学
・
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の
学
者
で
、
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
の

ス
ー
フ
ィ
ー
で
も
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
フ
ナ
ス
ィ
ーA

bū 
ʻA

bd A
llāh M

uḥ am
m

ad al

一Bahnasī

（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
世

紀
末
歿

（
（6
（

）、
ⓑ
聖
者
バ
ダ
ウ
ィ
ー
の
タ
リ
ー
カ
に
お
け
る
「
私
の

シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
一
人
」
で
あ
る
「
両
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
参
詣
者
た

ち
の
導
師
（shaykh al

一zuw
w

ār bi-al

一Q
arāfatayn

）」（
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
一
〇
世
紀
末
歿（

（6
（

）、
ⓒ
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
・
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ

県
の
キ
リ
ム
ラQ

irim
la

村
の
織
工
か
ら
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法

学
者
と
な
っ
た
聖
者
（w

alī

）
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ガ
ム
リ
ーA

bū 
ʻA

bd A
llāh M

uḥ am
m

ad Ḥ arrāz al

一Gham
rī

（
一
五
九
一
歿（

（6
（

）、

ⓓ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
で
ア
ラ
ビ
ア
語
学
の
泰
斗
で
あ
っ

た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
リ
ー
ム
・
ド
ゥ
フ
ミ
ー
ス
ィ
ーA

bū 
M

uḥ am
m

ad ʻA
bd al

一K
arīm

 al

一D
ukhm

īsī

（
歿
年
記
載
な
し（

（6
（

）、

ⓔ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
の
ア
フ
マ
ド
・
フ
シ
ャ
イ
ニ
ー

Shihāb al

一D
īn A

bū al

一ʻA
bbās A

ḥ m
ad al

一Fushaynī

（
歿
年

記
載
な
し（

（7
（

）、
ⓕ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
の
サ
ー
リ
フ
・
カ

ッ
タ
ー
ミ
ーʻA

lam
 al

一D
īn Ṣ āliḥ  al

一K
attām

ī

（
歿
年
記
載
な

し（
（7
（

）、
ⓖ
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
で
聖
者
（w

alī

）
の
ム
ハ

ン
マ
ド
・
マ
ト
ブ
ー
リ
ーShihāb al

一D
īn A

bū al

一ʻA
bbās 

A
ḥ m

ad ibn M
uḥ am

m
ad al

一M

（
（7
（

atbūlī

、
ⓗ
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア

ス
カ
ル
付
き
の
通
訳
を
父
に
も
ち
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
パ
シ
ャ
・

モ
ス
ク
の
礼
拝
指
導
者
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ル
ジ
ュ
マ
ー
ン

M
uḥ am

m
ad ibn Y

aḥ yā 

（Ibn T
urjum

ān

）（
一
五
九
八
歿（

（7
（

）

で
あ
る
。
以
上
の
八
人
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
と
っ
て
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
学
、
特
に
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
と
ア
ラ
ビ
ア
語

学
の
学
師
、
な
い
し
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
導
師
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
（
五
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
シ
ャ
イ
フ
の
人
数
は
限
ら
れ

て
い
る
が
、
仔
細
な
伝
記
情
報
を
含
む
こ
と
か
ら
史
料
的
価
値
は

高
く
、
ま
た
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
学
歴
や
人
間
形
成
に
つ
い

て
考
え
る
う
え
で
も
軽
視
で
き
な
い
部
分
と
い
え
る
。

　

カ
イ
ロ
を
中
心
に
エ
ジ
プ
ト
州
の
諸
事
件
を
扱
っ
た
年
代
記
の

（
六
）
の
基
本
的
な
構
成
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
指

摘
す
べ
き
は
、
最
初
の
部
分
が
年
代
記
と
し
て
は
非
整
序
的
で
あ

り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇
六
年
に
至
る
諸
情
報

が
不
規
則
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
始
め
に

は
、
エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
の
一
〇
〇
六
年
第



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

一
八　
（
一
八

七
月
一
二
日
／
一
五
九
八
年
二
月
一
八
日
に
起
き
た
内（
乱

）
74

、
一
〇

〇
五
年
第
四
月
末
頃
／
一
五
九
六
年
一
二
月
中
旬
の
カ
イ
ロ
に
お

け
る
戦
勝
祝
賀
の
飾
り
付（
け

）
75

、
一
〇
〇
五
年
第
八
月
一
五
日
／
一

五
九
七
年
四
月
三
日
の
バ
ヌ
ー
・
ワ
フ
ァ
ー
の
マ
ウ
リ
ド
（
生
誕

祭
）
と
エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
墓
廟
参
詣
、
そ
し
て

そ
れ
に
関
連
し
て
こ
の
州
総
督
が
夜
間
に
人
目
を
忍
ん
で
ア
ズ
ハ

ル
・
モ
ス
ク
の
講
座
に
参
加
し
た
こ（
と

）
76

、
同
じ
州
総
督
に
よ
る

数
々
の
善
行
（k

（
（7
（

hayrāt

）、
と
い
っ
た
記
事
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
著
者
の
尊
敬
対
象
で
あ
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ
の
エ
ミ
ー

ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
に
関
わ
る
諸
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
続
い
て
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
一
年
に
お
け
る
シ
ャ
イ
フ

二
名
の
死
亡
記（
事

）
78

と
一
〇
〇
三
年
の
あ
る
シ
ャ
イ
フ
の
死
亡
記（
事

）
79

、

一
〇
〇
〇
年
第
一
月
初
旬
／
一
五
九
一
年
一
〇
月
下
旬
に
お
け
る

カ
イ
ロ
の
大
洪
水
の
記（
述

）
80

を
挟
ん
で
、
再
び
エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
中
の
一
〇
〇
五
年
及
び
一
〇
〇
六
年
の
記
事
、

具
体
的
に
い
え
ば
、
シ
ャ
イ
フ
一
名
の
死
亡
記（
事

）
81

、
ア
ミ
ー
ル
・

ア
ッ
＝
リ
ワ
ー
（am

īr al

一liw
āʼ al

一sulṭ ānī

）
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン

Sulaym
ān

（
通
称
イ
ブ
ン
・
マ
ー
マ
ー
イ
・
デ
ィ
ラ
ー
クIbn 

M
ām

āy D
irāq

）
に
よ
る
灌
漑
土
手
の
整（
備

）
82

、
勅
令
に
基
づ
く

フ
ァ
ラ
ン
ジ
ュ
の
領
事
の
処（
刑

）
83

、
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
・
ア
ー
リ
ー
の

カ
ー
テ
ィ
ブ
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
ッ
ル
に
よ
る
割
礼
式
の
開（
催

）
84

、
少
年

表 3　『マバーヒジュ』の年代記の構成

ヒジュラ暦 西暦 典拠： Mabāhij al-ikhwān, 葉（概数）

1000-1006 年 1591/1598 年 fols. 56v-68v. 12

1008 年 1599/1600 年 fols. 86r-90v. 4.5

1009 年 1600/1601 年 fols. 68v-71r, 84r-86r, 90v-91v. 6

1010 年 1601/1602 年 fols. 71r-84r, 91v-117v. 37.5

1011 年 1602/1603 年 fols. 117v-123r. 6

1012 年 1603/1604 年 fols. 123v-135r. 11.5

1013 年 1604/1605 年 fols. 135r-164r. 29.5

1014 年 1605/1606 年 fols. 164r-179r. 15

1015 年 1606/1607 年 fols. 179r-226v． 47

1016 年 1607/1608 年 fols. 226v-307v. 81.5
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一
九　
（
一
九

少
女
に
よ
る
あ
る
紛
争
に
関
す
る
州
総
督
へ
の
嘆
願
と
そ
の
顛（
末

）
85

、

シ
ャ
イ
フ
一
名
の
死
亡
記（
事

）
86

、
あ
る
マ
ー
リ
ク
派
カ
ー
デ
ィ
ー
の

死
亡
記（
事

）
87

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ミ
ー
ル
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
を
特
別
視
す
る

著
者
の
眼
差
し
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
雑
多
な
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
こ
の
部
分
の
後
に
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
八
年
、

一
〇
〇
九
年
、
一
〇
一
〇
年
に
関
す
る
記
事
が
、
こ
れ
も
や
や
不

規
則
な
か
た
ち
で
提
示
さ
れ
て
い（
る

）
88

。
し
か
し
、
そ
れ
に
続
く
一

〇
一
一
年
以
降
の
各
年
に
つ
い
て
は
、「
一
〇
一
一
年
の
諸
事
件

の
記
述
」
の
よ
う
に
太
字
で
大
書
さ
れ
る
形
式
と
な
り
、
編
年
体

形
式
の
年
代
記
と
し
て
の
整
序
性
が
明
ら
か
に
高
ま
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
、
さ
ら
に
一
〇
一
三
年
か
ら
一
〇
一
六
年
ま
で
に
つ
い
て

は
各
月
が
ほ
ぼ
時
系
列
順
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、（
六
）
の
年
代
記
は
読
者
に
未
完
成
な
印
象

を
与
え
る
と
は
い
え
、
州
都
カ
イ
ロ
を
中
心
と
し
た
エ
ジ
プ
ト
の

社
会
・
経
済
・
政
治
・
軍
事
・
文
化
に
関
す
る
情
報
の
宝
庫
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
国
際
的
・
地
域
的
市
場
の
動
向
、
食
料
価
格

（
一
覧
的
表
示
も
あ
り
）、
通
貨
問
題
、
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
（
公
益
市

場
監
督
官
）
と
州
都
の
市
場
行
政
、
ナ
イ
ル
川
の
増
減
水
、
食
料

や
生
活
用
品
を
め
ぐ
る
騒
動
、
州
都
や
地
方
の
住
民
に
よ
る
嘆
願

行
動
、
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
（
紳
商
）
な
ら
び
に
タ
ー
ジ
ル
（
大
商

人
）
と
遠
隔
地
交
易
、
計
量
士
組
合
な
ど
の
各
種
同
職
組
合
、
社

会
的
危
機
と
祈
願
式
、
ペ
ス
ト
の
流
行
、
自
然
災
害
、
ス
ー
フ
ィ

ズ
ム
と
聖
者
信
仰
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
墓
地
参
詣
、
ア
ラ
ブ
諸
部
族
の

動
静
、
サ
ダ
カ
と
ワ
ク
フ
、
州
総
督
の
活
動
や
施
策
、
軍
隊
の
反

乱
、
殺
人
・
窃
盗
事
件
、
禁
酒
令
、
喫
煙
習
慣
の
広
ま
り
、
衣
服

の
流
行
な
ど
、
実
に
多
彩
な
記
事
が
充
溢
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

後
で
述
べ
る
ブ
ー
ラ
ー
ク
地
区
、
そ
し
て
ル
ー
ク
地
区
、
カ
ナ
ー

テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
地
区
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
地
区
、
さ
ら

に
は
ナ
イ
ル
西
岸
の
ギ
ザ
県
な
ど
、
州
都
カ
イ
ロ
の
西
部
市
域
・

南
部
市
域
な
ど
周
辺
域
に
関
す
る
多
大
な
記
述
量
が
そ
の
特
長
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
量
的
に
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
ナ
イ
ル

デ
ル
タ
を
中
心
と
し
た
エ
ジ
プ
ト
州
の
諸
県
、
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ

ナ
の
両
聖
地
と
紅
海
圏
、
シ
リ
ア
諸
州
、
マ
グ
リ
ブ
諸
州
な
ど
に

関
す
る
歴
史
情
報
も
差
し
挟
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
も
重
要
記

事
が
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
年
代
記
部
分
の
記
述
量
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
〇
五
葉
目

の
裏
と
一
〇
六
葉
目
の
表
が
白
紙
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
実
際
に

は
二
五
〇
葉
半
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
同
じ
く
実
質
的
に
は
三
〇
七

葉
半
か
ら
成
る
本
史
書
の
約
八
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
つ
ま

り
、
エ
ジ
プ
ト
州
の
州
都
を
中
心
と
し
た
諸
事
件
の
記
述
が
全
体

の
五
分
の
四
以
上
を
占
め
て
い
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
は
、
明
ら



史
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・
二
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二
〇　
（
二
〇

か
に
「
カ
イ
ロ
年
代
記
」
の
範
疇
に
位
置
付
け
ら
れ
る
史
書
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
特
に
詳
細
な
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇

一
六
年
の
記
事
は
八
一
葉
半
に
も
及
び
、
年
代
記
部
分
の
約
三

二
・
五
％
、
本
史
書
全
体
の
約
二
六
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
一
〇
一
六
年
と
こ
れ
に
次
い
で
詳
し
い
内
容
を
も
つ
前

年
の
一
〇
一
五
年
と
を
合
せ
れ
ば
、
一
二
八
葉
半
に
達
す
る
。
そ

れ
は
年
代
記
部
分
の
約
五
一
・
三
％
、
全
体
の
四
一
・
九
％
に
相
当

し
て
お
り
、
こ
の
両
年
に
関
す
る
記
述
は
特
段
に
厚
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　
（
七
）
の
跋
に
お
け
る
注
目
点
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
自
筆

稿
本
の
擱
筆
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
一
〇
三
八
年
第
三
月
一
二
日
金
曜
日
で
あ
り
、
西
暦
の
一

六
二
八
年
一
一
月
九
日
に
当
た（
る

）
89

。
つ
ま
り
、
後
述
の
よ
う
に
、

擱
筆
の
時
点
で
既
に
高
齢
に
達
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
著
者
イ
ブ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
約
二
〇
年
前
の
一
六
〇
八
年
ま
で
の
諸
事

件
を
扱
っ
た
史
書
を
ひ
と
ま
ず
ま
と
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
た
だ
し
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
歴
代
州
総
督
に
関
す
る
記
事
は

一
〇
二
〇
年
第
七
月
／
一
六
一
一
年
九
月
の
時
点
ま
で
至
っ
て
い

る
）。

　

二
つ
目
の
注
目
点
は
、
最
後
尾
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
が
望
ま
れ
る
な
ら
ば
、
お
お
ア
ッ
ラ
ー

よ
！　

ム
ハ
ン
マ
ド
と
そ
の
家
族
の
御
前
に
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一

〇
一
七
年
の
諸
事
件
に
関
す
る
記
述
の
完
了
に
つ
い
て
御
加

護
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
如
何
な
る
場
合
も
、
賞
讃
は
ア
ッ

ラ
ー（
に

）
90

。

著
者
は
こ
の
年
代
記
を
さ
ら
に
延
伸
す
る
意
欲
を
表
明
し
つ
つ
、

『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
い
う
史
書
に
一
応
の
終
止
符
を
打
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
予
告
が
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
跋
で
確
認
さ
れ
る
上
記
の
擱
筆
日
が
、『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
を
含
め
た
こ
の
史
書
全
体
に
お
い
て
明
記
さ
れ
た

最
も
新
し
い
日
付
で
あ
る
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
取

り
上
げ
る
続
篇
の
分
量
、
そ
の
執
筆
に
要
し
た
期
間
な
ど
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
死
去
し
た
の
は
一
六
二

九
年
以
降
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
年
代
記
の
構
成
に
関
し
て
は
、

Ｐ
・
Ｍ
・
ホ
ル
ト
が
、
ス
ル
タ
ン
と
州
総
督
の
在
任
期
間
を
重
視

し
、
そ
の
各
枠
内
に
諸
事
件
を
時
系
列
的
に
配
置
す
る
「
ス
ル
タ

ン
・
パ
シ
ャ
年
代
記
」
と
い
う
類
型
を
提
示
し（
た

）
91

。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
八
世
紀
初
頭
の
三
つ
の
年
代
記
（
著
者
不
明
の
『
ナ
ー
イ

ブ
た
ち
の
諸
情
報
』、
ハ
ッ
ラ
ー
ク
の
『
カ
イ
ロ
年
代
記
』、
ア
フ

マ
ド
・
シ
ャ
ラ
ビ
ー
の
『
明
徴
』）
を
検
討
し
た
Ｊ
・
ハ
サ
ウ
ェ
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史
記
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）

二
一　
（
二
一

イ
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
時
系
列
の
枠
組
み
の
中
で
諸
事
件
が
州
総

督
の
任
期
に
従
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
る
、
或
い
は
、
州
総
督

の
任
期
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
時
系
列
が
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
枠
組
み
と
し

て
共
存
す
る
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
、
修
正
を
図
っ（
た

）
92

。
こ
れ
ら

と
比
較
し
て
の
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
特
徴
は
、
州
総
督
の
事
績

を
時
系
列
的
な
事
件
史
と
切
り
離
し
て
配
置
し
て
い
る
点
に
あ
る

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ナ
イ
ル
情
報
、
聖
者
の
伝
記
情
報
、
身
近

な
シ
ャ
イ
フ
た
ち
の
伝
記
情
報
が
年
代
記
記
述
の
前
に
置
か
れ
て

い
る
構
成
も
独
特
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て

は
管
見
の
限
り
類
を
見
な
い
史
書
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ハ
サ
ウ
ェ
イ
は
上
記
の
3
つ
の
年
代
記
の
内
容
に
関
し
て
、
政
治

的
事
件
、
自
然
現
象
、
死
亡
記
事
、
珍
奇
な
出
来
事
（
ア
ジ
ャ
ー

イ
ブ
）
の
4
つ
の
主
た
る
範
疇
を
抽
出
し
て
い
る（
が

）
93

、『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』
は
こ
れ
ら
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
、
多
様
な
歴
史
情
報

に
溢
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
バ
ク
リ
ー
や
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
と
比
較

し
て
も
そ
の
内
容
的
な
充
実
は
群
を
抜
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

２
．『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
概
要
と
史
料
的
性
格

　

全
八
四
葉
か
ら
成
る
こ
の
稿
本
の
書
名
と
著
者
に
つ
い
て
は
、

第
二
葉
表
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
オ
ス
マ
ン
家
の
歴
史T

aʼrīkh Ā
l ʻU

thm
ān

』

の
第
［
空
白
］
巻
で
あ
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
し
て

知
ら
れ
る
シ
ャ
イ
フ
・
サ
イ
イ
デ
ィ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー

al

一Shaykh Sayyidī ʻA
bd A

llāh al

一shahīr bi-Ibn al

一ʻA


jam
ī

の
著
作
で
あ（
る

）
94

。

し
か
し
、
こ
の
一
文
は
第
二
葉
裏
か
ら
始
ま
る
年
代
記
本
文
と
は

全
く
異
な
る
筆
跡
で
記
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
後
代
の
別
の
人

物
に
よ
っ
て
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
葉
表
の

最
下
部
の
右
側
に
は
、
さ
ら
に
ま
た
別
の
筆
跡
で
、K

ahira 
1808. N

o1014. U
. J. Seetzen

と
い
う
書
き
込
み
が
あ
り
、
蒐

集
者
の
ゼ
ー
ツ
ェ
ン
が
こ
の
稿
本
を
一
八
〇
八
年
に
カ
イ
ロ
で
入

手
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

当
該
稿
本
の
構
成
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
二
葉
の
裏
に

は
、
バ
ス
マ
ラ
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

唐
突
な
か
た
ち
で
、
カ
イ
ロ
城
の
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
と
ア
ザ
ブ
軍

の
兵
舎
（ṭ ibāq

）
の
修
繕
工
事
の
完
了
に
関
す
る
情
報
が
日
付

も
明
示
す
る
こ
と
な
く
提
示
さ
れ
て
い（
る

）
95

。
続
い
て
、「
同
月
一

四
日
」
に
州
総
督
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
が
、
カ
イ
ロ
の
糸
市
場

Sūq al

一Ghazl

の
カ
バ
ー
ブ
屋
街
区K

huṭṭ  al

一Shaw
w

āʼīn

の
仕

立
職
人
と
州
政
府
の
書
記
の
両
名
を
西
部
沙
漠
の
オ
ア
シ
ス
地
方

（bilād al

一w
āḥ āt

）
へ
の
流
刑
に
処
す
よ
う
命
じ
た
、
と
い
う
内
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二
二　
（
二
二

物
が
書
写
し
て
付
加
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
次
の
点
は
指
摘
で
き

る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
三
葉
の
表
か
ら
裏
に
か
け
て
「
同

月
」
に
始
ま
る
記
事
が
四
つ
あ（
り

）
97

、
続
い
て
「
そ
れ
か
ら
、
同
年

の
良
き
サ
フ
ァ
ル
月
が
始
ま
っ
た
」
と
あ（
り

）
98

、
こ
れ
に
続
き
、
時

系
列
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
一
連
の
年
代
記
記
述
が
あ
り
、
つ
い
に
は

「
一
〇
一
八
年
の
諸
事
件
の
記
述
」
へ
と
至
っ
て
い
る
記
述
の
流

れ
を
考
慮
す
れ（
ば

）
99

、
前
記
の
「
同
月
」
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
七

年
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
を
指
す
も
の
と
推
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
該
稿
本
は
、
そ
の
第
三
葉
以
降
の
筆
跡
が
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
で
の
文
体
や
欄
外
追

記
の
手
法
も
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』

と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、

ア
リ
ー
・
パ
シ
ャ
の
任
期
中
の
ペ
ス
ト
流
行
に
つ
い
て
「
私
は
そ

れ
を
第
一
巻
に
お
い
て
述
べ
た
」
と
記
し
て
い
る
の（
で

）
100

、
明
記
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
著
者
が
そ
の
心
中
で
当
該
稿
本
を
『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』
の
「
第
二
巻
」
と
位
置
付
け
て
い
た
と
み
ら
れ
る
点
に

も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
は
第
八
四
葉
の
裏
で
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

一
〇
一
九
年
第
三
月
／
一
六
一
〇
年
五
―
六
月
に
お
け
る
視
覚
障

碍
者
（ḍ arīr
）
の
学
者
ミ
ン
ヤ
ー
ウ
ィ
ーA

bū ʻA
bd A

llāh 

表４　『マバーヒジュ続篇』の構成

ヒジュラ暦 西暦 典拠：Dhayl mabāhij al-ikhwān, 葉（概数）

1017 年 1608/1609 年 fols. 2v-38v. 36.5

1018 年 1609/1610 年 fols. 38v-72v. 34

1019 年 1610/1611 年 fols. 72v-84v. 12

容
の
記
事
が
置
か
れ
て
い（
る

）
96

。
こ
の

記
事
は
第
三
葉
表
の
冒
頭
の
記
述
へ

と
無
理
な
く
続
い
て
い
る
が
、
上
記

の
よ
う
な
唐
突
な
始
ま
り
方
、
そ
れ

に
「
同
月
一
四
日
」
と
略
記
さ
れ
て

い
る
点
は
、
第
二
葉
裏
に
先
立
つ
年

代
記
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
ま
た
、
第
二
葉
裏
と
第
三
葉
表

以
降
と
の
間
で
は
、「dhālika

（
あ

れ
）」
の
書
き
方
が
全
く
異
な
る
な

ど
、
筆
跡
の
相
違
が
明
ら
か
に
認
め

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
異
状
」
と
バ
ス

マ
ラ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
こ
こ
に
一
つ
の
仮

説
が
浮
上
す
る
。
当
該
稿
本
が
こ
の

よ
う
に
不
自
然
な
始
ま
り
方
と
な
っ

た
の
は
、
劣
化
或
い
は
破
損
の
状
態

に
あ
っ
た
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』

稿
本
の
冒
頭
部
分
か
ら
、
後
へ
と
繋

が
る
判
読
の
可
能
な
部
分
を
別
の
人



計
量
と
歴
史
記
述

）

二
三　
（
二
三

M
uḥ am

m
ad al

一M
inyāw

ī

の
死
亡
に
関
す
る
短
い
記
事
を
も
っ

て
突
如
絶
筆
と
な（
り

）
101

、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
よ
う
な
跋
に
当
た

る
部
分
を
備
え
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
最
後
の
日
付
は
一
〇
二
〇
年
第
七
月

二
二
日
／
一
六
一
一
年
九
月
三
〇
日
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
に
も

届
く
こ
と
な
く
、
こ
の
年
代
記
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
述

は
断
絶
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
第
八
四
葉
裏
の
下
部
に
は
、「
至
高
な
る
ア
ッ

ラ
ー
が
そ
の
恩
寵
を
も
っ
て
我
ら
を
お
助
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

サ
イ
イ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
『
オ
ス
マ
ン
家

の
歴
史
』
の
第
［
空
白
］
巻
が
終
わ
っ
た
。
ア
ー
メ
ン
。」
と
別

の
筆
跡
で
書
か
れ
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
稿
本
を
実

際
に
手
に
取
っ
て
当
該
箇
所
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
稿
本
の
貼
紙

の
下
に
位
置
す
る
部
分
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
体
調
の
問
題
、
或
い
は
そ
の
他

の
理
由
か
ら
こ
れ
以
上
書
き
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
九
年
の
記
事
は
約

一
二
葉
と
い
う
少
な
め
の
分
量
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
〇

一
七
年
及
び
一
〇
一
八
年
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
葉
を
超
え
て

お
り
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
一
〇
一
五
年
や
一
〇
一
六
年
の
記

事
の
分
量
に
は
及
ば
な
い
が
、
当
該
期
の
カ
イ
ロ
に
関
し
て
か
な

り
充
実
し
た
歴
史
情
報
を
内
包
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実

質
的
に
約
八
二
葉
半
か
ら
成
る
こ
の
続
篇
は
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
の
年
代
記
部
分
と
合
わ
せ
た
年
代
記
記
述
全
体
（
三
三
三

葉
）
の
約
二
四
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
カ
イ
ロ
事
件
史
の
貴
重

な
延
伸
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
該
稿
本
は
二
年
余
の
期
間
を
扱
う
に
過
ぎ

ぬ
続
篇
で
は
あ
る
が
、
本
篇
同
様
に
当
該
期
の
カ
イ
ロ
を
中
心
と

し
た
エ
ジ
プ
ト
州
の
社
会
・
経
済
・
政
治
・
軍
事
・
文
化
に
関
す

る
情
報
の
宝
箱
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
豊
か
な
内
容
に
立
ち

入
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
就
中
特
筆
す
べ
き
は
、
エ
ジ
プ
ト
州
総

督
オ
キ
ュ
ズ
・
メ
フ
メ
ト
・
パ
シ
ャ
の
強
権
を
後
ろ
盾
に
、
州
都

の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ガ
ーM

uḥ am
m

ad 
Ā

ghā

が
遂
行
し
た
市
場
行
政
の
諸
側
面
に
対
し
て
、
イ
ブ
ン
・

ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
厳
し
い
具
体
的
批
判
を
加
え
た
記
事
が
散
在
し
て

い
る
と
い
う
点
で
あ（
る

）
102

。
こ
う
し
た
州
都
カ
イ
ロ
の
ヒ
ス
バ
の
実

状
に
関
す
る
細
か
な
諸
情
報
は
、
こ
の
著
名
な
エ
ジ
プ
ト
州
総
督

に
よ
る
州
体
制
の
立
て
直
し
を
め
ぐ
る
従
来
の
歴
史
的
評
価
に
再

考
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
詳
し
い
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
が
依
拠
し
た

叙
述
史
料
に
つ
い
て
も
、
検
討
は
未
だ
不
充
分
な
が
ら
付
言
し
て

お
き
た
い
。
両
史
料
に
お
い
て
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
情



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

二
四　
（
二
四

報
を
も
た
ら
し
た
人
物
の
具
体
名
が
記
さ
れ
た
箇
所
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
が
、
著
者
名
の
明
示
さ
れ
た
典
拠
へ
の
言
及
は
僅
か
で
あ

る
。「
著
者
不
明
の
小
冊
子
（kurrāsa

）」
に
依
拠
し
た
箇
所
も

み
ら
れ
る（
が

）
103

、
著
者
名
を
示
し
た
典
拠
に
は
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝

高
官
で
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
の
ク
ダ
ー
イ
ー
（
一
〇
六
二

年
歿
）
の
『
歴
史T

aʼrīkh

』
第
三（
巻

）
104

、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
（
一

四
四
二
年
歿
）
の
『
エ
ジ
プ
ト
地
誌al

一K
hi ṭa ṭ

』（
（10
（

、
ス
ユ
ー
テ

ィ
ー
の
『
ロ
ー
ダ
島
史K

aw
kab al

一raw
ḍa

』（
（10
（

な
ど
で
あ
る
。
そ

し
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
に
共
通

す
る
史
料
的
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
そ
の
記
述
の
多
く

が
同
時
代
を
生
き
た
著
者
の
伝
聞
情
報
や
目
撃
情
報
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

３
．
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
そ
の
家
族

　

ま
ず
注
視
し
た
い
の
は
「
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
」
と
い
う
呼

名
で
あ
る
。
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
「
ア
ラ
ブ
が
解
さ
な
い
言
語
の
話

者
」
す
な
わ
ち
「
非
ア
ラ
ブ
人
」、
そ
の
中
で
も
し
ば
し
ば
「
ペ

ル
シ
ア
語
の
話
者
」
を
指
す
語
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
エ
ト
ノ
ス

的
要
素
を
も
つ
父
系
の
出
自
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し

か
し
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
中
に

は
、
こ
れ
に
関
す
る
歴
史
家
自
身
に
よ
る
説
明
は
な
く
、
ま
た
ペ

ル
シ
ア
語
圏
に
関
し
て
の
立
ち
入
っ
た
言
及
も
み
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
と
お
り
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
家
族
に

関
す
る
個
人
的
情
報
の
多
く
は
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
「
ナ
イ
ル

の
増
水
情
報
」
の
部
分
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
九
八
八
年
の
増
水
期
の
最
高
値
が
二
二
ズ
ィ
ラ
ー
ウ
八
イ
ス

バ
ウ
と
い
う
前
代
未
聞
の
高
水
位
を
示
し
た
「
偉
大
な
る
ナ
イ
ル

（N
īl ʻaẓ īm

）」
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、「
同
年
、
私
は
処
女

（bikr

）
で
あ
っ
た
最
初
の
妻
と
結
婚
し
た
が
、
そ
れ
は
第
一
二

月
の
終
わ
り
頃
（
一
五
八
一
年
二
月
半
ば
頃
）
の
こ
と
で
あ
っ

た
。」
と
付
記
さ
れ
て
い（
る

）
107

。
そ
れ
が
二
五
歳
の
時
の
結
婚
で
あ

っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
一
五
五
〇
年
代

半
ば
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
マ
フ
ム

ト
・
パ
シ
ャ
の
任
期
（
九
七
三
年
第
一
〇
月
一
日
―
九
七
五
年
第

五
月
二
四
日
／
一
五
六
六
年
四
月
二
一
日
―
一
五
六
七
年
一
一
月

二
六
日
）
に
関
す
る
箇
所
の
欄
外
追
記
に
は
、「
彼
（
マ
フ
ム

ト
・
パ
シ
ャ
）
の
時
代
に
私
は
存
在
し
て
い
た
が
、
思
慮
分
別
の

年
（sinn al

一tam
yīz

）
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
。」
と
あ（
る

）
108

。

「
思
慮
分
別
の
年
」
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
に
則
し
て
の
七
歳
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
る
の（
で

）
109

、
仮
に
五
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
五

六
〇
年
代
初
頭
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

最
初
の
妻
と
の
結
婚
年
齢
は
先
の
仮
定
よ
り
も
低
く
、
イ
ブ
ン
・



計
量
と
歴
史
記
述

）

二
五　
（
二
五

ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
二
〇
歳
前
後
の
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
九
八
九

年
／
一
五
八
一
―
一
五
八
二
年
に
は
長
男
の
ム
ハ
ン
マ
ド
が
誕
生

し
た
が
、
一
年
後
に
喪
失
し
た
こ
と
も
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い（
る

）
110

。

　

そ
れ
か
ら
約
一
六
年
後
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
ヒ
ジ
ャ
ー

ズ
巡
礼
へ
と
旅
立
っ
た
。
紅
海Baḥ r al

一Q
ulzum

を
経
由
し
て

ヤ
ン
ブ
ウ
港al

一Y
anbuʻ al

一Baḥ rī

で
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ヒ
ジ

ャ
ー
ズ
地
方
に
上
陸
し
、
聖
地
メ
デ
ィ
ナ
を
詣
で
た
後
、
一
〇
〇

七
年
第
十
二
月
／
一
五
九
九
年
六
―
七
月
に
ハ
ッ
ジ
巡
礼
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
彼
は
、「
被
扶
養
者
た
ち
（ʻiyāl

）

と
子
供
た
ち
（aw

lād

）」
と
い
う
拡
大
規
模
の
家
族
を
伴
っ
て

い
た
。
聖
地
メ
ッ
カ
に
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
（
聖
域
の
男
性
滞
在

者
）
と
し
て
長
逗
留
し
、
家
族
と
共
に
第
九
月
の
断
食
斎
戒
を
し

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い（
る

）
111

。
カ
イ
ロ
を
出
発
し
た
の
が
い
つ
か
は

不
明
だ
が
、
約
一
年
か
け
て
の
長
旅
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
揃
っ
て
の
ハ
ラ
マ
イ
ン
巡
礼
を
挙
行
し

た
事
実
は
、
推
定
四
〇
歳
前
後
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
こ
の

時
点
で
既
に
複
数
の
子
を
な
し
、
相
応
の
財
力
を
備
え
る
に
至
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
三
年
足
ら
ず

後
の
一
〇
一
〇
年
第
九
―
一
〇
月
／
一
六
〇
二
年
二
―
四
月
、
カ

イ
ロ
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
偉
大
な
二
人

の
息
子
」
を
失
う
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ（
た

）
112

。

　

ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
巡
礼
を
行
な
っ
た
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
七
年
は
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
事
件
を

経
験
し
た
苦
難
の
年
で
も
あ
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
同

名
の
父
ア
フ
マ
ド
が
午
後
の
礼
拝
後
に
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ハ
テ
ィ
ー

リ
ー
街
区Ḥ ārat al

一K
haṭ īrī

の
自
宅
で
刺
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
顛
末
に
つ
い
て
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。

彼
の
死
因
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
四
人
の
男

（rijāl

）
を
育
て
、
チ
ー
ズ
（jubn

）
を
製
造
さ
せ
、
彼
の

た
め
に
そ
れ
を
売
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
対
し
て
複
数
の
雌
牛

（abqār

）
を
買
い
与
え
た
。
そ
し
て
、
彼
は
そ
れ
に
関
し

て
彼
ら
に
大
金
を
請
求
し
、
彼
ら
に
つ
い
て
法
的
な
文
書
を

作
成
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
召
喚
さ
れ
、
彼
ら
の
う
ち
の
一

人
が
短
期
間
投
獄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら

に
対
す
る
神
の
決
定
に
従
っ
て
そ
の
男
は
釈
放
さ
れ
、
彼

（
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
）
は
彼
ら
か
ら
何
も
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
が
来

て
彼
の
住
居
に
身
を
隠
す
と
、
ナ
イ
フ
で
彼
を
襲
撃
し
、
腕

の
静
脈
を
切
断
し
た
。
そ
れ
は
午
後
の
礼
拝
後
の
こ
と
で
、

ラ
ン
プ
が
灯
さ
れ
、
夕
市
が
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
（
犯

人
）
は
逃
走
し
、
誰
も
追
跡
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
日



史
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六　
（
二
六

が
経
ち
、
彼
（
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
）
は
至
高
な
る

ア
ッ
ラ
ー
の
御
慈
悲
に
向
か
い
、
死
に
至
っ
た
の
で
あ（
る

）
113

。

つ
ま
り
、
チ
ー
ズ
製
造
業
の
出
資
者
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の

経
営
者
で
も
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
は
、
金
銭
上
の

ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
自
ら
が
育
成
し
た
チ
ー
ズ
職
人
た
ち
の
中
の
遺

恨
を
持
つ
一
人
の
男
の
手
で
殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』
に
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

生
前
に
彼
（
父
）
は
私
に
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
の
イ
マ
ー
ム
・
シ

ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
［
廟
］
の
近
く
に
彼
を
埋
葬
す
る
こ
と
を
委

ね
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
彼
の
命
令
に
従
い
、
碩
学
の
イ

マ
ー
ム
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
シ
ャ
リ
ー
フ

Burhān al

一D
īn ibn A

bī Sharīf

の
廟
の
向
か
い
に
位
置

す
る
南
門
の
墓
に
彼
を
埋
葬
し（
た

）
114

。

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
読
め
ば
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
父
の
希
望

し
た
か
た
ち
の
埋
葬
に
立
ち
会
い
、
葬
儀
を
主
導
し
た
よ
う
に
み

え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
惨
事
の
発
生
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の

だ
が
、
メ
ッ
カ
・
カ
イ
ロ
間
の
移
動
に
要
す
る
日
数
も
考
慮
す
れ

ば
、
前
述
の
ハ
ッ
ジ
巡
礼
か
ら
の
帰
還
後
で
は
な
く
、
出
立
前
の

こ
と
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
長
期
に
亘
る
家
族
連
れ
の
両
聖
地
巡
礼
は
、
悲
嘆
や

不
安
の
克
服
、
魂
の
再
生
を
希
求
し
て
の
道
行
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
巡
礼
行
の
経
済
的
な
支
え
が
相
続
し
た

父
の
遺
産
で
あ
っ
た
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
さ
ら
に
、
警
察
当
局
の
対
応
に
関
す

る
記
事
も
あ
る
。
こ
の
殺
人
事
件
の
報
を
受
け
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
警

察
署
長
（ṣ āḥ ib al

一shurṭ a al

一ṣ ughrā bi-Būlāq al

一Q
āhira

）
と

イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
（m

ajlis al

一sharʻ

）
の
公
証
人
（shāhid

）
二

名
が
事
件
の
調
査
の
た
め
に
来
訪
し
、
そ
の
結
果
が
一
通
の
文
書

に
記
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
そ
の
際
の

調
査
料
に
関
し
て
、

カ
イ
ロ
や
そ
の
他
に
お
け
る
行
政
法
（qānūn

）
や
慣
習
法

（ʻāda

）
で
は
、
あ
る
人
物
が
住
居
で
殺
害
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
場
所
の
住
民
た
ち
か
ら
調
査
料
（m

aʻlūm
 al

一kashf

）
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
調
査
の
際
に
は
彼
（
父
）
の
財
産
か
ら
一
デ
ィ
ー
ナ
ー

ル
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
事
件
で
は
、

そ
の
街
区
の
住
民
た
ち
（ahl tilka al

一ḥ āra

）
に
被
害
や
損

失
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ（
る

）
115

。

と
記
し
、
街
区
住
民
に
負
担
を
掛
け
な
か
っ
た
こ
と
を
せ
め
て
も

の
慰
め
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
事
件
記
事
は
、

殺
害
の
実
行
犯
に
対
す
る
神
罰
祈
願
の
文
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、

『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
犯
人
逮
捕
に
関
す
る
記
述
は



計
量
と
歴
史
記
述

）

二
七　
（
二
七

一
切
見
当
た
ら
な
い
。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
そ
の
後
半
生
に

お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
の
遺
族
と
し
て
心
痛
や
不
安
を
抱
え
て
い

た
に
違
い
な
い
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
拡
大
家
族
に
つ
い
て
は
、
そ

の
他
に
次
の
三
人
の
成
員
が
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
確
認
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
九
八
八
年
／
一
五
八
〇
―
一
五
八
一
年
に
死
去
し

視
覚
障
害
者
（ḍ arīr
）
で
非
識
字
者
（um

m
ī

）
で
あ
っ
た
、
氏

名
の
記
さ
れ
て
い
な
い
母
方
の
お
じ
（khāl

）（
（11
（

、
九
八
九
年
第
一

二
月
／
一
五
八
二
年
一
月
に
初
め
て
の
ハ
ッ
ジ
巡
礼
を
実
行
し
、

巡
礼
地
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
に
一
七
回
も
逗
留
し
、
メ
ッ
カ
で
何
年
も

ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ラ
（
聖
域
の
女
性
滞
在
者
）
と
し
て
過
ご
し
た
、

や
は
り
氏
名
不
明
の
父
方
の
お
ば
（ʻam

m
a

）（
（11
（

、
そ
し
て
、
そ
の

由
来
名
か
ら
彼
と
同
じ
く
計
量
士
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
、
義
兄

弟
な
い
し
は
娘
婿
（ṣ ihr

）
の
ム
ヒ
ッ
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ンM

uḥ ibb 
al

一D
īn al

一Q
abbānī al

一m
aʻrūf bi-Ibn al

一N
aqqāsh

で
あ（
る

）
118

。

４
．
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
河
港
ブ
ー
ラ
ー
ク

　

カ
イ
ロ
の
河
港
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
都
市
的
発
展
は
、
マ
ム
ル
ー
ク

朝
の
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
一
世
の
第
三
期
治
世
（
一
三
一

〇
―
一
三
四
一
）
に
始
ま
り
、
紅
海
・
イ
ン
ド
洋
圏
交
易
の
ク
ー

ス
・
ア
イ
ザ
ー
ブ
経
由
ル
ー
ト
の
衰
退
と
シ
ナ
イ
半
島
経
由
ル
ー

ト
の
台
頭
、
さ
ら
に
は
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
の
経
済
的
成
長
に
よ
っ
て

一
五
世
紀
に
入
り
本
格
化
し（
た

）
119

。
そ
の
後
、
ス
ル
タ
ン
・
ジ
ャ
ク

マ
ク
期
（
一
四
三
八
―
一
四
五
三
）
以
降
に
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
埠
頭

群
や
道
路
網
の
開
発
整
備
が
進
み
、
さ
ら
に
は
オ
ス
マ
ン
朝
と
い

う
北
の
大
国
へ
の
編
入
が
こ
の
カ
イ
ロ
の
北
港
の
発
展
を
加
速
さ

せ（
た

）
120

。
ハ
ド
ゥ
ム
・
ス
レ
イ
マ
ン
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
二
六
―

一
五
三
五
、
一
五
三
七
―
一
五
三
八
）
を
皮
切
り
に
、
オ
ス
マ
ン

朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
た
ち
が
ウ
ィ
カ
ー
ラ
（
商
館
）
や
モ
ス
ク
な

ど
の
都
市
施
設
を
次
々
と
付
加
し
た
こ
と
で
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
繁

栄
は
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
商
港
は
、
一
八
世
紀

末
の
時
点
で
、
六
五
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
、
二
五
の
モ
ス
ク
、
七
つ
の

ハ
ン
マ
ー
ム
、
一
二
の
給
水
所
を
備
え
る
充
実
ぶ
り
を
示
す
に
至

っ（
た

）
121

。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
ア
フ
マ
ド
の
家
が
あ
っ
た
ハ
テ

ィ
ー
リ
ー
街
区
は
、
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
クJām

iʻ al

一K
haṭ īrī

を
中
核
と
し
た
ブ
ー
ラ
ー
ク
南
部
の
居
住
区
で
、
ナ
イ

ル
川
岸
を
長
辺
と
し
て
三
角
形
を
成
す
こ
の
河
港
の
南
端
辺
り
、

麦
藁
埠
頭M

aw
ridat al

一T
ibn

の
近
く
に
位
置
し（
た

）
122

。
こ
の
宗

教
施
設
に
つ
い
て
中
近
世
の
叙
述
史
料
の
中
で
最
も
詳
細
な
情
報

を
伝
え
る
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
地
誌
記
述
（
一
五
世
紀
前
半
）

の
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ（
る

）
123

。
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ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
ク
の
所
在
地
は
嘗
て
ナ
イ
ル
の
浸
水

地
域
の
中
に
あ
っ
た
が
、
七
〇
〇
年
／
一
三
〇
〇
―
一
三
〇
一
年

頃
か
ら
川
筋
が
西
方
へ
と
移
動
し
た
こ
と
で
耕
作
地
と
し
て
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
カ
イ
ロ
市
民
の
集
う
散
策
場
所

（m
utanazzah

）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ブ
ン
・
ズ
ン
ブ
ー
ル

Sharaf al

一D
īn Ibn Zunbūr

が
そ
こ
に
揚
水
車
（sāqiya

）
を

据
え
、
そ
の
隣
に
イ
ブ
ン
・
イ
ッ
ズ
・
ア
ル
＝
フ
ァ
ッ
ラ
ー
シ
ュ

M
uḥ am

m
ad ibn ʻIzz al

一Farrāsh

が
ナ
イ
ル
に
臨
む
邸
宅
を

建
て
た
が
、
彼
の
死
後
、
ジ
ハ
ー
ト
管
理
官
（nāẓ ir al

一jihāt

）

の
イ
ブ
ン
・
ア
ズ
ラ
クT

āj al

一D
īn Ibn al

一A
zraq

が
そ
れ
を
購

入
し
て
居
を
定
め
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
多
様
な
禁
止
行
為
が

度
々
な
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
邸
宅
は
「
違
反
者
た
ち
の
家D

ār 
al

一Fāsiqīn

」
と
い
う
不
名
誉
な
呼
称
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
王
室
財
産
監
督
官
（nāẓ ir al

一khāṣṣ
）
の
イ
ブ

ン
・
ナ
シ
ュ（
ウ

）
124

が
イ
ブ
ン
・
ア
ズ
ラ
ク
を
捕
囚
の
う
え
財
産
没
収

処
分
と
し
、
こ
の
邸
宅
は
百
騎
長
ア
ミ
ー
ル
の
ア
イ
ダ
ム
ル
・
ハ

テ
ィ
ー
リ
ーʻIzz al

一D
īn A

ydam
ur al

一K
haṭ īrī

（
七
三
七
年
第

七
月
一
日
／
一
三
三
七
年
二
月
三
日
歿
）
へ
と
売
却
さ
れ
た
。
イ

ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
リ
ーSharaf al

一D
īn A

w
ḥ ad ibn al

一K
haṭ īrī

の
マ
ム
ル
ー
ク
出
身
の
ア
イ
ダ
ム
ル
は
、
邸
宅
を
取
り
壊
し
、
そ

こ
に
当
該
モ
ス
ク
を
新
設
し
て
「
悔
悟
の
モ
ス
クJām

iʻ al
一T

aw
ba

」
と
名
付
け
た
。
ナ
イ
ル
川
に
面
し
、
エ
ジ
プ
ト
で
最

も
美
麗
な
モ
ス
ク
の
一
つ
と
も
評
さ
れ
た
こ
の
モ
ス
ク
に
は
、
大

理
石
の
説
教
壇
が
据
え
ら
れ
、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
の
講
座

が
置
か
れ
、
貴
重
書
を
備
え
る
図
書
室
も
附
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
モ
ス
ク
の
た
め
に
、
ジ
ャ
マ
ー
リ
ー
ヤ
地
区
の
バ
イ
バ
ル
ス
二

世
修
道
場
の
向
か
い
の
ダ
ル
ブ
・
ア
ス
フ
ァ
ルal

一D
arb al

一A
ṣ far

に
所
在
し
た
ア
イ
ダ
ム
ル
邸
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
ワ
ク

フ
物
件
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
総
工
費
は
四
〇
万
デ
ィ
ル
ハ
ム
に

及
び
、
ア
イ
ダ
ム
ル
の
死
去
直
前
の
七
三
七
年
第
六
月
二
〇
日
／

一
三
三
七
年
一
月
二
四
日
に
最
初
の
金
曜
礼
拝
が
行
な
わ
れ
た
。

　
「
悔
悟
の
モ
ス
ク
」
と
い
う
呼
称
は
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
中

で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
父
の
家
に

近
在
す
る
こ
の
モ
ス
ク
の
利
用
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
よ

う
な
記
事
に
確
認
さ
れ
る
。

同
月
（
一
〇
一
八
年
第
一
〇
月
／
一
六
〇
九
年
一
二
月
―
一

六
一
〇
年
一
月
）、
私
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
で
［
エ
ジ
プ
ト
中
部

の
］
バ
フ
ナ
サ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ
地
方Iqlīm

 al

一Bahnasāw
iy

ya

の
人
々
の
一
団
と
出
会
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は
故
ア
イ

ダ
ム
ル
・
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
の
集
会
モ
ス
ク
に
座
っ
て
い
た
。

私
た
ち
が
こ
の
年
の
ナ
イ
ル
川
の
増
水
停
止
に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
る
と
、
彼
ら
は
私
に
次
の
こ
と
を
伝
え
た
。
す
な
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わ
ち
、
上
エ
ジ
プ
ト
南
部
の
大
部
分
と
バ
フ
ナ
サ
ー
ウ
ィ
ー

ヤ
の
多
数
の
村
々
で
は
灌
漑
が
で
き
ず
、
水
牛
・
牛
・
羊
な

ど
の
家
畜
が
死
滅
し
た
。
そ
れ
ら
の
村
々
が
牧
草
地
の
不
足

か
ら
荒
廃
し
、
水
牛
や
牛
は
嘔
吐
し
て
間
も
な
く
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
価
値
の
水
牛
や

牛
が
三
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
売
ら
れ
た
が
、
そ
の
衰
弱
の
激
し

さ
か
ら
購
入
希
望
者
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
も
と
で

は
、
一
ラ
ト
ル
当
た
り
二
ニ
ス
フ
の
価
値
の
バ
タ
ー
オ
イ
ル

が
五
ニ
ス
フ
で
売
ら
れ
、
し
か
も
少
量
し
か
見
出
せ
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
、
近
年
こ
の
よ
う
な
日
々
を
目
に
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
と
い（
う

）
125

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
ク

の
界
隈
が
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
家
族
生
活
の
中
心
的
な
場
で

あ
っ
た
。
他
方
、
若
い
頃
の
彼
の
職
業
生
活
で
重
要
で
あ
っ
た
の

が
、
州
総
督
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
五
六
八
、

一
五
七
一
―
一
五
七
三
）
が
建
造
し
た
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
施
設
複

合
体
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤal

一Sināniyya

の
一
角
に
あ
っ
た
商
館
で

あ
る
。
著
者
と
こ
の
商
館
の
関
係
は
一
〇
一
五
年
第
七
月
／
一
六

〇
六
年
一
一
月
の
以
下
の
記
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。

同
月
、
ル
ー
ム
地
方
と
シ
ャ
ー
ム
地
方
か
ら
の
輸
入
商
品
が

海
路
で
到
着
し
た
。
ま
た
キ
プ
ロ
ス
か
ら
運
ば
れ
た
イ
ナ
ゴ

豆
（kharrūb

）
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ー
ヒ
ラ
で

不
足
し
、
一
キ
ン
タ
ー
ル
当
た
り
五
〇
ニ
ス
フ
で
売
ら
れ
て

い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
価
格
は
下
が
り
、
一
キ
ン

タ
ー
ル
当
た
り
三
四
ニ
ス
フ
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
そ
れ
を
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
故
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ス
ィ
ナ
ン
・

パ
シ
ャ
商
館W

ikālat al

一m
arḥ ūm

 al

一W
azīr Sinān 

Bāshā

の
計
量
士
で
あ
っ
た
時
に
量
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
キ

ン
タ
ー
ル
当
た
り
一
四
ニ
ス
フ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宦
官

の
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
の
時
代
に
物
価
高
（ghalāʼ

）
で
あ
っ

た
際
に
は
、
一
キ
ン
タ
ー
ル
当
た
り
二
四
ニ
ス
フ
で
あ
っ（
た

）
126

。

こ
こ
で
は
、
糖
分
摂
取
に
有
用
な
イ
ナ
ゴ
豆
の
カ
ー
ヒ
ラ
に
お
け

る
高
騰
が
キ
プ
ロ
ス
か
ら
の
供
給
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
解
消
さ
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
嘗
て
の
価
格
と
比
べ
れ
ば
高
値
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
記
述
の
流
れ
に
沿
っ
て
読
む

な
ら
ば
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
同
商
館
で
計
量
業
に
従
事
し

て
い
た
の
は
、
ハ
ド
ゥ
ム
・
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャḤ asan Bāshā 

al

一Ṭ aw
āshī

の
任
期
の
物
価
高
騰
時
よ
り
も
前
の
時
期
の
こ
と
だ

っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
別
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
容
姿
端
麗
で
あ
っ
た
こ
の
宦
官
州
総
督
の
着
任
日
は
九

八
八
年
第
五
月
一
六
日
／
一
五
八
〇
年
六
月
二
九
日
、
退
任
日
は

九
九
一
年
第
四
月
一
三
日
／
一
五
八
三
年
五
月
六
日
で
あ
っ
た



史
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三
〇　
（
三
〇

か（
ら

）
127

、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
商
館
に
お

け
る
計
量
活
動
は
、
一
五
八
〇
年
初
頭
以
前
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
同
商
館
は
、
彼
が
最
初
の
妻
と

結
婚
す
る
前
、
つ
ま
り
十
代
後
半
頃
の
最
初
の
職
場
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
り
、
カ
イ
ロ
の
都
市
景
観
の
「
オ
ス
マ
ン
化
」
に
貢
献
し

た（
が

）
128

、
こ
の
大
モ
ス
ク
を
中
核
施
設
と
し
た
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
に

関
す
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
記
述
は
、
歴
代
州
総
督
た
ち
の
事

績
を
扱
っ
た
箇
所
全
体
の
中
で
抜
群
の
分
量
を
示
し
て
い（
る

）
129

。
そ

れ
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
、
一
時
期
自
ら
の
職
場
と
し
て

通
勤
し
た
こ
の
施
設
複
合
体
と
そ
の
運
営
に
関
す
る
情
報
を
、
特

別
に
多
く
得
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
イ
ロ
の
河
港
の

近
世
的
空
間
に
お
い
て
肝
要
な
位
置
を
占
め
た
こ
の
施
設
複
合
体

に
つ
い
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
は
同
時
代
の
叙
述
史
料
の
中
で

は
例
外
的
に
種
々
の
独
自
情
報
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
約

的
に
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

後
に
大
宰
相
と
な
っ
た
コ
ジ
ャ
・
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
は
エ
ジ

プ
ト
州
総
督
を
二
度
務
め
た
が
、
一
度
目
の
任
期
は
イ
エ
メ
ン
州

に
赴
く
前
の
こ
と
で
、
九
七
五
年
第
八
月
二
四
日
／
一
五
六
八
年

二
月
二
四
日
か
ら
九
七
六
年
第
六
月
一
三
日
／
一
五
六
八
年
一
二

月
三
日
ま（
で

）
130

、
二
度
目
の
任
期
は
イ
エ
メ
ン
州
か
ら
の
帰
還
後
の

九
七
九
年
第
二
月
一
日
／
一
五
七
一
年
六
月
二
五
日
か
ら
九
八
〇

年
第
一
二
月
二
九
日
／
一
五
七
三
年
五
月
二
日
ま
で
で
あ
っ（
た

）
131

。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
こ
の
「
大
宰
相
（al

一w
azīr al

一aʻẓ am

）」
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
建
設
事
業
の
大
き
さ
を
強
調
し
、

な
か
で
も
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ス
ィ
ナ
ン
・
モ
ス
ク
に
つ
い
て
詳
説
し

て
い
る
。
彼
は
こ
れ
を
モ
ス
ク
で
は
な
く
「
偉
大
な
学
院
（m

ad
rasa ʻaẓ īm

a

）」
と
表
現
し
、「
そ
の
建
設
が
完
了
し
た
の
は
［
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
の
］
九
七
〇
数
年
で
あ
り
、
当
時
私
は
初
等
学
校

（m
aktab al

一taʼdīb

）
に
い
た
。」
と
記
し
て
い（
る

）
132

。
そ
し
て
、

ミ
ナ
レ
ッ
ト
に
「
ル
ー
ム
地
方
様
式
（ṭ arīqat al

一bilād al

一Rūm
iyya

）」
を
採
用
す
る
な
ど
「
カ
イ
ロ
の
諸
学
院
の
様
式

（ṭ arīqat al

一m
adāris allatī bi-al

一Q
āhira

）」
と
異
な
る
こ
の
建

築
物
の
特
徴
に
注
目
し
、
ま
た
、
大
ド
ー
ム
完
成
後
の
崩
落
事
故

で
建
設
業
者
や
労
働
者
が
下
敷
き
と
な
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
建
設
業

者
た
ち
で
は
修
復
で
き
ず
に
ル
ー
ム
地
方
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

技
術
者
を
招
聘
し
て
再
建
が
叶
っ
た
、
と
い
う
独
自
情
報
も
伝
え

て
い（
る

）
133

。

　

続
い
て
、
施
設
職
員
に
関
し
て
、
イ
マ
ー
ム
、
説
教
師

（khaṭ īb
）、
四
〇
名
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
、
四
名
の
礼
拝
呼
掛
け

人
た
ち
、
計
時
係
（m

uw
aqqit

）、
照
明
係
（w

aqqād

）、
用
務



計
量
と
歴
史
記
述

）

三
一　
（
三
一

員
（farrāsh

）、
門
番
（baw

w
āb

）、
イ
ン
ド
の
香
料
の
焚
香
係

な
ど
の
当
初
か
ら
の
施
設
職
員
に
加
え
、
毎
日
夜
明
け
の
礼
拝
後

に
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
第
六
章
の
家
畜
章
（al

一A
nʻām

）
を
読
誦
す

る
四
〇
名
、
日
没
の
礼
拝
と
夜
の
礼
拝
の
間
に
『
ク
ル
ア
ー
ン
』

を
毎
日
二
ヒ
ズ
ブ
ず
つ
読
誦
す
る
各
六
名
か
ら
成
る
二
組
が
ス
ィ

ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
大
宰
相
在
任
中
に
増
員
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

い（
る

）
134

。
な
お
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
「
マ
ド
ラ
サ
」
と
呼
ぶ

当
施
設
で
あ
る
が
、
記
述
内
容
か
ら
は
高
等
教
育
施
設
と
し
て
の

機
能
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　

次
に
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
一
角
を
成
す
マ
ク
タ
ブ
（
初
等
学

校
）
と
そ
の
下
階
に
位
置
す
る
サ
ビ
ー
ル
（
給
水
所
）
に
関
す
る

情
報
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
職
員
に
サ
ビ
ー
ル
の
給
水
係
（qay

yim

）、
教
師
（m

uʼaddib

）
と
助
手
（ʻarīf

）
が
い
て
、
生
徒
は

二
〇
名
の
孤
児
と
し
て
い
る
。
続
い
て
二
つ
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
（
商

館
）、
そ
れ
に
布
・
毛
糸
服
・
上
衣
が
売
ら
れ
て
い
る
カ
イ
サ
ー

リ
ー
ヤ
の
説
明
へ
と
移
る
。
各
ウ
ィ
カ
ー
ラ
の
上
階
の
ラ
ブ
ウ

（
集
合
住
宅
）
が
各
々
の
位
置
関
係
を
含
め
て
詳
述
さ
れ
、
さ
ら

に
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
一
部
と
し
て
前
記
「
マ
ド
ラ
サ
」
の
沐
浴

所
近
く
に
ハ
ン
マ
ー
ム
（
公
衆
浴
場
）
が
あ
り
、
そ
の
上
階
に
あ

る
ラ
ブ
ウ
の
下
、（
お
そ
ら
く
は
ハ
ン
マ
ー
ム
に
隣
接
し
て
）
各

種
穀
物
を
売
る
倉
庫
群
（ḥ aw

āṣ il

）
が
配
さ
れ
て
い
た
と
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
職
員
の
パ
ン
を
製
造
す
る
た
め
の
製
粉
所

（ṭ āḥ ūn

）
と
パ
ン
焼
き
窯
（furn

）
が
管
財
人
（nāẓ ir

）
の
一
人

に
よ
っ
て
増
設
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い（
る

）
135

。

　

こ
の
施
設
複
合
体
の
ワ
ク
フ
管
財
人
の
下
で
、
カ
イ
ロ
で
運
営

を
統
括
す
る
現
場
管
理
人
（m

ubāshir

）
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク

フ
設
定
者
の
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
存
命
中
は
ギ
ザ
県
の
カ
ー
デ

ィ
ー
で
あ
っ
た
ア
フ
マ
ド
・
ブ
ン
・
シ
ャ
ア
バ
ー
ンal

一A
fandī 

A
ḥ m

ad ibn Shaʻbān

が
、
そ
の
死
後
に
は
こ
の
パ
シ
ャ
の
寵
愛

や
尊
敬
を
享
受
し
、
イ
エ
メ
ン
へ
の
赴
任
の
際
に
も
同
行
し
た
デ

ィ
ー
ワ
ー
ン
の
記
録
官
（m

uw
aqqiʻ bi-al

一D
īw

ān al

一ʻĀ
lī

）
の

カ
ー
デ
ィ
ー
・
ス
ウ
ー
デ
ィ
ーA

bū ʻA
bd A

llāh Sham
s al

一D
īn M

uḥ am
m

ad al

一Suʻūdī 

が
務
め
た
。
そ
し
て
、
ス
ウ
ー
デ

ィ
ー
は
晩
年
に
視
覚
を
失
っ
た
た
め
、
ス
ル
タ
ン
の
ワ
ク
フ
の
会

計
書
記
（kātib al

一m
uḥ āsabāt bi-al

一aw
qāf al

一sulṭ āniyya

）

で
カ
ー
デ
ィ
ー
の
ア
ッ
バ
ー
デ
ィ
ーM

uḥ am
m

ad Zayn 
al

一ʻA
bbādī

が
代
理
で
同
職
を
担
い
、
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー
の
死
後
に

正
式
に
同
職
に
着
い
た
と
い（
う

）
136

。

　

こ
の
モ
ス
ク
の
イ
マ
ー
ム
を
務
め
た
の
は
、
就
任
順
に
①
シ
ャ

イ
フ
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ーʻA

bd al

一W
ahhāb al

一Burullusī

、
②

シ
ャ
イ
フ
・
ブ
サ
ー
テ
ィ
ーM

uḥ am
m

ad al

一Busāṭ ī

、
③
カ
ー

デ
ィ
ー
の
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー
ンSham

s al

一D
īn M

uḥ am
m

ad
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（
②
の
子
）
で
あ
り
、
③
は
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
執
筆
時
に
も

ま
だ
同
職
を
務
め
て
い（
た

）
137

。
①
の
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
は
、
ブ
ー

ラ
ー
ク
の
商
人
名
家
ア
ー
ス
ィ
ー
家
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
・
ア
ブ
ド

ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ンʻA

bd al

一Raḥ m
ān ibn al

一ʻĀ
ṣ ī

の
ス
ィ
ナ
ン
・

パ
シ
ャ
へ
の
執
り
成
し
に
よ
っ
て
こ
の
職
を
獲
得
し
た
。
ブ
ル
ッ

ル
ス
ィ
ー
は
、
こ
の
大
商
人
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
が
設
立
し

た
マ
ク
タ
ブ
の
児
童
の
教
師
（m

uʼaddib al

一aṭ fāl

）
も
兼
務
し

て
い
た
が
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
死
後
に
そ
の
甥
で
や
は

り
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
（
紳
商
）
の
尊
称
を
帯
び
る
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ウ

ィ
ーʻA

bd al

一Q
aw

ī

が
マ
ク
タ
ブ
の
ワ
ク
フ
管
財
人
職
を
継
承

す
る
と
、
彼
と
の
間
で
諍
い
が
起
こ
り
、
結
局
は
両
方
の
職
か
ら

解
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い（
う

）
138

。
ま
た
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
は
、
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
が
「
現
世
と
こ
の
世
の
物
資
の
獲
得

の
た
め
に
」
マ
ー
リ
ク
派
か
ら
法
学
派
を
変
え
た
と
も
指
摘
し
て

い（
る

）
139

。
何
れ
の
法
学
派
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
オ
ス
マ

ン
朝
の
法
学
派
」
の
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
特
に
注
視
す
べ
き
は
、
上
記
の
シ
ャ
イ
フ
が
「
私
た
ち

の
同
郷
人
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で

あ（
る

）
140

。
こ
れ
は
、
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
の
最
北
部
、
地
中
海
に
面
し
た

汽
水
域
ブ
ル
ッ
ル
ス
湖
の
畔
に
あ
る
税
関
の
港
ブ
ル
ッ
ル
ス
が
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
家
の
故
郷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
重

要
記
述
と
い
え（
る

）
141

。
な
お
、
②
の
ブ
サ
ー
テ
ィ
ー
も
「
イ
マ
ー
ム

の
職
の
た
め
に
」
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
か
ら
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派

へ
と
法
学
派
を
変
え
た
と
さ
れ
て
お（
り

）
142

、「
法
学
派
の
鞍
替
え
」

が
珍
し
く
な
か
っ
た
当
時
の
実
態
が
窺
え
よ
う
。

　

ま
た
、
最
初
の
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
前
述
の
現
場
管
理
人
シ
ャ
ム
ス

ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ス
ウ
ー
デ
ィ
ー
の
兄
弟
で
サ
ー
リ
フ
（ṣ āliḥ

、
信
仰

正
し
き
人
、
聖
者
）
の
シ
ハ
ー
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ンShihāb al

一D
īn 

al

一Suʻūdī 

で
あ
り
、
彼
は
サ
リ
ー
バ
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ニ
ー
ヤ
街

区K
huṭṭ  al

一Ṣ alība al

一Ṭ ūlūniyya

に
住
ん
で
い
た
。
続
く
後
任

の
ス
ー
フ
ィ
ー
家
系
出
身
の
ブ
ハ
イ
リ
ーʻA

bd al

一Raʼūf ibn 
K

am
āl al

一D
īn al

一Buḥ ayrī 

は
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
執
筆
さ

れ
た
頃
に
同
職
を
務
め
て
い
た
。
そ
し
て
、「
前
述
の
マ
ド
ラ
サ

の
諸
職
の
大
部
分
は
前
記
の
ブ
ハ
イ
リ
ー
の
息
子
た
ち
の
手
中
に

あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い（
る

）
143

。

　

以
上
が
詳
細
な
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
関
連
記
事
の
概
要
で
あ
る（
が

）
144

、

さ
ら
に
、
創
設
時
の
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
動
き
を
鮮
明
に
描
い
た
次
の

よ
う
な
記
述
も
残
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
私
が
目
に
し
た
珍
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ

る
練
り
粉
職
人
が
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ス
ィ
ナ
ン
の
マ
ド
ラ
サ
の

形
に
練
り
粉
を
造
り
、
そ
れ
を
パ
ン
焼
き
窯
で
パ
ン
に
し
て
、

緑
青
（zinjār

）
や
砒
素
（ṣ īlaqūn

）
で
色
を
付
け
、
ド
ー
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ム
や
ミ
ナ
レ
ッ
ト
や
周
囲
の
胸
壁
飾
り
（shurufāt

）
ま
で

造
形
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
金
属
打
楽
器
（nuqqāriy‑

‌ya
）
を
伴
っ
て
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
道
々
を
進
ん
だ
の
で
あ（
る

）
145

。

緑
青
や
砒
素
で
緑
に
色
付
け
さ
れ
た
細
工
パ
ン
は
今
日
的
視
点
で

は
危
険
食
品
だ
が
、
町
の
パ
ン
職
人
が
自
慢
の
腕
を
披
露
し
た
こ

の
落
成
記
念
の
民
衆
的
な
祝
賀
行
進
に
、
強
い
視
覚
的
イ
ン
パ
ク

ト
を
放
つ
大
モ
ス
ク
の
出
現
に
接
し
た
ブ
ー
ラ
ー
ク
住
民
の
高
揚

感
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
、
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
に
は
二
つ
の
ウ

ィ
カ
ー
ラ
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
大
ハ
ー
ンal

一K
hān al

一K
abīr

」」
と
「
小
ハ
ー
ンal

一K
hān al

一Ṣ aghīr

」
と
も
呼
ば
れ
、

ハ
ン
ナ
ー
は
ワ
ク
フ
証
書
の
記
述
内
容
や
建
築
の
特
徴
か
ら
、
こ

の
「
大
ハ
ー
ン
」
と
一
九
八
三
年
の
時
点
で
現
存
し
て
い
た
「
イ

ナ
ゴ
豆
商
館W

ikālat al

一K
harnūb

」
が
同
一
の
施
設
で
あ
り
、

同
商
館
は
一
八
世
紀
以
降
に
「
イ
ナ
ゴ
豆
商
館
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
そ
れ
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
に
特
徴
的
な

長
方
形
プ
ラ
ン
の
二
階
建
て
低
層
建
築
で
あ
っ
た
が
、
敷
地
面
積

が
約
三
八
四
〇
平
米
に
も
及
び
、
ハ
サ
ン
・
パ
シ
ャ
商
館

W
ikālat Ḥ asan Bāshā

、
油
商
館W

ikālat al

一Zayt

と
並
ん
で

こ
の
河
港
の
三
大
商
館
の
一
つ
で
あ
っ（
た

）
146

。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
の
職
場
が
こ
の
大
商
館
と
「
ラ
ブ
ウ
の
商
館W

ikālat al
一Rabʻ al

一Sināniyya

」
と
い
う
別
名
を
も
つ
小
商
館
の
何
れ
で
あ

っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
商
館
関
係

者
と
の
親
交
は
、
商
館
の
タ
ー
ジ
ル
（
大
商
人
）
に
関
す
る
次
の

よ
う
な
死
亡
記
事
に
も
み
て
と
れ
る
。

一
〇
一
四
年
第
一
月
二
九
日
の
夜
／
一
六
〇
五
年
六
月
一
五

日
、
偉
大
で
尊
い
我
ら
の
仲
間
、
故
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ス
ィ
ナ

ン
・
パ
シ
ャ
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
の
タ
ー
ジ
ル
た
ち
の
一
人
で
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ュ
ル
ー
ドIbn al

一A
jrūd

と
し
て
知
ら
れ
る

ハ
ー
ッ
ジ
・
マ
ン
ス
ー
ルḤ ājj M

anṣ ūr

が
死
去
し
た
。
彼

は
信
仰
と
善
行
と
喜
捨
（ṣ adaqa

）
の
人
々
の
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。
彼
は
喜
捨
と
し
て
毎
日
二
五
ラ
ト
ル
の
丸
平
パ
ン
の

分
配
を
行
な
い
、
貧
者
た
ち
が
そ
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
の
門
に
お

い
て
彼
の
許
に
参
集
し
、
彼
の
配
下
（jam

āʻa

）
の
あ
る
者

が
彼
ら
に
対
し
て
パ
ン
を
一
枚
ず
つ
配
っ
て
い
た
。
ま
た
、

あ
る
貧
者
が
亡
く
な
る
と
、
彼
は
至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
に
向

か
う
死
に
装
束
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
資
産
は
約
一
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に

過
ぎ
ず
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
タ
ー
ジ
ル
た
ち
の
よ
う
な
財
力
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
長
期
に
亘
っ
て
そ
の
親
切
と

慈
善
（iḥ sān

）
で
私
を
充
た
し
て
く
れ
た
。
至
高
な
る
ア

ッ
ラ
ー
が
彼
を
嘉
し
、
楽
園
を
も
っ
て
彼
に
報
い
ら
れ
ま
す
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よ
う
に（
！

）
147 

ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
何
れ
か
の
商
館
、
単
に
「
商
館
」
と
表
現
し

て
い
る
の
で
お
そ
ら
く
は
大
商
館
の
方
を
拠
点
に
商
業
活
動
を
展

開
し
た
こ
の
大
商
人
は
、
喜
捨
に
情
熱
を
注
ぐ
あ
ま
り
、
意
外
に

も
蓄
財
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
或
い
は
、
そ
の
よ
う
に
周
囲
か
ら

み
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
自
身
も
、
こ

の
ブ
ー
ラ
ー
ク
商
人
の
積
極
的
な
慈
善
行
為
の
恩
恵
を
被
っ
て
い

た
。
信
仰
に
篤
い
商
館
の
富
め
る
タ
ー
ジ
ル
に
よ
る
喜
捨
は
、
貧

者
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
で
働
く
計
量
士
を
も
対
象
に
含
む
広
が
り

を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述
は
、
ワ
ク
フ
対
象

施
設
で
は
な
く
、
慈
善
の
財
源
を
生
む
ワ
ク
フ
物
件
で
あ
る
商
館

の
「
門
」
を
舞
台
と
し
た
、
施
設
関
係
者
に
よ
る
個
人
的
な
救
貧

実
践
の
実
態
を
伝
え
て
い
る
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
富
裕
な
ブ
ー
ラ
ー
ク
市
民
と
の
関
わ

り
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
確
認
さ
れ
る
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
、

一
〇
一
六
年
第
七
月
四
日
夜
／
一
六
〇
七
年
一
〇
月
二
四
日
、
ハ

ッ
ジ
巡
礼
の
帰
路
で
死
去
し
た
、
フ
ィ
ラ
ー
ル
ジ
ーal

一Firārjī

と
し
て
知
ら
れ
る
ア
フ
マ
ド
親
方M

uʻallim
 A

ḥ m
ad ibn 

al

一M
uʻallim

 Y
ūsuf

に
関
す
る
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
こ
の

親
方
は
、「
複
数
の
亜
麻
仁
油
及
び
胡
麻
油
の
圧
搾
所
の
搾
油
業

者
（m

udaw
lib bi-al

一m
aʻāṣ ir allatī yuʻm

al bi-hā al

一zayt 

al

一m
ustakhraj m

in bizr al

一kittān w
a al

一sayārij

）」
で
あ
り
、

資
産
家
（dhū al

一tharw
a

）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ギ
ザ
県

で
の
農
産
加
工
で
得
た
亜
麻
種
子
を
用
い
た
亜
麻
仁
油
の
製
造
に

関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
ア
フ
マ
ド
親
方
は
ハ
ッ
ジ
巡
礼
に
際

し
、
カ
イ
ロ
に
残
し
た
息
子
の
一
人
に
巨
額
の
資
産
を
託
し
た
。

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
こ
の
息
子
か
ら
直
に
次
の
よ
う
な
話

を
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
マ
ド
親
方
の
金
庫
に
は

二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
金
貨
が
あ
っ
た
が
、
遺
産
相
続
の
後
、
息

子
は
困
窮
し
、
借
金
を
背
負
っ
て
し
ま
っ
た
。
若
衆
（aḥ dāth

）

に
耽
溺
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
兄
弟
た

ち
も
貧
窮
に
陥
り
、「
彼
ら
の
状
態
は
衰
微
し
た
」
と
い（
う

）
148

。
イ

ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ア
フ
マ
ド
親
方
に
話
を
戻
し
、
さ
ら
に

書
き
加
え
て
い
る
。

彼
ら
の
父
（
ア
フ
マ
ド
親
方
）
は
最
初
、
籠
を
頭
に
乗
せ
て

カ
ー
ヒ
ラ
で
鶏
を
売
り
歩
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
富
裕

に
な
り
、
財
を
成
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
に
商

館
や
ラ
ブ
ウ
を
複
数
保
有
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ー
ス
ィ
ー
・
ブ

ル
ッ
ル
ス
ィ
ーIbn al

一ʻĀ
ṣ ī al

一Burullusī 

と
し
て
知
ら
れ

た
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ンʻA

bd al

一Raḥ m
ān

の
仲
間

（aqrān
）
の
一
人
で
あ
っ（
た

）
149

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
が
な
い
鶏
の
行
商
か
ら
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
紳
商
と
懇
意
の
富
裕
な
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製
油
業
者
へ
と
成
り
上
が
っ
た
初
代
と
、
身
上
を
潰
し
た
後
継
者

た
ち
に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
感
慨
を
込
め
て
縷
述

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
一
〇
一
八
年
第
七
月
／
一
六
〇
九
年

一
〇
月
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ム
カ
ッ
ダ
ム
・
ト
ゥ
ウ
マ
街
区Ḥ ārat 

al

一M
uqaddam

 Ṭ uʻm
a

の
ズ
ィ
フ
ザ
ー
フJam

āl al

一D
īn Y

ūsuf 
al

一Zifzāf

と
い
う
生
け
る
聖
者
（ṣ āliḥ  m

uʻtaqad

）
の
家
で
婚

礼
と
割
礼
の
大
宴
会
が
催
さ
れ
、
ウ
ラ
マ
ー
や
篤
信
の
人
（々ahl 

al

一ṣ alāḥ

）
が
参
集
し
、
そ
こ
で
は
貧
民
へ
の
施
行
（iṭ ʻām

）
も

実
践
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
述

に
は
、「
当
時
私
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
に
出

席
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
あ（
り

）
150

、
少
な
く
と
も
こ
の
時

点
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
居
住
地
が
ブ
ー
ラ
ー
ク
で
あ
っ
た

と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
る
。
な
お
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
に
居
住
し
た
こ

の
有
力
聖
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
歴
史
家
の
宗
教
実
践

や
学
者
・
ス
ー
フ
ィ
ー
・
聖
者
と
の
交
流
関
係
に
照
準
を
合
わ
せ

た
次
稿
に
て
詳
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

５
．
計
量
士
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

　

ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
商
館
で
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
職
務

内
容
に
関
し
て
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
上
記
以
外

の
情
報
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
場
に
お
け
る
彼
の

計
量
士
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
少
な
か
ら
ず
記
述
が
存
在
す

る
。
本
章
で
は
、
歴
史
家
と
し
て
は
珍
し
い
特
徴
と
い
え
る
こ
の

計
量
士
と
し
て
の
面
に
照
準
を
合
わ
せ
、
そ
の
具
体
像
を
可
能
な

限
り
描
出
し
て
み
た（
い

）
151

。

　

近
世
ア
ラ
ブ
都
市
の
市
場
で
は
、
商
品
計
量
の
専
門
技
術
者
た

ち
が
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

穀
物
の
容
積
の
測
定
者
が
カ
イ
ヤ
ー
ル
（kayyāl

）
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
の
種
々
の
商
品
に
つ
い
て
重
量
を
棹
秤
（qabbān

）
で

測
定
す
る
計
量
士
が
カ
ッ
バ
ー
ニ
ー
（qabbānī

）
で
あ
っ（
た

）
152

。

オ
ス
マ
ン
朝
期
カ
イ
ロ
の
カ
ッ
バ
ー
ニ
ー
の
実
態
は
未
だ
殆
ど
解

明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
八
六
四
―
六
五
年
と
一
八
七
九
―
八
二

年
に
エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
た
好
事
家
的
な
ア
ラ
ブ
研
究
者
の
ロ
ネ

A
rthur Rhoné

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
計
量
士
は
商
館
な
ど
で
買

い
手
の
要
請
に
応
じ
て
、
エ
ジ
プ
ト
州
政
権
公
認
の
分
銅
を
用
い

て
厳
正
に
重
量
を
確
か
め
て
い
た
と
い（
う

）
153

。
ハ
ン
ナ
ー
も
カ
イ
ロ

の
有
力
商
人
ア
ブ
ー
・
タ
ー
キ
ー
ヤ
（
一
六
二
四
歿
）
に
関
す
る

研
究
に
お
い
て
、
カ
ッ
バ
ー
ニ
ー
が
サ
ッ
ラ
ー
フ
（
両
替
人
）
と

共
に
ウ
ィ
カ
ー
ラ
（
商
館
）
で
の
取
引
の
場
に
参
加
し
て
い
た
と

し
て
い（
る

）
154

。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
計
量
士
と
し
て
の
活
動
に
関
し
て
は
、
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一
〇
〇
〇
年
第
一
月
初
旬
／
一
五
九
一
年
一
〇
月
下
旬
に
カ
イ
ロ

を
襲
っ
た
大
洪
水
に
つ
い
て
、
自
ら
の
体
験
を
交
え
つ
つ
叙
述
し

た
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
以
下
の
記
事
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

激
し
い
雨
が
降
り
、
そ
れ
は
メ
ッ
カ
や
シ
リ
ア
地
方
に
来
襲

す
る
洪
水
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
る
で
革
水
筒
の
口
々
か
ら
降

り
注
い
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
私
は
、
ラ

ス
ラ
ー
ニ
ー
ヤal

一Raslāniyya

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
荒

廃
し
た
マ
ド
ラ
サ
に
隣
接
し
た
、
ジ
ェ
ッ
ダ
総
督
と
し
て
知

ら
れ
た
故
ア
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
ベ
クJānī Bīk

の

農
園
（ghayṭ

）
に
お
い
て
、
秤
（qabbān

）
で
ナ
ツ
メ
ヤ

シ
の
計
量
を
行
な
っ
て
い
た
。［
中
略
］
そ
れ
か
ら
、
私
は

カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
街
区K

huṭṭ  Q
a-

nāṭ ir al

一Sibāʻ

の
マ
ク
ア
ド
（m

aqʻad

）
に
お
い
て
計
量
に

専
念
し
た
。
そ
し
て
私
が
そ
の
計
量
を
終
え
た
時
、
そ
れ
は

午
後
の
礼
拝
の
後
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
大
洪
水
が
発
生
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
私
の
服
の
全
て
や
タ
ー
バ
ン
は
ず

ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
自
宅
へ
向
か
お
う
と

ハ
ー
キ
ム
運
河al

一K
halīj al

一Ḥ ākim
ī

か
ら
下
っ
た
が
、
運

河
の
水
は
フ
ス
タ
ー
ト
の
運
河
開
き
の
日
の
そ
れ
の
如
く
み

え
た
。
そ
う
し
て
私
は
自
宅
に
辿
り
着
い
た
が
、
そ
の
日
私

は
急
襲
し
た
激
し
い
寒
さ
か
ら
破
滅
の
淵
に
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
洪
水
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
河
岸
に
あ
っ
た
多
く
の
穀

物
や
そ
の
他
の
も
の
を
荒
廃
さ
せ（
た

）
155

。

ラ
ス
ラ
ー
ニ
ー
ヤ
学
院
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
ア
ミ
ー

ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
ベ
ク
の
農
園
」
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
の

は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
ス
ル
タ
ン
・
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
期
に

こ
の
有
力
ア
ミ
ー
ル
の
ワ
ク
フ
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
ギ
ザ
県
の
ズ
ィ
ニ
ー
ンZinīn

村
で
あ（
る

）
156

。
河
港
ブ
ー
ラ
ー

ク
育
ち
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
対
岸
の
ギ
ザ
県
で
も
活
動
し

て
い
た
こ
と
は
、
一
〇
一
七
年
第
七
月
／
一
六
〇
八
年
一
〇
―
一

一
月
、
同
県
北
部
の
ニ
ク
ラ
ー
郷N

āḥ iyat N
iklā

で
当
時
豊
作

で
あ
っ
た
柘
榴
が
四
ラ
ト
ル
当
た
り
一
ニ
ス
フ
と
い
う
安
価
で
売

ら
れ
て
い
る
の
を
彼
が
目
撃
し
た
、
と
す
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続

篇
』
の
記
事
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ（
る

）
157

。
こ
れ
以
外
に
ギ
ザ
県

で
の
仕
事
に
つ
い
て
伝
え
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
が
、
州
都
カ
イ

ロ
の
対
岸
に
広
が
る
ギ
ザ
県
が
計
量
士
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・
ア
ジ

ャ
ミ
ー
の
活
動
範
囲
の
一
部
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
は

ブ
ー
ラ
ー
ク
・
ア
ッ
＝
タ
ク
ル
ー
ル
、
エ
ン
バ
ー
バIm

bāba

な

ど
ギ
ザ
県
に
関
す
る
情
報
を
多
く
含
む
点
で
カ
イ
ロ
年
代
記
と
し

て
異
彩
を
放
っ
て
い
る（
が

）
158

、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
「
出
張
活
動
」

に
よ
っ
て
州
都
か
ら
西
方
へ
と
延
伸
さ
れ
た
、
著
者
の
メ
ン
タ
ル
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三
七　
（
三
七

マ
ッ
プ
の
広
が
り
を
映
す
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
一
五
九
一
年
の
時
点
で
確
認
さ
れ
る
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア

ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
街（
区

）
159

の
マ
ク
ア
ド
（
開
廊
）
に
お
け
る
イ
ブ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
計
量
の
仕
事
は
、
長
期
に
亘
っ
て
家
計
を
支

え
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
界
隈
は
オ
ス
マ
ン
朝
期
の

カ
イ
ロ
の
南
部
市
域
に
お
い
て
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
地
区
と

共
に
都
市
下
層
の
居
住
地
で
あ（
り

）
160

、
多
分
に
周
縁
的
な
性
格
を
帯

び
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

一
〇
一
六
年
第
二
月
一
三
日
／
一
六
〇
七
年
六
月
九
日
、
こ
の

カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
地
区
で
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
は
「
悪
行
の
軍
隊
（ʻaskar m

ufsidīn
）」
に
属
す
る
酔
漢

二
名
を
目
撃
し
て
お（
り

）
161

、
ま
た
、
一
〇
一
七
年
第
二
月
／
一
六
〇

八
年
五
・
六
月
の
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
事
に
も
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。

こ
の
時
代
の
ア
ミ
ー
ル
た
ち
の
貪
欲
さ
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
私
は
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア

ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
の
ス
ー
ク
に
お
い
て
、
マ
ク
ア
ド
・
キ

バ
ー
ナM

aqʻad Q
ibāna

（
計
量
の
マ
ク
ア
ド
）
に
座
し
、

棹
秤
で
計
量
し
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を
扶
養
家
族
の
食
い
扶

持
（qūt al

一ʻiyāl

）
の
た
め
の
助
け
と
し
て
い
た
。
当
時
の

私
に
は
、
カ
イ
ロ
で
そ
れ
以
外
の
仕
事
が
無
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
あ
る
孤
児
に
帰
属
す
る
仔
馬
（m

uhr

）
の

二
分
の
一
の
持
分
に
つ
い
て
の
契
約
締
結
の
た
め
に
一
団
が

私
の
許
に
来
た
。
し
か
し
、
私
は
自
ら
の
こ
と
が
心
配
で
そ

れ
を
拒
否
し
た
。
と
い
う
の
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル

た
ち
が
計
量
士
組
合
（ṭ āʼifat al

一qabbāniyya

）
の
全
員
に

対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
際
に
証
言
す
る
こ
と
（ishhād

）
を

禁
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
、
私
の
許
に
ジ
ャ
ー
ウ

ィ
ー
シ
ー
ヤ
軍
（ṭ āʼifat al

一Jāw
īshiyya

）
の
あ
る
人
物
も

来
て
い
た
が
、
彼
は
私
の
所
か
ら
イ
ン
ク
壺
と
ペ
ン
と
紙
を

取
る
と
、
こ
の
契
約
締
結
の
二
つ
の
文
書
を
、
一
つ
目
は
売

り
手
、
二
つ
目
は
買
い
手
の
た
め
に
書
い
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
一
ニ
ス
フ
を
得
る
と
、
そ
れ
で

南
瓜
（qarʻ

）
を
買
い
、
自
宅
で
そ
れ
を
調
理
し
た
の
で

あ（
る

）
162

。

先
述
の
マ
ク
ア
ド
が
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
街
区

の
ス
ー
ク
に
あ
っ
て
、
特
に
計
量
業
務
に
使
わ
れ
た
都
市
構
造
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ（
る

）
163

。

　

引
用
記
事
中
で
と
り
わ
け
印
象
深
い
の
は
、
こ
の
歴
史
家
が
計

量
士
の
仕
事
を
続
け
た
理
由
を
家
族
の
食
費
を
稼
ぐ
た
め
と
し
、

「
カ
イ
ロ
で
そ
れ
以
外
の
仕
事
が
無
か
っ
た
」
と
自
ら
の
真
情
を

吐
露
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
高
等
教
育
に



史
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三
八　
（
三
八

お
け
る
学
問
修
業
の
経
験
を
持（
ち

）
164

、
ま
た
カ
イ
ロ
史
の
叙
述
に
情

熱
を
注
い
で
い
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
に
と
っ
て
、
計
量
と

い
う
地
道
な
業
務
は
生
活
上
止
む
を
得
え
ぬ
選
択
だ
っ
た
の
で

あ（
る

）
165

。

　

ま
た
、
契
約
の
締
結
に
関
す
る
部
分
も
当
該
社
会
の
興
味
深
い

実
態
を
細
密
に
描
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
正
を
旨
と
す

る
計
量
士
を
契
約
時
の
証
人
と
し
て
求
め
る
社
会
的
需
要
が
当
時

存
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
趨
向
に
対
し
て
、
州
都
カ
イ
ロ
の

計
量
士
組
合
の
統
制
を
担
う
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
た
ち
、
つ

ま
り
歴
代
の
エ
ジ
プ
ト
州
主
席
カ
ー
デ
ィ
ー
は
、
こ
う
し
た
「
副

業
」
に
彼
ら
が
携
わ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ

れ
を
遵
守
し
て
い
た
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
マ
ク
ア
ド
に
居

合
わ
せ
た
軍
人
が
こ
の
法
的
な
用
務
に
横
か
ら
飛
び
付
き
、
そ
う

し
て
稼
い
だ
小
銭
で
南
瓜
を
買
い
、
保
存
性
の
高
い
こ
の
野
菜
を

す
ぐ
さ
ま
調
理
し
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
い
じ
ま
し
い

姿
態
を
揶
揄
し
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
当
世
の
非
上
層
軍
人

た
ち
の
都
市
生
活
者
と
し
て
の
家
計
逼
迫
も
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
五
九
一
年
か
ら
一
六
〇
八
年
に
至
る
時
期

に
つ
い
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
計
量
士
と
し
て
の
活
動
の

場
と
し
て
当
該
史
料
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
カ
イ
ロ
南
部
に
位
置

す
る
サ
イ
イ
ダ
・
ゼ
イ
ナ
ブ
界
隈
の
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス

ィ
バ
ー
ウ
市
場
の
マ
ク
ア
ド
、
そ
し
て
ギ
ザ
県
の
農
地
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
期
間
内
に
、
彼
は
さ
ら
に
別
の
場
所
に
も
一
時
的

に
逗
留
し
て
い
る
。
滞
在
地
は
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
北
部
の
汽
水
域
ブ

ル
ッ
ル
ス
湖
の
中
心
港
ブ
ル
ッ
ル
ス
で
あ
る
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ

ュ
』
に
は
、

そ
れ
か
ら
私
は
、
一
〇
一
二
年
第
五
月
（
一
六
〇
三
年
一
〇

―
一
一
月
）
に
ブ
ル
ッ
ル
ス
港T

hagr al

一Burullus

へ
と

旅
を
し
て
、
同
年
第
七
月
一
五
日
（
一
六
〇
三
年
一
二
月
一

九
日
）
ま
で
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
に
カ
イ

ロ
で
起
き
た
こ
と
の
諸
情
報
を
私
は
知
ら
な（
い

）
166

。

と
あ
る
。
二
年
後
の
同
じ
時
季
、
一
〇
一
四
年
第
六
月
一
日
／
一

六
〇
五
年
一
〇
月
一
四
日
に
も
カ
イ
ロ
か
ら
ブ
ル
ッ
ル
ス
へ
と
移

動
し
、
第
一
〇
月
一
五
日
／
一
六
〇
六
年
二
月
二
三
日
ま
で
「
私

に
現
れ
た
福
利
（m

aṣ laḥ a

）
の
た
め
に
」
同
港
に
滞
在
し（
た

）
167

。

さ
ら
に
、
一
〇
一
七
年
第
八
月
／
一
六
〇
八
年
一
一
―
一
二
月
に

も
「
私
に
生
じ
た
仕
事
（shughl

）
の
た
め
」
カ
イ
ロ
を
離
れ
、

同
港
に
寄
留
し
た
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
に
「
そ
れ
か
ら
ラ

マ
ダ
ー
ン
月
が
始
ま
っ
た
。
新
月
の
そ
の
初
日
は
火
曜
日
で
あ
っ

た
が
、
ロ
ゼ
ッ
タ
の
人
々
、
そ
し
て
ブ
ル
ッ
ル
ス
港
の
一
部
の

人
々
は
月
曜
か
ら
斎
戒
を
し
た
。」
と
記
し
、
ま
た
同
港
で
ラ
マ
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ダ
ー
ン
月
に
多
く
の
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
が
倒
壊
し
た
と
述
べ
て
い
る
の

で
、
少
な
く
と
も
同
月
ま
で
は
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
と
み
て
よ

か
ろ（
う

）
168

。
つ
ま
り
、
一
六
〇
三
年
、
一
六
〇
五
年
、
一
六
〇
八
年

の
そ
れ
ぞ
れ
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
一

族
の
故
郷
で
あ
っ
た
ブ
ル
ッ
ル
ス
の
港
に
数
か
月
間
滞
在
し
、
何

ら
か
の
職
務
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
州
都
で
の
彼
の
本
職

は
計
量
士
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
税
関
の
港
市
に
お
い
て
も
特
殊

技
能
を
活
か
し
、
ま
た
地
縁
・
血
縁
に
頼
っ
て
「
出
稼
ぎ
」
を
し

て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
な
解
釈
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地

方
で
の
仕
事
を
獲
得
し
た
経
緯
や
職
務
内
容
に
関
す
る
具
体
的
な

記
事
は
、
残
念
な
が
ら
見
出
せ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
カ
イ
ロ
の
計
量
士
た
ち
は
単
一
の
同
職
組
合
を

成（
し

）
169

、
エ
ジ
プ
ト
州
の
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
の
監
督
下
に

あ（
り

）
170

、
他
の
同
職
組
合
と
同
様
に
組
合
長
が
計
量
士
た
ち
を
束
ね

て
い
た
。『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
よ
れ
ば
、
一
〇
一
六
年
第
一
二

月
／
一
六
〇
八
年
三
―
四
月
、
計
量
士
組
合
長
（shaykh ṭ āʼifat 

al

一qabbāniyya

）
を
務
め
た
ド
ゥ
バ
イ
スD

ubays

と
し
て
知
ら

れ
る
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
が
死
去
し
た
。
彼
は
晩
年
に
失
明

し
た
こ
と
か
ら
、
シ
ハ
ー
ブ
ッ
デ
ィ
ー
ンShihāb al

一D
īn

と
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
テ
ィ
ー
フʻA

bd al

一Laṭ īf

と
い
う
二
人
の
息
子
の
た

め
同
職
を
辞
し
て
い
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
さ
ら
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

彼
の
任
期
中
に
、
私
は
多
く
の
場
所
で
棹
秤
に
よ
る
計
量
に

従
事
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
私
に
は
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア

ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
街
区
の
マ
ク
ア
ド
に
同
僚
が
い
た
が
、
こ

の
人
物
と
は
数
多
く
の
喧
嘩
を
し
た
。
そ
う
し
て
、
私
は
ム

ハ
ン
マ
ド
・
ド
ゥ
バ
イ
ス
の
も
と
に
行
っ
て
訴
え
た
の
だ
が
、

彼
は
当
該
人
物
か
ら
得
た
賄
賂
（rashw

a

）
の
た
め
、
私

で
は
な
く
そ
の
人
物
の
方
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼

は
若
衆
（aḥ dāth

）
に
傾
倒
し
て
い（
た

）
171

。　

組
合
仲
間
と
の
度
々
の
諍
い
に
関
す
る
こ
の
記
事
は
、
カ
ナ
ー
テ

ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
の
マ
ク
ア
ド
が
必
ず
し
も
平
穏
な
職

場
で
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
組
合
内
部
の
紛

争
の
解
決
は
組
合
長
の
役
目
で
あ
っ
た
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ

ミ
ー
は
、
贈
賄
に
よ
っ
て
組
合
長
の
公
正
な
判
断
が
損
な
わ
れ
た

と
し
、
さ
ら
に
は
組
合
長
個
人
の
性
癖
を
指
弾
す
る
構
え
ま
で
み

せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
批
判
的
な
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ド
ゥ
バ
イ
ス
へ
の
視
線

と
は
異
な
り
、
次
に
組
合
長
に
就
任
し
た
シ
ャ
イ
フ
・
ヒ
ド
ゥ

ル
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ーK

hiḍ r ibn ʻU
bayd al

一Burullusī

に
つ

い
て
は
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
一
〇
一
七
年
第
三
月
／
一

六
〇
八
年
六
―
七
月
の
死
亡
記
事
に
、
以
下
の
よ
う
な
略
伝
が
示



史
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四
〇　
（
四
〇

さ
れ
て
い
る
。

彼
は
計
量
士
た
ち
の
仕
事
の
技
能
に
秀
で
て
お
り
、
ま
た
イ

ン
ド
式
算
術
（ʻilm

 al

一ghubār

）、
計
時
法
（m

īqāt

）、
そ

の
他
に
熟
達
し
て
い
た
。
彼
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
ア
イ
ダ
ム

ル
・
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
ク
の
計
時
係
（m

u-
w

aqqit

）
の
シ
ャ
イ
フ
・
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
ィ
ー
か
ら
そ
れ

（
計
時
法
）
を
学
ん
だ
。
彼
は
、
そ
の
時
代
の
ハ
ナ
フ
ィ
ー

派
シ
ャ
イ
フ
で
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ア

リ
ー
・
マ
ク
デ
ィ
ス
ィ
ーʻA

lī ibn Ghānim
 al

一M
aqdisī

の
仲
介
（w

āsiṭ a

）
で
、
ド
ゥ
バ
イ
ス
と
し
て
知
ら
れ
る
シ

ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
に
代
わ
っ
て
幸
運
に
も
カ
ッ
バ
ー

ニ
ー
ヤ
の
同
職
組
合
の
長
に
就
任
し（
た

）
172

。

計
量
士
と
し
て
の
技
能
や
数
理
的
知
識
を
備
え
た
こ
の
計
量
組
合

長
に
対
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
一
定
の
敬
意
を
抱
い
て

い
た
こ
と
が
こ
の
記
事
に
窺
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
記
述
に

よ
れ
ば
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
有
力
学
者
に
よ
る
仲
介
の
対
象
は
、

当
時
の
エ
ジ
プ
ト
州
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
の
イ
ブ
ン
・
ブ
ス

タ
ー
ンShaykh al

一Islām
 M

uḥ am
m

ad ibn Bustān

で
あ
っ（
た

）
173

。

つ
ま
り
、
計
量
士
組
合
を
監
督
す
る
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
職

の
保
持
者
へ
と
繋
が
る
人
脈
の
保
持
が
、
組
合
長
に
就
任
す
る
う

え
で
有
効
だ
っ
た
の
で
あ（
る

）
174

。

　

さ
ら
に
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ド
ゥ

ル
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
は
、
組
合
長
就
任
の
前
に
、
前
記
の
シ
ャ

イ
フ
・
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
ィ
ー
の
店
舗
（dukkān

）
や
ア
イ
ダ
ム

ル
・
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
の
ス
ー
ク
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

こ
の
組
合
長
は
ア
イ
ダ
ム
ル
・
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
ク
の
界

隈
を
活
動
の
場
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

か
ら
す
れ
ば
近
し
い
同
業
者
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ヒ
ド
ゥ
ル
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
は
同
職
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
そ
の
事
情
に
関
す
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
事
に

は
紙
葉
の
汚
損
に
よ
っ
て
判
読
不
能
の
箇
所
が
あ
る（
が

）
175

、『
マ

バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
依
拠
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ヒ
ド
ゥ
ル
は
そ
の
後
短
期
間
組
合
長
の
職
に
あ
っ
た
が
、
イ
ブ

ン
・
ブ
ス
タ
ー
ン
が
カ
ー
デ
ィ
ー
・
ア
ス
カ
ル
職
を
解
か
れ
る
と
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ド
ゥ
バ
イ
ス
が
組
合
長
職
へ
の
再
任
を
求
め
、
計

量
士
組
合
の
有
力
者
た
ち
（akābir al

一ṭ āʼifat al

一qabbāniyya

）

に
働
き
掛
け
、
ヒ
ド
ゥ
ル
の
追
い
落
と
し
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
、

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

彼
（
ヒ
ド
ゥ
ル
）
に
は
偽
造
銀
貨
の
鍛
造
（ḍ arb al

一fiḍḍ a 
al

一zaghal

）
を
め
ぐ
っ
て
の
悪
評
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
偽

造
通
貨
を
所
持
し
て
サ
ー
ガ
（
金
銀
宝
石
商
街
）
の
あ
る
小



計
量
と
歴
史
記
述

）

四
一　
（
四
一

売
商
か
ら
の
購
入
に
そ
れ
を
用
い
た
あ
る
娘
を
、
警
察
の
一

団
（jam

āʻat al

一shurṭ a

）
が
逮
捕
す
る
と
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
た
。
彼
ら
は
、
彼
女
に
拷
問
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
そ

の
銀
貨
が
何
処
か
ら
来
た
の
か
を
語
ら
せ
、
彼
女
は
そ
れ
が

ヒ
ド
ゥ
ル
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
自
白
し
た
。
そ
こ
で
、
警

察
長
官
（ṣ āḥ ib al

一shurṭ a

）
は
彼
（
ヒ
ド
ゥ
ル
）
を
逮
捕

し
、
彼
ら
の
も
と
で
牢
に
入
れ
て
、
彼
か
ら
罰
金
を
取
り
、

そ
の
後
、
釈
放
し
た
。
こ
う
し
て
、
カ
イ
ロ
で
は
彼
に
つ
い

て
の
そ
の
こ
と
が
噂
と
し
て
広
ま
り
、
彼
は
計
量
組
合
長
の

職
か
ら
解
任
さ
れ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ド
ゥ
バ
イ
ス
が
組
合
長

職
に
再
任
さ
れ（
た

）
176

。

事
の
真
相
に
つ
い
て
は
棚
上
げ
す
る
と
し
て
も
、
公
正
を
旨
と
し

た
計
量
士
の
組
合
長
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
に
鑑
み
れ
ば
、
偽
造

銀
貨
事
件
で
の
逮
捕
は
大
失
態
と
し
て
州
都
の
市
場
社
会
に
受
け

止
め
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
そ
の
前
月
の
一
〇
一
七

年
第
二
月
／
一
六
〇
八
年
五
―
六
月
に
は
、
カ
ス
ル
・
ア
イ
ニ
ー

al

一Q
aṣ r al

一ʻA
ynī

の
隣
に
あ
る
修
道
場
（takiyya

）
と
カ
イ
ロ

城
の
北
門
へ
と
至
る
傾
斜
地
の
ス
ー
ワṢ uw

w
a

に
あ
る
修
道
場

（takiyya

）
の
管
財
人
で
あ
っ
た
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ア
フ
マ
ド

al

一D
arw

īsh A
ḥ m

ad

が
、
金
貨
や
銀
貨
を
偽
造
し
た
と
し
て
、

や
は
り
警
察
長
官
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い（
た

）
177

。

こ
の
事
件
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
通
貨
の
偽
造
が
州
都

で
問
題
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ヒ
ド
ゥ
ル
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
の
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
も

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

こ
の
不
幸
が
前
述
の
ヒ
ド
ゥ
ル
に
起
こ
っ
た
時
、
彼
は
自
身

に
生
じ
た
不
名
誉
か
ら
カ
ー
ヒ
ラ
に
留
ま
ら
ず
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
へ
と
旅
立
ち
、
そ
こ
に
あ
る
期
間
留
ま
っ
た
。
そ
し
て

彼
は
自
ら
が
医
師
で
あ
る
と
主
張
し
、
何
人
か
を
治
療
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
か
の
地
で
別
の
出
来
事
が
あ
り
、
彼

は
叱
責
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
執
り
成
し
を

す
る
者
が
あ
り
、
彼
は
ロ
ゼ
ッ
タ
港
へ
と
帰
還
し
、
そ
こ
に

あ
る
期
間
留
ま
り
、
計
量
士
た
ち
と
そ
の
扶
養
者
た
ち
の
状

況
改
善
、
ま
た
そ
の
地
の
ウ
ィ
カ
ー
ラ
で
の
計
量
に
専
念
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
カ
ー
ヒ
ラ
へ
と
帰
還
し
た
。
若
い
頃

の
彼
は
父
親
と
共
に
船
で
旅
を
し
、
穀
物
の
商
い
を
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
彼
は
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
家
々
の
窓
の
下
を
歌
い

な
が
ら
巡
っ
て
い
た
。
彼
は
美
声
の
持
主
で
あ
っ（
た

）
178

。

イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
穀
物
商
人
・
計
量
士
・
医
師
と
巧
み

に
職
業
を
替
え
、
カ
イ
ロ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
ロ
ゼ
ッ
タ
な
ど
を

舞
台
に
波
乱
万
丈
の
人
生
を
歩
ん
だ
こ
の
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
怪
漢
を

見
放
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
好
奇
の
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
。
計
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四
二　
（
四
二

量
士
組
合
長
の
両
名
は
、
い
ず
れ
も
倫
理
的
・
法
的
に
問
題
視
さ

れ
得
る
人
物
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、

し
た
た
か
に
生
き
た
ヒ
ド
ゥ
ル
・
ブ
ル
ッ
ル
ス
ィ
ー
の
方
に
、
お

そ
ら
く
は
同
じ
界
隈
の
住
人
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
あ
る
種

の
愛
着
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

　

二
人
の
計
量
士
組
合
長
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
『
マ
バ
ー

ヒ
ジ
ュ
』
及
び
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
自
由
闊
達
な
記
述
は
、

計
量
士
組
合
員
の
リ
ー
ダ
ー
観
を
映
し
出
し
て
い
る
と
い
う
点
で

も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
指
摘
は
ま
た
、
計
量
士

組
合
長
の
職
を
め
ぐ
っ
て
賄
賂
・
コ
ネ
・
世
襲
が
常
態
化
し
て
い

た
当
時
の
世
相
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
に
は
、
ヒ
ド
ゥ
ル
・
ブ
ル
ッ

ル
ス
ィ
ー
の
死
か
ら
約
二
か
月
後
の
一
〇
一
七
年
第
五
月
／
一
六

〇
八
年
八
―
九
月
に
亡
く
な
っ
た
、
ハ
ル
ク
門
地
区K

huṭṭ  Bāb 
al

一K
harq

の
有
力
計
量
士
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ス
カ
イ
カ
ル

M
uḥ am

m
ad Sukaykar al

一Q
abbānī

に
関
す
る
記
事
も
み
ら

れ
る
。
こ
の
人
物
は
、
同
地
区
に
あ
る
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
パ
シ
ャ

集
会
モ
ス
クJām

iʻ Iskandar Bāshā

の
現
場
管
理
人

（m
ubāshir

）
や
そ
の
他
の
諸
職
を
務
め
て
い
た
が
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
許
に
は
多
く
の
計
量
士
た
ち
が
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は

自
ら
の
店
舗
（dukkān

）
で
多
数
の
者
た
ち
を
育
て
、
彼

ら
に
棹
秤
を
用
い
た
計
量
技
術
を
教
え
て
い
た
。
ま
た
、
特

に
計
量
士
た
ち
と
そ
の
扶
養
者
た
ち
の
状
態
の
改
善
に
功
を

成
し
た
が
、
そ
の
こ
と
で
彼
は
計
量
士
組
合
長
と
競
合
し
て

い
た
。
彼
は
生
前
に
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ー
ヤ
教
団
に
属
す
る
シ
ャ

イ
フ
・
カ
リ
ー
ム
の
、
大
き
な
ド
ー
ム
を
頂
く
修
道
場
の
形

を
と
っ
た
墓
廟
の
傍
ら
に
墓
を
設
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼

は
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
の
墓
の
上
に
は
居
住
用
の
家
々

（buyūt

）
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
住
居
は
シ
ャ
ッ
ク
・
ア

ッ
＝
ス
ウ
バ
ー
ンShaqq al

一T
huʻbān

と
し
て
知
ら
れ（
た

）
179

。

こ
の
記
事
か
ら
、
計
量
士
組
合
長
の
職
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
多
く
の
計
量
士
を
養
成
し
て
彼
ら
を
束
ね
る
有
力
計
量
士
も

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
の
「
店
舗
」
は
計
量
士
事
務
所
で

あ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
そ
の
墓
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
、

こ
の
人
物
が
一
定
の
資
産
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
、
先
述
の
と
お
り
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
カ
ナ
ー
テ

ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
の
マ
ク
ア
ド
の
同
僚
と
不
仲
で
あ
っ

た
が
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に
は
同
業
者
と
の
友
好
的
関
係
を
伝

え
る
記
述
も
確
認
さ
れ
る
。
一
〇
一
六
年
第
七
月
一
日
／
一
六
〇

七
年
一
〇
月
二
二
日
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ダ
ル
ブ
・
ア
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史
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四
三　
（
四
三

ル
＝
フ
ァ
ワ
ー
ヒ
ー
ル
街
区K

huṭṭ  D
arb al

一Faw
ākhīr

の
計

量
士
で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ー
デ
ィ
ル
・
イ
ブ
シ
ャ
イ
ヒ
ー

ʻA
bd al

一Q
ādir al

一Ibshayhī

の
許
を
訪
れ
、
そ
の
兄
（
ま
た
は

弟
）
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
死
亡
に
関
す
る
話
に
耳
を
傾

け
た
。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
、
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝

ス
ィ
バ
ー
ウ
の
近
く
の
ウ
マ
ル
シ
ャ
ー
橋Q

anṭ arat ʻU
m

ar 
Shāh

の
向
か
い
に
位
置
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
・
カ
ト
ク
ー
ト
学
院

M
adrasat al

一Q
āḍ ī K

atkūt
で
、
説
教
師
の
代
理
を
務
め
る
な

ど
宗
教
的
実
践
に
励
み
つ
つ
、
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
産
綿
花
の
取
引
に

も
従
事
し
て
い
た
富
裕
な
商
人
で
あ
り
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
に

詳
し
い
関
連
記
述
が
残
さ
れ
て
い（
る

）
180

。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・

ア
ジ
ャ
ミ
ー
が
個
人
的
に
親
交
を
結
び
、
家
を
訪
問
す
る
間
柄
の

計
量
士
も
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
前
記
の
よ
う
に
、『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続

篇
』
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
一
八
年
第
一
月
／
一
六
〇
九
年
四
月
以

降
の
記
事
に
は
、
州
総
督
オ
キ
ュ
ズ
（
ク
ル
ク
ラ
ン
）・
メ
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャ
と
カ
イ
ロ
の
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
（m

uḥ tasib al

一Q
āhira

）
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ガ
ー
の
市
場
行
政
と
ズ
ル
ム

（
圧
政
）
に
対
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
批
判
文
が
所
々
に

確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
ム
フ
タ
ス
ィ
ブ
と
計
量
士
組
合
と

の
間
の
葛
藤
に
関
す
る
縷
述
も
み
ら
れ（
る

）
181

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
、「
エ
ジ
プ
ト
の
第
二
の
征
服
」
を
実
現
し
た
と

さ
れ
る
こ
の
著
名
な
エ
ジ
プ
ト
州
総
督
の
統
治
の
功
罪
を
吟
味
し

な
が
ら
詳
論
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ヒ
ー
ム

が
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
校
訂
し
た
、
バ
ク
リ
ー
と
ブ
ル
ッ
ル
ス

ィ
ー
に
よ
る
二
つ
の
関
連
史（
料

）
182

と
の
比
較
対
照
が
主
な
作
業
と
な

る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
現
時
点
で
ア
ラ
ビ
ア
語
の
自
筆
稿
本
の
み
が
確
認
さ
れ

て
い
る
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
続
篇
』
の
記
述

の
概
要
を
ま
と
め
、
カ
イ
ロ
年
代
記
と
し
て
の
性
格
と
重
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で
、
こ
の
二
つ
の
史
料
の
記
事
分
析
か
ら
、

家
族
関
係
、
居
住
・
勤
務
空
間
と
し
て
の
河
港
ブ
ー
ラ
ー
ク
、
計

量
活
動
の
三
点
に
的
を
絞
り
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
い
う
経

済
的
中
層
に
位
置
す
る
「
知
的
市
民
の
歴
史
家
」
に
つ
い
て
、
そ

の
実
像
を
明
ら
か
に
す
べ
く
努
め
て
き
た
。
特
に
重
要
と
思
わ
れ

る
諸
点
を
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
家
族
に
つ
い
て
は
、
年
代
記
の
情

報
源
で
も
あ
っ
た
父
親
の
怨
恨
に
よ
る
刺
殺
事
件
が
彼
の
人
生
の

画
期
を
な
す
一
大
事
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ブ
ー
ラ
ー
ク
港
に

つ
い
て
は
、
父
の
家
の
在
っ
た
ハ
テ
ィ
ー
リ
ー
集
会
モ
ス
ク
界
隈

と
勤
務
先
の
巨
大
複
合
施
設
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
と
い
う
二
つ
の
場



史
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四

ィ
ー
・
聖
者
へ
の
眼
差
し
や
彼
ら
と
の
交
流
な
ど
に
照
準
を
合
わ

せ
、
再
び
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
正
続
両
篇
を
中
心
史
料
と
し
て

新
た
な
究
明
を
目
指
し
た
い
。

註（
1
）Ibn al

一ʻA
jam

ī, M
abāhij al

一ikhw
ān w

a m
anāhij al

一khil
lān fī ḥaw

ādith al

一duhūr w
a al

一azm
ān, Forschungsbiblio-

thek Gotha, M
s. orient. A

1631. ［
以
下
、M

abāhij al

一ikhw
ān

］

（
2
）Ibn al

一ʻA
jam

ī, T
aʼrīkh Ā

l ʻU
thm

ān, Forschungsbiblio-
thek Gotha, M

s. orient. A
1632. 

［
以
下
、D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān

］

（
3
）
ゼ
ー
ツ
ェ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、H

elm
ut, Claus 

（ed.

）, 
U

lrich Jasper Seetzen, 1767-1811: L
eben und W

erk, 
Gotha: Forshungs- und Landesbibliothek, 1995

を
参
照
の

こ
と
。

（
4
）Carl Brockelm

ann, G
eschichte der arabischen Littera-

tur, Supplem
entband, Leiden: Brill, 1938, p. 410; Fuat 

Sezgin, G
eschchte des arbischen Schrifttum

s, Band I, p. 
490. 

ブ
ロ
ッ
ケ
ル
マ
ン
は
、
彼
の
名
前
の
一
部
で
あ
るal

一zāʼir

を

al

一zāʼid

と
誤
読
し
て
い
る
。
他
方
、
ゼ
ツ
ギ
ン
は
、
シ
ャ
ー
フ
ィ

イ
ー
学
派
の
始
祖
の
詩
に
関
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
著
書

N
atījat al

一afkār fī m
ā yuʻzā ilā al

一Im
ām

 al

一Shāfiʻī m
in 

al

一ashʻār

の
写
本
（
カ
イ
ロ
・
エ
ジ
プ
ト
国
立
図
書
館
所
蔵
）
に

も
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
カ
イ
ロ
に
存
在
し
た
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム

が
、
州
都
空
間
に
お
け
る
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
視
座
の
中
心

的
な
立
脚
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
五
六
〇
年
代
初
頭
生
ま
れ
と

推
定
さ
れ
る
彼
は
、
十
代
後
半
か
ら
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
商
館
で

計
量
業
務
に
従
事
し
、
一
五
九
〇
年
代
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
か

け
て
カ
イ
ロ
南
部
の
カ
ナ
ー
テ
ィ
ル
・
ア
ッ
＝
ス
ィ
バ
ー
ウ
を
中

心
に
、
ギ
ザ
県
、
さ
ら
に
お
そ
ら
く
は
ナ
イ
ル
デ
ル
タ
の
ガ
ル

ビ
ー
ヤ
県
の
税
関
都
市
ブ
ル
ッ
ル
ス
に
お
い
て
計
量
士
と
し
て
活

動
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
カ
イ
ロ
の
計
量
士
組
合
に
属
し
、
そ
こ

で
の
人
間
関
係
が
彼
の
公
私
の
生
活
に
と
っ
て
肝
要
で
あ
っ
た
。

　
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
の
執
筆
開
始
の
時
点
を
確
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
一
六
一
〇
年
頃
か
ら

一
六
二
〇
年
代
末
に
か
け
て
『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
の

稿
本
を
執
筆
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
か
な
り
前
か

ら
、
カ
イ
ロ
や
そ
の
他
で
計
量
士
と
し
て
の
仕
事
に
励
み
な
が
ら
、

膨
大
な
量
の
草
稿
を
覚
え
書
き
と
し
て
溜
め
続
け
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
、
本
稿
は
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
へ
の
動
乱
転
換
期
の

州
都
カ
イ
ロ
に
生
を
営
ん
だ
、
計
量
士
の
エ
ジ
プ
ト
史
記
述
者
に

関
す
る
基
礎
的
な
研
究
の
一
環
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
続
く
拙
稿

で
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
学
問
修
業
、
カ
ラ
ー
フ
ァ
参
詣

な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
信
仰
実
践
、
ウ
ラ
マ
ー
・
ス
ー
フ



計
量
と
歴
史
記
述

）

四
五　
（
四
五

法
廷
の
ス
ィ
ジ
ッ
ル
（
台
帳
）、
特
に
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
法
廷
台
帳
に

関
連
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
探
索
に

は
多
く
の
時
間
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
も
将
来
の
課
題

と
し
た
い
。

（
5
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 307v.

（
6
）
バ
ダ
ウ
ィ
ー
と
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ヤ
に
つ
い
て
はCatherine 

M
ayeur-Jaouen, A

l-Sayyid A
ḥm

ad al

一Badaw
ī: U

n grand 
saint de lʼIslam

 É
gyptien, Cairo: IFA

O
, 1994

を
、
カ
ラ
ー

フ
ァ
参
詣
に
つ
い
て
は
大
稔
哲
也
『
エ
ジ
プ
ト
死
者
の
街
と
聖
墓

参
詣
―
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
史
』
山
川
出

版
社
、
二
〇
一
八
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）
そ
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
史
研
究

の
開
拓
者
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ヒ
ー
ム
に
よ
る
、
社
会
・
文
化
情
報
も

少
な
か
ら
ず
含
む
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ラ
ビ
ー
（
一
七
三
七
歿
）
の

年
代
記
の
校
訂
で
あ
る
（A

ḥ m
ad Shalabī, A

w
ḍah al

一ishārāt 
fī m

an taw
allā M

i ṣr al

一Q
āhira m

in al

一w
uzarāʼ w

a al

一bāshāt, Cairo: M
aktabat al

一K
hānjī, 1978.

）。

（
8
）D

aniel Crecelius, E
ighteenth Century E

gypt: T
he A

ra-
bic M

anuscript Sources, Clarem
ont: Regina Books, 1990; 

N
elly H

anna, 

“The Chronicles of O
ttom

an Egypt: H
istory 

or Entertainm
ent?

”, in H
ugh K

ennedy 

（ed.

）, T
he H

isto-
riography of Islam

ic E
gypt 

︵c.950-1800

︶, Leiden: E. J. 
Brill, 2001, pp. 237-250.

（
9
）M

ichael W
inter, 

“Historiography in A
rabic during the 

O
ttom

an Period

”, in Roger A
llen and D

. S. Richards 

（ed.

）, A
rabic L

iterature in the P
ost-classical P

eriod, 

Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2006, pp. 173-

174. 

な
お
、
バ
ク
リ
ー
に
関
し
て
は
、Laylā ʻA

bd al

一Laṭ īf 
A
ḥ m

ad, 

“Ibn A
bī al

一Surūr al

一Bakrī: ʻA
ṣ r-hu w

a m
uʼal-

lafāt-hu

”, D
irāsāt fī taʼrīkh w

a m
uʼarrikhī M

i ṣr w
a al

一Shām
 ibbāna al

一ʻa ṣr al

一ʻU
thm

ānī, Cairo: M
aktabat al

一K
hānjī, 1980, pp. 129-147

が
詳
し
く
、
ま
た
二
〇
一
九
年
に

公
表
さ
れ
たA

dam
 Sabra, 

“al

一Bakri, Ibn A
bī l-Surūr

”, T
he 

E
ncyclopaedia of Islam

, 3rd edition

は
新
知
見
を
披
瀝
し
、

法
廷
台
帳
の
記
録
か
ら
歿
年
月
を
絞
り
込
ん
で
い
る
。

（
10
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 164r.

（
11
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 1r-1v.

（
12
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 1v-30r. 

（
13
）M

abāhij al
一ikhw

ān, fols. 30r-39v.

（
14
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 39v-45v.

（
15
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 45v-56v.

（
16
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 56v-307v.

（
17
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 307v-308r.

（
18
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 1r. 

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
は
ハ
ナ
フ
ィ
ー

学
派
で
は
な
く
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
学
者
で
あ
り
、
ま
た
彼

の
個
人
名
は
ア
リ
ー
で
は
な
く
ム
ハ
ン
マ
ド
で
あ
っ
た
。
イ
ブ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
関
す
る
知
識
の
不
足
は
明

白
と
い
え
よ
う
。

（
19
）
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
と
『
輝
く
光
』
に
つ
い
て
は
、Carl F. Petry, 

“al

一Sakhāw
ī, Sham

s al

一D
īn A

buʼl-K
hayr M

uḥ am
m

ad b. 
ʿ A

bd al

一Raḥ m
ān al

一Shāfiʻī

”, E
ncyclopaedia of Islam

, 2nd 
edition; Bernadette M

artel-T
houm

ian, 

“Le dictionnaire 
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四
六

biographique, un outil historique （Étude réalisée à partir 
de lʼouvrage de Saḫ āw

ī: aḍ -Ḍ aw
ʼ al

一lām
iʻ fī aʻyān al

一qarn 
at-tāsiʻ

）”, Cahiers dʼonom
astique arabe 1988-1992, Paris: 

CN
RS Editions, 1993, pp. 9-38

を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）E. M

. Sartain, Jalāl al

一D
īn al

一Suyū ṭī, 2vols., Cam
bridge: 

Cam
bridge U

niversity Press, 1975, vol. 1, pp. 72-75. 

な
お
、

サ
ー
ト
ゥ
ン
が
依
拠
し
た
エ
ジ
プ
ト
国
立
図
書
館
所
蔵
の
写
本

（D
ār al

一K
utub, A

dab, 1510

）
の
書
名
はA

l-K
āw

ī ʻalā taʼrīkh 
al

一Sakhāw
ī

で
あ
る
。

（
21
）Sartain, Jalāl al

一D
īn al

一Suyū ṭī, vol. 1, pp. 75-77.

（
22
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 1r.

（
23
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 1v-2r.

（
24
）M

abāhij al
一ikhw

ān, fol. 1r. 
イ
ブ
ン
・
イ
ヤ
ー
ス
の
年
代
記

記
事
に
よ
れ
ば
、
セ
リ
ム
一
世
の
カ
イ
ロ
入
り
は
九
二
三
年
第
一

月
三
日
／
一
五
一
七
年
一
月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（Ibn 

Iyās, Badāʼiʻ al

一zuhūr fī w
aqāʼiʻ al

一duhūr, 5vols., W
ies-

baden: Franz Steiner V
erlag, 1960-1975, vol. 5, p. ‌150

）。

（
25
）
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ナ
イ
ル
水
位
計
測
官
の
重
職
を
九

世
紀
以
来
独
占
す
る
ア
ブ
ー
・
ア
ッ =

ラ
ッ
ダ
ー
ド
家
の
成
員

（baʻḍ  aw
lād Ibn A

bī al

一Raddād

）
と
の
間
に
交
友
関
係
を
結

ん
で
い
た
（M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 12r.

）。

（
26
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 2r. 

聖
者
ジ
ャ
ー
リ
ヒ
ー
に
つ
い
て

は
、Jean-Claude Garcin, 

“Deux saints populaires du 
Caire au début du X

IV
e siècle

”, Bulletin dʼetudes orien-
tales, ‌29 （1977

）, pp. 131-143

を
参
照
の
こ
と
。

（
27
）
州
総
督
の
任
期
の
開
始
と
終
了
に
つ
い
て
は
、
諸
年
代
記
間
に

異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
表
で
は
全
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー

の
記
述
に
基
づ
き
示
し
た
。

（
28
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 6.

（
29
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 7. 

イ
エ
メ
ン
州
総
督
時
代
の
圧
政
に

端
を
発
し
た
と
み
ら
れ
る
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
の
殺
害
に
つ
い
て

は
、D

oris Behrens-A
bouseif, E

gyptʼs A
djustm

ent to O
t-

tom
an R

ule: Institutions, W
aqf and A

rchitecture in 
Cairo 

（16the and 17th Centuries

）, Leiden: E. J. Brill, 
1994, pp. 42-43

を
参
照
の
こ
と
。

（
30
）
一
五
六
七
年
竣
工
の
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
の
建
築
に

つ
い
て
は
、D

oris Behrens- A
bouseif, Islam

ic A
rchitecture 

in Cairo: A
n Introduction, Leiden: Brill, 1989, pp. 160-

161

を
参
照
の
こ
と
。

（
31
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 13r.

（
32
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 12r. 

宦
官
に
対
す
る
畏
怖
感
情

（hayba

）
に
つ
い
て
は
、Shaun M

arm
on, E

unuchs and Sa-
cred Boundaries in Islam

ic Society, N
ew

 Y
ork: O

xford 
U

niversity Press, 1995, pp. 63-70

を
参
照
の
こ
と
。

（
33
）
同
家
と
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
イ
ス
ラ
ー
ム

都
市
の
食
糧
騒
動
―
―
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
カ
イ
ロ
の
場
合
」『
歴

史
学
研
究
』
六
一
二
号
（
一
九
九
〇
年
）、
二
二
―
二
三
、
二
九
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 14.

（
35
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 14v.  aw

lād al

一ʻA
rab 

とarw
ām

つ
い
て
は
、Jane H

athaw
ay, 

“The E
vlâd-i ʻA

rab 

（ʻSons of 
the A

rabsʼ
） in O

ttom
an Egypt: A

 Rereading.

” in Colin 
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四
七　
（
四
七

Im
ber and K

eiko K
iyotaki 

（eds.

）, Frontiers of O
ttom

an 
Studies: State, Province, and the W

est, 2vols., London: I. 
B. T

auris, 2005, vol.1, pp. 203-216; M
ichael W

inter, E
gyp-

tian Society under O
ttom

an R
ule, 1517-1798, London: 

Routledge, 1992, pp. 45-47

を
参
照
の
こ
と
。

（
36
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 14v-15r.

（
37
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 15r.

（
38
）
一
八
世
紀
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
ウ
ラ
マ
ー
に
よ
る
マ
ム
ル
ー
ク

の
保
有
に
つ
い
て
は
、W

inter, E
gyptian Society under O

tto-
m

an R
ule, pp. 68-70

を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 15v-16r.

（
40
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 17v.

（
41
）M

abāhij al
一ikhw

ān, fols. 17v-18r.

（
42
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 18. 

こ
の
「
小
型
銀
貨
」
が
何
を
指

す
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。

（
43
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 17v-21v. 

こ
の
パ
シ
ャ
の
任
期
に

関
す
る
本
史
料
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
総
合
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
同
様
に
濃
密
な
関
連
記
述
が
み
ら
れ
る
ヤ
ヴ
ズ
・
ア

リ
ー
・
パ
シ
ャ
（
在
任
一
六
〇
一
―
一
六
〇
三
、
№
28
）
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
州
総
督

と
祈
願
式
」『
史
学
』
八
八
―
二
（
二
〇
一
九
年
）、
二
―
九
頁
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
44
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 25r.

（
45
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 28.

（
46
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 29r-30r.

（
47
）
こ
れ
に
先
立
つ
記
述
の
中
で
こ
の
人
物
は
州
総
督
と
し
て
扱
わ

れ
て
お
り
、
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

（
48
）
こ
の
軍
人
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。

（
49
）
こ
こ
で
の
「
三
七
名
」
は
こ
の
四
名
の
臨
時
代
理
職
就
任
者
を

含
め
た
延
べ
人
数
と
考
え
ら
れ
る
が
、（
ｄ
）
の
ハ
ー
ジ
ー
・
ベ
イ

は
何
故
か
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
50
）「
カ
ス
ム
・
パ
シ
ャ
の
後
に
任
じ
ら
れ
た
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ

ャ
」
が
サ
ド
ラ
ザ
ム
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
パ
シ
ャ
（
№
5
）
を
指
す

な
ら
ば
、
彼
は
在
任
中
に
死
去
し
た
の
で
は
な
く
、
一
五
三
六
年

に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ト
プ
カ
プ
宮
殿
の
自
室
で
絞
殺
さ
れ
た
（M

. 
T

ayyib Gökbilgin, 

“Ibrāhīm
 Pasha

”, E
ncyclopaedia of 

Islam
, 2nd edition.

）。

（
51
）Ibn A

bī al
一Surūr al

一Bakrī, A
l-M

ina ḥ al
一ra ḥm

āniyya fī 
taʼrīkh al

一daw
la al

一ʻU
thm

āniyya , D
am

ascus: D
ār al

一Bashāʼir, 1995

［

以

下
、A

l-M
ina ḥ al

一ra ḥm
āniyya

］, pp. 
169-173; Id., A

l-N
uzha al

一zahiyya fī dhikr w
ulāt M

i ṣr w
a 

al

一Q
āhira al

一m
uʻizziyya, Cairo: al

一ʻA
rabī li-al

一N
ashr w

a al

一T
aw

zīʻ, 1998

［
以
下
、A

l-N
uzha al

一zahiyya

］, pp. 145-148. 

他
方
、
イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
シ
ャ
ヒ
ン
・
パ
シ
ャ
の
任
期
を
九
六
八

年
第
三
月
二
日
／
一
五
六
〇
年
一
一
月
二
一
日
―
九
七
一
年
第
六

月
二
九
日
／
一
五
六
四
年
二
月
一
三
日
と
し
、
ソ
フ
・
ア
リ
ー
・

パ
シ
ャ
の
任
期
に
つ
い
て
は
バ
ク
リ
ー
と
同
じ
日
付
を
記
し
て
い

る
（A

l-Ishāqī al

一M
unūfī, K

itāb akhbār al

一uw
al fī m

an 
ta ṣarrafa fī M

i ṣr m
in arbāb al

一duw
al, Cairo, 1276 A

. H
. 

［
以
下
、A

khbār al

一uw
al

］, pp. 324-325.

）。

（
52
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 29r.
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（
53
）A

khbār al

一uw
al, pp. 360-363. 

バ
ク
リ
ー
も
同
様
に
任
期
の

開
始
を
一
〇
二
〇
年
第
八
月
二
二
日
と
し
、
終
了
に
つ
い
て
は
一

〇
二
四
年
第
三
月
と
し
、
日
付
を
示
さ
ず
に
「
火
曜
日
」
と
記
し

て
い
る
（A

l-M
ina ḥ al

一ra ḥm
āniyya, p. 318; A

l-N
uzha al

一za-
hiyya, p. 190.

）。

（
54
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 30r-31r.

（
55
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 31r.

（
56
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 31r, 33r.

（
57
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 30, 32r-33r, 34r.

（
58
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 31r-32r, 33r-39v. 

特
に
、
皮
鞣

工
房
の
カ
イ
ロ
西
部
市
域
へ
の
移
転
問
題
に
関
す
る
記
述
は
、
従

来
の
理
解
に
修
正
を
迫
る
具
体
的
内
容
を
備
え
て
い
る
。
カ
イ
ロ

西
部
市
域
の
発
展
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
59
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 39v-40r. 

当
該
期
の
マ
ジ
ュ
ズ
ー

ブ
型
聖
者
に
つ
い
て
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
州
の
事
例
に
関
す
る
考
察

で
は
あ
る
が
、
拙
稿
「『
夜
話
の
優
美
』
に
み
え
る
ダ
マ
ス
ク
ス
の

マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
」
山
本
英
史
編
『
ア
ジ
ア
の
文
人
が
見
た

民
衆
と
そ
の
文
化
』
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一

〇
年
、
二
一
三
―
二
三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
60
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 40r-41r.

（
61
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 41r.

（
62
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 41v-43r.

（
63
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 43r-44v.

（
64
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 44v-45v.

（
65
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 45v. 

こ
の
聖
者
に
関
す
る
情
報
は
欄

外
追
記
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
て
い
る
。

（
66
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 45v-47r.

（
67
）M
abāhij al

一ikhw
ān, fols. 47r-50r. 

こ
の
人
物
の
名
は
何
故

か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
単
な
る
記
載
漏
れ
か
も
し
れ
な
い
。

（
68
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 50r-51r.

（
69
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 51r-52r.

（
70
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 52.

（
71
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 53r.

（
72
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 53r-55v. 

詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
の

人
物
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
重
要
聖
者
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・

マ
ト
ブ
ー
リ
ー
（
一
四
七
二
歿
）
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
エ
ジ
プ
ト
都
市
の
救
貧
―
マ

ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ
ド
ラ
サ
を
中
心
に
」
拙
編
『
中
世

環
地
中
海
圏
都
市
の
救
貧
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四

年
、
六
八
―
七
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
73
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 55v-56v.

（
74
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 56v-61r.

（
75
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 61r-62r.

（
76
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 62.

（
77
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 62v-63v.

（
78
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 63v-64r.

（
79
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 64r-65r.

（
80
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 65r-66r.

（
81
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 66.

（
82
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 66v.

（
83
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 66v. 

著
者
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
フ

ラ
ン
ス
の
ど
ち
ら
の
領
事
で
あ
っ
た
か
は
不
明
と
し
て
い
る
。
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（
84
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 66v-67r.

（
85
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 67r.

（
86
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 67r-68r.

（
87
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 68.

（
88
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 68v-117v.

（
89
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 307v. 

擱
筆
日
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
の
マ
ウ
リ
ド
で
金
曜
日
と
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。

（
90
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 308r.

（
91
）Peter M

. H
olt, 

“Al-Jabartiʼs Introduction to the H
istory 

of O
ttom

an Egypt
”, Bulletin of the School of O

riental 
and A

frican Studies, 25/1 （1962

）, pp. 38-39.

（
92
）Jane H

athaw
ay, 

“Sultans, Pashas, T
aqw

im
s, and 

M
ühim

m
es: A

 Reconsideration of Chronicle-W
riting in 

Eighteenth Century O
ttom

an Egypt
”, in D

aniel Crecelius 

（ed.

）, E
ighteenth Century E

gypt: T
he A

rabic M
anuscript 

Sources, Clarem
ont: Regina Books, 1990, pp. 51-60.

（
93
）H

athaw
ay, 

“Sultans, Pashas, T
aqw

im
s, and M

ühim
-

m
es

”, pp. 60-65.

（
94
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 2r.

（
95
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 2v. 

な
お
、
そ
こ
に
は
、
シ

ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
法
官
デ
ィ
ヌ
ー
シ
ャ
リ
ーʻA

bd A
llāh al

一D
inūsharī

が
作
っ
た
こ
の
修
繕
工
事
に
関
わ
る
二
篇
の
詩
に
つ

い
て
、「
私
は
そ
れ
ら
を
『
オ
ス
マ
ン
朝
の
記
述
に
お
け
る
煌
光
の

書K
itāb al

一A
nw

ār al

一m
udīʼa fī dhikr al

一daw
la 

al

一ʻU
thm

āniyya

』
に
記
し
た
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
イ
ブ
ン
・

ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
手
に
な
る
別
の
史
書
の
存
在
が
言
及
さ
れ
て
お
り

注
目
さ
れ
る
。

（
96
）D
hayl m

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 2v.

（
97
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 3.

（
98
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 3v.

（
99
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 3v-38v.

（
100
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 6r.

（
101
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 84v.

（
102
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fols. 39v-40v, 43v-45r, 48v, 

62v-63r, 67r, 67v-69v, 73r, 79v, 83r

な
ど
。

（
103
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 5r.

（
104
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 7r. 

ク
ダ
ー
イ
ー
と
そ
の
史
書
に
関

し
て
は
、Paul W

alker, E
xploring an Islam

ic Em
pire: Fatim

id 
H

istory and its Sources, London: I. B. T
auris, 2002, p. ‌145

を
参
照
の
こ
と
。

（
105
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 39r. 

カ
ー
ヒ
ラ
の
バ
フ
ル
門

の
商
館
に
お
け
る
チ
ー
ズ
の
取
引
に
関
連
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

同
書
の
刊
本
にA

l-M
aqrīzī, A

l-M
aw

āʻi ẓ w
a al

一iʻtibār fī 
dhikr al

一khi ṭat w
a al

一āthār, 5vols., London: M
uʼassasat 

al

一Furqān li-al

一T
urāth al

一Islām
ī, 2002-2004

が
あ
る
。

（
106
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 5v-6r; D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 43v. 

同
書
の
刊
本
にA

l-Suyūṭ ī, K
aw

kab al

一raw
ḍa fī taʼrīkh al

一N
īl w

a Jazīrat al

一R
aw
ḍa, Cairo: D

ār 
al

一Ā
fāq al

一ʻA
rabiyya, 2002

が
あ
る
。

（
107
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 30r.

（
108
）
以
上
、M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 7v. 

こ
れ
に
続
け
て
イ
ブ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
の
父
が
こ
の
州
総
督
の
料
理
人
か
ら
聞
い
た
情
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報
と
し
て
、
あ
る
時
に
卵
一
〇
〇
個
と
チ
ー
ズ
五
ラ
ト
ル
を
平
ら

げ
た
と
い
う
マ
フ
ム
ト
・
パ
シ
ャ
の
大
食
漢
ぶ
り
を
伝
え
る
逸
話

を
紹
介
し
て
い
る
。

（
109
）A

vner Giladi, 

“Ṣ aghīr

”, E
ncyclopedia of Islam

, 2nd edi-
tion.

（
110
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 30v.

（
111
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 32r.

（
112
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols.86v-87r

．　

（
113
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 32.　

（
114
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 32v

．

（
115
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 32v-33r

．

（
116
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 30r.

（
117
）M

abāhij al
一ikhw

ān, fol.30v
．

（
118
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 47v.

（
119
）N

elly H
anna, U

n U
rban H

istory of Būlāq in the M
am

-
luk and O

ttom
an Periods, Cairo: IFA

O
, 1983, pp. 2-7, 16-

17; Jean-C
laude G

arcin, 

“La ʻm
éditerranéisationʼ de 

lʼem
pire m

am
louk sous les sultans bahrides

”, R
ivista 

degli studi orientali, vol. ‌48

（1973-1974

）, pp. 109-116.

（
120
）H

anna, U
n U

rban H
istory of Būlāq, pp. 27-29.

（
121
）H

anna, U
n U

rban H
istory of Būlāq, pp. 35-38, 65-83.

（
122
）
ブ
ー
ラ
ー
ク
の
空
間
構
成
に
つ
い
て
は
、H

anna, U
n U

rban 
H

istory of Būlāq, pp. 63-83

に
詳
し
い
。
同
モ
ス
ク
の
位
置
は

Ibid., p. 73, Fig. 11, N
o. ‌24

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

（
123
）A

l-M
aqrīzī, al

一M
aw

āʻi ẓ w
a al

一iʻtibār,vol. 4/1, pp. 251-
254.

（
124
）
一
三
三
〇
年
代
に
権
勢
を
振
る
っ
た
こ
の
財
務
官
僚
に
つ
い
て

は
、D

onald P. Little, 

“Notes on the E
arly N

a ẓar al

一K
hā ṣṣ

”, in T
hom

as Philipp and U
lrich H

aarm
ann 

（ed.

）, 
T

he M
am

luks in E
gyptian Politics and Society, Cam

-
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1998, pp. 235-253; 

A
m

alia Levanoni, 

“The al

一N
ashw

 Episode: A
 Case Study 

of ʻM
oral E

conom
yʼ

”, M
am

lūk Studies R
eview

, 9/1 

（2005

）, pp. 207-220

を
参
照
の
こ
と
。

（
125
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fols. 63v-64r.

（
126
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 203r.

（
127
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 11v-12r. 

な
お
、
イ
ス
ハ
ー
キ
ー

は
着
任
日
を
九
八
八
年
第
五
月
二
六
日
／
一
五
八
〇
年
七
月
一
九

日
、
退
任
日
を
九
九
一
年
第
四
月
二
三
日
／
一
五
八
三
年
五
月
一

六
日
（A

khbār al

一uw
al, pp. 329-330.

）、
他
方
、
バ
ク
リ
ー
は

着
任
日
を
九
八
八
年
第
五
月
一
六
日
、
退
任
日
を
九
九
一
年
第
三

月
三
日
と
し
て
い
る
（A

l-M
ina ḥ al

一ra ḥm
āniyya, pp. 235-

236; A
l-N

uzha al

一zahiyya, p. 159.

）。
な
お
、
引
用
記
事
に
あ

る
「
物
価
高
」
の
発
生
時
期
や
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

（
128
）
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
と
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
に
つ
い
て

は
、Behrens-A

bouseif, E
gyptʼs A

djustm
ent to O

ttom
an 

R
ule, pp. 200-202

を
参
照
の
こ
と
。
ベ
ー
レ
ン
ス
＝
ア
ブ
ー
セ

イ
フ
は
、
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
を
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
カ
イ
ロ
西

部
市
域
に
お
け
る
エ
ズ
ベ
キ
ー
ヤ
に
比
肩
す
る
規
模
の
都
市
計
画

と
み
て
い
る
。

（
129
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 7v-10v.

（
130
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 7v-8r.

イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
任
期
を



計
量
と
歴
史
記
述

）

五
一　
（
五
一

九
七
五
年
八
月
二
三
日
／
一
五
六
八
年
二
月
二
三
日
か
ら
九
七
六

年
第
六
月
二
三
日
／
一
五
六
八
年
一
二
月
一
三
日
ま
で
と
し

（A
khbār al

一uw
al, pp. 325-326.

）、
バ
ク
リ
ー
は
『
慈
悲
深
き

神
の
贈
物
』
に
お
い
て
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
全
く
同
じ
日
付

を
記
し
（A

l-M
ina ḥ al

一ra ḥm
āniyya, pp. 202-203

）、
他
方

『
壮
麗
な
散
策
』
で
は
退
任
日
に
つ
い
て
は
九
六
七
年
第
六
月
一
八

日
と
し
て
い
る
（A

l-N
uzha al

一zahiyya, pp. 152-153.

）。

（
131
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 11r. 

イ
ス
ハ
ー
キ
ー
は
任
期
の
始
ま

り
を
同
じ
日
と
し
な
が
ら
、
退
任
日
を
明
記
し
て
お
ら
ず
（A

kh-
bār al

一uw
al, pp. 326-327.

）、
他
方
バ
ク
リ
ー
の
二
つ
の
年
代
記

で
は
、
開
始
日
が
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
と
同
じ
だ
が
、
前
後
関

係
か
ら
み
る
限
り
お
そ
ら
く
は
誤
記
に
よ
っ
て
九
八
一
年
第
一
二

月
三
〇
日
／
一
五
七
四
年
四
月
二
二
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
る

（A
l-M

ina ḥ al

一ra ḥm
āniyya, pp. 204-206; A

l-N
uzha al

一zahi-
yya, pp. 154-155

）。

（
132
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 8r. 

こ
の
記
述
は
、
一
五
六
〇
年
代

初
頭
に
こ
の
著
者
が
生
ま
れ
た
と
い
う
先
の
推
定
と
整
合
的
で
あ

る
。
ベ
ー
レ
ン
ス
＝
ア
ブ
ー
セ
イ
フ
に
よ
れ
ば
、
同
モ
ス
ク
の
建

立
は
一
五
七
一
年
で
あ
っ
た
（Behrens-A

bouseif, E
gyptʼs 

A
djustm

ent to O
ttom

an R
ule, p. 201.

）。

（
133
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 8r. 

ス
ィ
ナ
ン
・
モ
ス
ク
の
建
築
の

特
徴
に
つ
い
て
は
、D

oris Behrens-A
bouseif., Islam

ic A
r-

chitecture in Cairo: A
n Introduction, Leiden: Brill, 1992, 

pp. 161-162

を
参
照
の
こ
と
。

（
134
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 8. 

九
九
六
年
第
三
月
二
〇
日
／
一
五

八
八
年
二
月
一
八
日
の
日
付
を
も
つ
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
ワ
ク
フ

証
書
と
比
べ
る
と
、
各
職
員
の
人
数
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。Beh-

rens-A
bouseif, E

gyptʼs A
djustm

ent to O
ttom

an R
ule, pp. 

201-202

を
比
較
参
照
の
こ
と
。

（
135
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 8v-9r. 

ハ
ン
ナ
ー
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
大
き
な
商
館
が
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
・
モ
ス
ク
の
北
側
、
小

さ
な
商
館
が
同
モ
ス
ク
の
東
側
、
カ
イ
サ
ー
リ
ー
ヤ
が
大
き
な
商

館
の
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
り
合
っ
て
い
た
（H

anna, A
n U

rban 
H

istory of Būlāq, p. 93.

）。
そ
し
て
、
販
売
所
で
あ
る
カ
イ

サ
ー
リ
ー
ヤ
は
「
ス
ィ
ナ
ー
ニ
ー
ヤ
の
ス
ー
クSūq al

一Sināniy‑
ya

」
と
も
呼
ば
れ
た
（H

anna, A
n U

rban H
istory of Būlāq, 

p, 49.

）。

（
136
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 9. 

ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
当
該
ワ
ク

フ
の
管
財
人
に
つ
い
て
は
、
設
立
者
の
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
が
ま

ず
務
め
、
彼
の
死
後
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
シ
ェ
イ
ヒ
ュ
ル
イ
ス

ラ
ー
ム
が
担
い
、
カ
イ
ロ
に
は
そ
の
代
理
の
ム
タ
ワ
ッ
リ
ー
が
任

命
さ
れ
た
（Behrens-A

bouseif, E
gyptʼs A

djustm
ent to O

t-
tom

an R
ule, p. 201.

）。
こ
こ
で
の
ム
バ
ー
シ
ル
は
こ
の
ム
タ
ワ

ッ
リ
ー
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
137
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 9v-10r. 

な
お
、
当
該
部
分
の
イ

マ
ー
ム
の
手
当
に
つ
い
て
は
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
調
査
後
に
書

き
込
も
う
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
138
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
十
七
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー

―『
マ
バ
ー
ヒ
ジ
ュ
』
と
そ
の
続
篇
に
よ
る
覚
書
」『
日
吉
紀
要
人

文
科
学
』
第
三
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）、
二
八
二
―
二
八
三
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
139
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 9v-10r.



史
　
　
　
学

　
第
八
九
巻

　
第
一
・
二
号

）

五
二　
（
五
二

（
140
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 9v

．

（
141
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
の
ブ
ル
ッ
ル
ス
港
税
関
に
関
し
て
は
、Ṣ alāḥ  

A
ḥ m

ad H
arīdī, D

irāsa ʻan baʻ ḍ jam
ārik M

i ṣr fī al

一qarn al

一thām
in ʻashar 

（al

一Iskandariyya, D
im

yā ṭ, R
ashīd, al

一Bu-
rullus

）, A
lexandria: D

ār al

一M
aʻrifa al

一Jām
iʻiyya, 1989, pp. 

18-19
及
びStanford J. Shaw

, T
he Financial and A

dm
in-

istrative O
rganization and D

evelopm
ent of O

ttom
an 

E
gypt, Princeton N

. J.: Princeton U
niversity Press, 1962, 

p. ‌113

を
参
照
の
こ
と
。

（
142
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10r.

（
143
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10.

（
144
）
こ
の
ほ
か
に
イ
ブ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ア
・
ロ
ゼ
ッ
タ
・
ス
エ
ズ
の
諸
港
で
の
ス
ィ
ナ
ン
・
パ
シ
ャ
の
建

設
活
動
に
触
れ
、
ス
エ
ズ
の
集
会
モ
ス
ク
や
サ
ビ
ー
ル
、
巡
礼
と

香
辛
料
交
易
の
拠
点
と
な
る
大
き
な
商
館
（w

ikāla kabīra

）
に

つ
い
て
説
明
し
、
ま
た
シ
リ
ア
の
街
道
上
の
大
規
模
ハ
ー
ン

（khān ʻaẓ īm

）
の
建
設
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
（M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10v.

）。

（
145
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10v.

（
146
）H

anna, A
n U

rban H
istory of Būlāq , pp. 90-98.

（
147
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 167v.

（
148
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 272.

（
149
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 272v.

（
150
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 58.

（
151
）
因
み
に
、
当
該
期
カ
イ
ロ
の
計
量
士
に
よ
る
執
筆
活
動
と
し
て

は
、
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ーShihāb al

一D
īn A

ḥ m
ad al

一K
hafājī

（
一
六

五
九
年
歿
）
の
詞
華
集
『
智
者
た
ち
の
目
箒R

ay ḥānat al

一al
ibbāʼ

』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
二
人
の
カ
イ
ロ
の
カ
ッ
バ
ー

ニ
ー
の
詩
人
、
ア
ブ
ヤ
ー
リ
ーM

uḥ am
m

ad al

一A
byārī al

一Q
ab-

bānī

と
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ハ
テ
ィ
ー
ブY

aḥ yā ibn al

一K
haṭ īb 

al

一Q
abbānī

も
注
目
に
値
す
る
（A

l-K
hafājī, R

ay ḥānat al

一al
ibbāʼ w

a zahrat al

一ḥayāt al

一dunyā, 2vols., Cairo: M
aṭ baʻat 

ʻĪsā Ḥ alabī, 1967, vol. 2, pp. 128-132; N
elly H

anna, A
rtisan 

E
ntrepreneurs in Cairo and E

arly-M
odern Capitalism

 

（1600-1800

）, N
ew

 Y
ork: Syracuse U

niversity Press, p. 
54.

）。

（
152
）A

ndré Raym
ond, A

rtisans et com
m

erçants au Caire au 
X

V
IIIe siècle, ‌2 tom

es, D
am

as: Institut français de 
D

am
as, 1973-1974, p. 275. 

中
東
史
に
お
け
る
計
量
に
関
し
て

は
、E. A

shtor and J. Burton-Page, 

“Makāyil

”, E
ncyclo-

paedia of Islam
, 2nd edition

を
参
照
の
こ
と
。

（
153
）Raym

ond, A
rtisans et com

m
erçants, p. 275.

（
154
）N

elly H
anna, M

aking Big M
oney in 1600: T

he Life 
and T

im
es of Ism

aʻil A
bu T

aqiyya, E
gyptian M

erchant, 
N

ew
 Y

ork: Syracuse U
niversity Press, 1998, pp. 66-67.

（
155
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 65r.

（
156
）H

einz H
alm

, Ä
gypten nach den m

am
lukischen Lehens

registern, 2vols., W
iesbaden: Reichert, 1979-1983, vol. 1, 

p. 240. 

こ
の
村
は
同
県
の
ブ
ー
ラ
ー
ク
・
ア
ッ
＝
タ
ク
ル
ー
ル
か

ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
に
位
置
し
て
い
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝

の
ダ
ワ
ー
ダ
ー
ル
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
ベ
ク
に
つ
い
て
は
、Richard 

T
. M

ortel, 
“Grand D

aw
ādār and Governor of Jedda: T

he 



計
量
と
歴
史
記
述

）

五
三　
（
五
三

Career of the Fifteenth Century M
am

lūk Ğ
anibek al

一Ẓ āhirī

”, A
rabica, 43-3 （1996

）, pp. 437-456

を
参
照
の
こ
と
。

（
157
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 28v. 

な
お
、
当
地
に
お
け
る

四
ラ
ト
ル
が
カ
ー
ヒ
ラ
の
重
量
で
は
五
ラ
ト
ル
に
相
当
す
る
、
と

い
う
計
量
士
な
ら
で
は
の
指
摘
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

（
158
）
例
え
ば
、M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 73r, 138v; D

hayl m
abāhij 

al

一ikhw
ān, fol. 68v-69r, 77v--78v

な
ど
。

（
159
）
サ
イ
イ
ダ
・
ゼ
イ
ナ
ブ
聖
廟
を
中
心
と
し
た
こ
の
界
隈
は
、
当

該
期
に
お
け
る
経
済
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
カ
ー
ヒ
ラ
と
南
の
河

港
フ
ス
タ
ー
ト
を
繋
ぐ
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
市
場
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
レ
イ
モ
ン
に
よ
る
若
干
の
言
及

に
限
ら
れ
て
お
り
（Raym

ond, A
rtisans et com

m
erçants, pp. 

312, 314, 336, 353, ‌363

）、
未
解
明
と
い
え
る
。

（
160
）A

ndré Raym
ond, Cairo, Cam

bridge &
 London: H

avard 
U

niversity, 2000, p. 265, M
ap 10. 

た
だ
し
、
こ
う
し
た
理
解

は
18
世
紀
前
半
の
法
廷
史
料
を
用
い
た
ハ
ン
ナ
ー
の
研
究
に
基
づ

い
て
お
り
、
当
該
期
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
現
段
階
で
は
断
定
で
き

な
い
。

（
161
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 233v.

（
162
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 6. 

（
163
）
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ピ
サ
、
ア
ン
コ
ー

ナ
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
半
島
の
諸
都
市
で
織
物
な
ど
の
取
引
所
と

し
て
用
い
ら
れ
た
ロ
ッ
ジ
ャ
（loggia

）
と
、
同
時
代
の
エ
ジ
プ

ト
の
マ
ク
ア
ド
と
の
形
態
・
機
能
面
の
比
較
史
的
な
考
察
も
今
後

の
課
題
と
い
え
よ
う
。
商
業
用
の
ロ
ッ
ジ
ャ
に
つ
い
て
は
、Lau-

ren Jacobi, 

“An A
nachronism

 of T
rade: T

he M
ercato 

N
uovo in Florence 

（1546-1551

）”, in Patrick H
aughey 

（ed.

）, A
 H

istory of A
rchitecture and T

rade, M
ilton: 

Routledge, 2018, pp. 128-141; O
livia Rem

ie Constable, 
H

ousing the Stranger in the M
editerranean W

orld: Lodg-
ing, T

rade, and T
ravel in Late A

ntiquity and the M
iddle 

A
ges, Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 2003, pp. 
154-157, 186-189

を
参
照
の
こ
と
。

（
164
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 50r, 52, 53r. 

学
師
や
学
習
内
容
な

ど
の
詳
細
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

（
165
）
遺
産
管
理
台
帳
を
用
い
た
Ｐ
・
ガ
ザ
ー
レ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

一
八
〇
〇
年
前
後
に
死
去
し
た
二
人
の
計
量
士
の
遺
産
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
二
万
一
七
六
〇
ニ
ス
フ
と
二
八
万
八
六
六
七
ニ
ス
フ
で
あ

り
（Pascale Ghazaleh, M

asters of the T
rade: Crafts and 

Craftspeople in Cairo, 1750-1850, Cairo: T
he A

m
erican 

U
niversity in Cairo Press, 1999, p. 138.

）、
後
代
の
デ
ー
タ

で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
資
産
形
成
も
可
能
な
職
業
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

（
166
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 129r.

（
167
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 173v.

（
168
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 28v. 

こ
の
記
述
は
ラ
マ
ダ
ー

ン
の
開
始
の
「
地
域
差
」
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

（
169
）
た
だ
し
、
製
粉
所
・
砂
糖
精
製
所
・
製
油
所
な
ど
で
は
私
的
に

雇
用
さ
れ
る
計
量
人
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
（H

anna, A
rti-

san E
ntrepreneurs in Cairo, pp. 64-65.

）。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

占
領
下
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
事
例
（
一
八
八
七
年
）
で
は
あ
る

が
、
計
量
士
た
ち
は
時
に
団
結
し
て
不
当
な
課
税
に
対
し
て
抗
議



史
　
　
　
学

　
第
八
九
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第
一
・
二
号

）

五
四　
（
五
四

行
動
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
（John T

. Chalcraft, T
he 

Striking Cabbies of Cairo and O
ther Stories: Crafts and 

G
uilds in E

gypt, 1863-1914, A
lbany: State U

niversity of 
N

ew
 Y

ork Press, 2004, pp. 146-147

．）。

（
170
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 40r; Ghazaleh, M

asters of 
the T

rade, p. 94. 

な
お
、
一
九
世
紀
中
葉
に
つ
い
て
は
計
量
士

組
合
の
内
規
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（Ghazaleh, M

asters 
of the T

rade, p. 30.
）。

（
171
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fol. 288.

（
172
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10v.

（
173
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10v. 

同
様
の
記
述
は

M
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 40v

に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
ダ
マ
ス

ク
ス
の
ム
ヒ
ッ
ビ
ー
に
よ
る
伝
記
記
事
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ブ
ス

タ
ー
ンM

uḥ am
m

ad ibn M
uṣṭ afā al

一Rūm
ī

は
一
〇
〇
六
年
第

八
月
四
日
／
一
五
九
八
年
三
月
一
二
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
死
去

し
た
（A

l-M
uḥ ibbī, K

hulā ṣat al

一athar fī aʻyān al

一qarn al

一ḥādī ʻashar, 4vols., Cairo: D
ār al

一K
itāb al

一Islām
ī, n.d., vol. 

4, pp. 223-224.

）。

（
174
）
因
み
に
、
近
代
カ
イ
ロ
に
お
け
る
職
人
た
ち
の
異
議
申
立
て
を

多
面
的
に
活
写
し
た
Ｊ
・
Ｔ 

・
チ
ャ
ル
ク
ラ
フ
ト
の
研
究
は
、
ナ

イ
ル
デ
ル
タ
の
ダ
カ
フ
リ
ー
ヤ
県
に
お
け
る
計
量
士
組
合
長
の
解

任
を
め
ぐ
る
一
八
七
九
年
の
紛
争
事
例
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。

Chalcraft, T
he Striking Cabbies of Cairo and O

ther Sto-
ries, pp. 96-97

を
参
照
の
こ
と
。

（
175
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 10v.

（
176
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 40v-41r.

（
177
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 6v. 

偽
造
問
題
に
関
連
し
た

一
〇
一
六
年
九
月
／
一
六
〇
七
年
一
二
月
―
一
六
〇
八
年
一
月
に

お
け
る
通
貨
換
算
率
の
公
定
の
布
告
に
つ
い
て
は
、M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 277v-278v

に
詳
述
が
あ
る
。

（
178
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fol. 11r.

（
179
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fols. 18v-19r.

（
180
）M

abāhij al

一ikhw
ān, fols. 269r-270r.

（
181
）D

hayl m
abāhij al

一ikhw
ān, fols. 40r, 43v-44r

な
ど
。

（
182
）A

l-Bakrī, K
ashf al

一kurba fī rafʻ al

一ṭulba, edited by ʻA
bd 

al

一R
aḥ īm

 ʻA
bd al

一R
aḥ m

ān ʻA
bd al

一R
aḥ īm

, al

一M
ajalla 

al

一T
aʼrīkhiyya al

一M
i ṣriyya, vol. ‌23

（1976

）, pp. 291-384; 
A

l-Burullusī, Bulūgh al

一ʻA
rab bi-rafʻ al

一ṭulab, edited by 
ʻA

bd al
一Raḥ īm

 ʻA
bd al

一Raḥ m
ān ʻA

bd al
一Raḥ īm

, al
一M

ajalla 
al

一T
aʼrīkhiyya al

一M
i ṣriyya, vol. ‌24

（1977

）, pp. 267-340.


